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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　玄関を開けるとメイドに挟はさまった。

「もが!?」

「ひゃー！　ついにこの日がやってまいりました！　今日きようはお世話になりますよろしくお願ねがいしますー！」

　勿もち論ろん、それはメイドの大群が津つ波なみのように押し寄せてきたとかそういうことではない。いきなり抱ほう擁ようしてきたメイドの一部分に挟まってしまったというだけだ。春はる亮あきは数秒遅れて自分の身がどんな危き機き的てき状況にあるか気付き、

「うおっ？　い、いらっしゃい……サヴェレンティ、わかったからとりあえず離はなし……！」

　慌あわてて脱出しようとするが、がっしりむにょんとロックされていてなかなか逃げられない。そんなとき、薄うす闇やみを照らしていた玄関灯の光の中にすっと少女の顔が浮かび上がった。芸術品のように整ととのった顔立ちをした彼女は、見るものがぞくりとする微笑ほほえみを浮かべつつ、

「──世話になるわね、人間。これはほんの手て土産みやげよ」

「いってぇえ!?」

　春亮の足の甲に漬つけ物もの石いしクラスの大きな石を落としてきた。ぴょんぴょん飛とび跳はねたいところだが、メイドにぎゅっと捕ほ縛ばくされているためそうもいかない。少女──白しら穂ほに恨うらみがましい目を向け、

「どういう手土産だよ!?」

「愚おろかな人間の家・玄関前地方原産の石ね。苛いら立だたしい人間に悲鳴をあげさせる等とうの素敵すてきな用よう途とがあるわ。一個では足りなかったかしら？　だったら二個目もすぐ用意できるけれど」

「心からいらねぇ！」

「人間のくせに私の手土産を拒否するなんて。身みの程ほどを知りなさい……とにかくサヴェレンティ、早く離れて。汚けがされるわ」

　と、白穂が強引にサヴェレンティを引ひき剝はがす。そこでようやくメイドも落ち着いたらしく、

「あ……えへへー、ごめんね春亮くん。ボク、テンション上がっちゃってさ。春亮くん達のおうちに遊びに来させてもらうのって久しぶりだから」

「そういやお前、前に一回来ただけだっけな。なんか意外だが」

「ふん。私は遊びに来たわけじゃないわよ、サヴェレンティ。そうでなくても、こんな家に来たくなんてなかったのに。まったく、あの男は……」

　ぶつくさと白穂が言う通り、サヴェレンティはともかく白穂は遊びに来たわけではなかった。翌日に迫った一大イベントへの対処のためである。そのことを考えれば、あまりのんびりしてもいられない。

「んじゃまあ、上がってくれよ。あいつらはもう準備してるから……って、そのクーラーボックスはなんだ？」

「んふふ、まだ秘密ー」

　そんなことを話しながら春はる亮あきは二人ふたりを家に上げ、居間に案内する。先刻の夕食の残のこり香がが僅わずかに廊下を漂ただよっており、あ、カレーだ、とサヴェレンティは楽しそうに鼻をひくひくさせていた。そして居間に入ると、

「心の友よー！」

「きゃー！　黒くろ絵えちゃん、こんばんはーっ！」

　てててて、と小走りに駆かけてきた黒絵がエビ反ぞりダイブし、それをサヴェレンティががっしりと抱だき留とめた。舞ぶ踏とう会かいのようにクルクルと黒絵を宙に浮かせて回っている──相変わらず仲の良い二人だ。

　居間にいたのは黒絵だけではなかった。むぅーん、と眉まゆを顰ひそめてテーブルの上を見つめていた銀ぎん髪ぱつの少女──フィアも顔を上げ、刹せつ那なに頰ほおを緩ゆるめて立ち上がる。

「おお、来たか！　同志よ！」

「……勝手に同志にしないで」

「何を言う、前のテストは二人で休日登校した仲ではないか。薄はく情じようなこいつらとは違ってな！」

「そんなことしないのが普通なんですよ……薄情とかそういう問もん題だいじゃありませんってば」

　はぁ、とこのはは呆あきれの息を吐はく。手にしていた教科書を置き、彼女も白しら穂ほを迎えるべく腰を上げた。

「いらっしゃい、白穂さん。お力になれるかどうかわかりませんが、わからないことがあったらなんでも聞いてくださいね？　赤点は一個でも減らしましょう」

　白穂はその言葉を聞き、微妙に恥はずかしそうに視し線せんを彷徨さまよわせた。天てん井じようの隅すみを見上げつつ、

「その……別に、私は一人ひとりでも大丈夫なんだけど。あのむかつく男が勉強会に参加しろと言うのなら立場上仕方ないし、貴女あなたが私を教えることに何かの喜びを見み出いだせるというのなら、それもまぁ個人の嗜し好こうだから仕方ない──気が向けば、聞いてあげなくも、ないわ」

「はい。それでいいです」

　えへへ、とこのはは優やさしく微笑ほほえむ。そこでサヴェレンティが黒絵をすとんと畳に着地させ、このはに急接近してきた。がっしりとこのはの手を摑つかみ、

「先生！　このはちゃん先生！　今日きようはどうかうちの白穂をよろしくお願ねがいします、あんなカンジですけど本当はやる気に満みち溢あふれているんです！　だから見捨てないでー！」

「み、見捨てたりはしませんが!?　先生っていうのはさすがにこそばゆいですよ……」

「ちょっとサヴェレンティ、恥ずかしいから止やめて！」

　そんな騒さわがしい光景を、フィアは口をへの字にして見つめていた。

「はん、ウシチチめ、偉えらぶりおって……！　英語くらいなら私にも教えられるのに！」

「そっちは俺おれも頼りにしてるって、先生。中間テストのときみたいに、あまりネイティブ発音で教えられると困るが」

　春はる亮あきが言うと、そこでようやくフィアの留りゆう飲いんも下がったようだった。小さな胸を反そらし、

「ふふん。そう言うなら手加減して教えてやらんでもない。ところで春亮、先生といえば、ウシチチなどよりよほど立りつ派ぱな先生役を呼んでおるのだろ？」

「おう、呼んでるぞ。もうそろそろ来てもよさそうなもんだけど……っと」

　そのとき玄関のチャイムが鳴った。フィア達には居間で準備をしてもらうことにして、春亮が出迎える。玄関の外に立っていた来訪者は勿もち論ろん、

「お、いんちょーさん。いらっしゃい……ごめんな、わざわざ呼んじゃって」

「いや、いいさ。一人ひとりで勉強し続けても気が滅め入いる。環かん境きようを変えたほうがはかどるということもあるし、丁度いいと思った」

　私服姿の錐きり霞かだった。白しら穂ほと同じく、勉強道具の入った鞄かばんを肩に下げている。

「はかどる……かなあ。いんちょーさんの助けを待つばかりの問もん題だい児じもいるんだけど」

「このはくんも教える側だろう？　ならば全然問題はないよ。それに私は、内容を詰め込む時期はもう終わっているからな。後は全体的に軽く見返すだけでなんとかなると思う」

「げっ、さすがだ。その《ちゃんとしてる》っぷりになんか急に焦あせってきたぞ俺」

「それはこまめに復習してこなかったお前が悪い……ん、靴が多いな。私が最後か？」

「ああ、もう全員集まってる。騒さわいでるだけで勉強は始まってないけど」

　まったく、と苦笑しつつ、錐霞が靴を脱いで廊下に上がる。そして居間に向かって歩き出したとき、それを見計らったかのように──

　ぴんぽーん。

　再度のチャイムが鳴り、春亮と錐霞は顔を見合わせた。

「……渦か奈なか伯はく途とでも来たのか？」

「それはないと思うけど……部活の人達と先約があるって断られたんだし。きっと郵便かなんかだな」

　そう軽く答えながらＵターンし、春亮は再び玄関を開ける。

「はーい、どちらさまで……」

　そこにいた人物の姿を認めた瞬しゆん間かん、脳が認にん識しきを拒否した。ありえない。

　すー……かたん。

　無言で玄関のガラス戸を滑すべらせ、それ以上の対面を拒否。カクカクと背後を振り向くと、錐霞は真顔で自分の目め頭がしらを擦こすっていた。彼女すら見間違いでないかと疑っているということは──やはり、同じものを見たのだ。ここにいるはずのない人間の顔を。

　ぴんぽーん。

　繰くり返されるチャイム。無視することもできない。春はる亮あきは長い深呼吸で気を静めてから、もう一度ゆっくりとガラス戸を開き──

「……どちらさまと問うならば、答える。一年二組男子出席番号十六番・夜や知ち春亮。同女子出席番号二番・上うえ野の錐きり霞かが知らないはずはないとしても」

　にこりともせず、いつものジャージに身を包んだ女性がクールに口を開いた。

　淡あわい色の玄関灯に──その肩に担いだスコップの鉄てつ色いろを、きらりと輝かがやかせながら。




「自分は潰かい道どう忌いみ。私立大たい秋しゆう高こう校こうの体育教師であり、お前達の副担任だ」
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　第一章 「勤きん勉べんかもしれない生徒達。そして、」/ "Visitors-the physical educator and the dowser"
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　期末テスト前日の放ほう課か後ご──つまりは春はる亮あきが予期せぬ訪問者に驚きよう愕がくする、その数時間前。

　春亮達は理事長室にいた。珍しくも在校していた理事長にお茶ちやを誘われたからだ。メンバーは春亮にフィア、このは。勿もち論ろん、この部へ屋やの住人たる理事長に漸音ぜのん、危なっかしくも甲か斐い甲が斐いしくお茶やお菓子を運んできたサヴェレンティ。そして──

「いやあ、いよいよ明日あしたは学生の一大イベント。期末テストだねえ」

「そうですね。これを乗り切れば後は冬休みです」

「ははは。休みが気になるのはわかるけど、学生の本分は勉強だ。休みを楽しむにはテストを頑がん張ばらなくてはいけないよ。前回の中間テストが揮ふるわなかった人は特にね──全教科赤点などという偉業を成なし遂とげた生徒もいるようだし」

「わ、私は違うぞ！　その、二個しかなかった！」

「フィアくんの頑張りは認めるけれど、今度はゼロを目指してほしいね。ともあれ幸いなことに、その全教科赤点の生徒には心こころ優やさしき仲間達がいるようだ。せっかく勉強会に誘ってもらったのに、つまらない意地を張ってドタキャンしたりするようなことがなければいいねぇ──そうは思わないかい、白しら穂ほくん？」

　しゅこー、という奇怪な呼吸音がガスマスクの下から漏もれる。それに対抗するように、サヴェレンティの隣となりでカップを傾けていた白穂はふぅぅぅと不ふ機き嫌げんさしか伝わらない嘆たん息そくを発した。そしてこの部屋に来てから初めて理事長にその厳きびしい瞳ひとみを向け、

「……その念押しのためだけにここに呼んだの？　そんなつまらない用事に時間を使えるなんて、随ずい分ぶん暇ひまなのね、変態」

「つまらなくはないよ。大事な友達の娘さんだ、それなりに素そ行こうには注意してあげなくてはね。赤点やら留りゆう年ねんやらという響ひびきを聞けば彼も悲しむだろう」

　ちっ、と白穂は聞こえるように舌打ちして、さらにその目に殺意を乗せた。

「……一人ひとりでもちゃんと勉強できればいいでしょう」

「それは勿論、そうなんだが。学校のテストで結果を出すには、どうしても《点を取るコツ》というものが必要だと思うよ。はてさて、今まであまり学校に行ってこなかった女の子は独学でそれを摑つかむことができているのか……正直、不安でならない。ああ漸音くん、来週辺あたりに一日ほど僕の予定を空あけられるかね？」

「少々お待ちを──関係各所へ調ちよう整せいを行えば可能ですが。どんな御用で？」

　美人秘書が電子手帳を操そう作さしながら言うと、

「うん、場合によっては友人の墓はか参まいりに行かなくてはならないと思うんだ……少しばかり報告をね。すまない、君の娘さんを預かったはいいが、どうも無事卒業させることは約束できなくなりそうだと──」

「わ、わかったわよ！　行けばいいんでしょ、行けば！」

　理事長の言葉を遮さえぎり、白しら穂ほが乱らん暴ぼうにカップを置いた。ぷんすかと腕組みして、これ以上理事長の顔など見たくもない、という感じで目を閉じている。

「そうそう、努力しているという姿勢を見せてくれれば、赤点の数個ぐらい問もん題だいにはしないよ。頑がん張ばりたまえ」

「えへへ、白穂なら大丈夫だよー。ね、春はる亮あきくん、ボクもお邪じや魔ましちゃって大丈夫かな？　お茶ちや運んだりしていろいろお手伝てつだいしたいし」

　横から白穂に抱きつきつつ、サヴェレンティが視し線せんを向けてくる。勿もち論ろん、白穂を誘ったときからサヴェレンティもセットだと考えていた。

「全然オッケーだよ。てか黒くろ絵えが邪魔してきそうだから相手しといてくれると助かる」

「わ、そうだね、黒絵ちゃんもいるんだよね。うんうん、よく考えれば春亮くんちにお邪魔するのって久しぶりだー。とっても楽しみだよっ」

「そう……それは……よかったわね……」

　ぎゅうぎゅうとぬいぐるみのようにサヴェレンティに抱だき締しめられながら、白穂は力ない息を吐き出していた。恋人が乗り気になったことで、もう逃げ道が完全に塞ふさがれたのを悟ったのだろう。ここでドタキャンすれば、理事長はともかくサヴェレンティまでも悲しませることになる。白穂がそんなことをするはずはなかった。

「ふぅむ、シラホ達も確かく定ていか。今夜は楽しいことになりそうだな」

「待てフィア、お前は白穂の次に楽しがってはいけないヤツだぞ」

「そうですよ。こないだひどかった国語とか、ちょっとは勉強してるんですか？」

「し、して、おる……ゾ？」

「なぜ目を逸そらす」

　このはと共ともに半はん眼がんで彼女の銀ぎん色いろ後頭部を見つめていると、ブホホゥ、と音がした。別に誰だれかが粗そ相そうしたというわけではなく、例の如ごとく理事長が苦笑を漏もらしたのだ。

「やっぱり国語系が苦にが手てなままなのかい？　日本語は難むずかしいからねえ」

「むぅ、そうなのだ。やはり私には、文字を三種しゆ類るいも使っておるというのがどうにも非効率に思えてならん。『ちち』とか『めがね』とか『こぶとり』とか、全部ひらがなで事足りるではないか！」

「そ、その単語セレクトにそこはかとない悪意を感じるのはわたしの気のせいですかね!?」

　そんな騒さわがしい会話の中に、ふと硬質な音が混じる。ノックだった。

　漸音ぜのんが声をかけるとドアが開き、この理事長室で見るには珍しい顔が現れた。勿もち論ろん、春はる亮あき達の学校生活の中ではしょっちゅう目にする顔なのだったが。

「──潰かい道どうです。北ほう条じよう先生から預かり物を」

　それは体育教師の潰道忌いみだった。長髪を滑なめらかに流し、美人ではあるものの、その鋭するどい目つきにはどこか刃物じみた剣けん吞のんさが漂っている。それを強化しているのが、頰ほおに薄うすく走った一筋の傷だ。どう見てもアレなその傷跡は、歴戦の勇士的な泰たい然ぜん自じ若じやくっぷりと合わさって様さま々ざまな憶おく測そくを呼んでいるのだが──無論、その真実を確たしかめた勇気ある生徒は今までに存在しない。

　服装は常に真しん紅くのジャージ一いつ択たくで、二十代の女性としては全体的に飾り気がない。一番目立つのは勿論、体育教師っぽい竹刀しないとかの代わりに肩に担いでいるスコップなのだったが、それを飾り気に含めるのはどう考えても間違っているだろう。唯ゆい一いつちゃんとしたアクセサリーとして身に着けているのは、耳の横の髪にいつも挿さしている小さな花飾りだけだ。それ自体は可愛かわいいデザインであるにしろ、本人の雰囲気があまりにも対極的なため、見る者が見れば可愛さとは逆の印象を受けかねないものになっている──泰たい造ぞうの言葉を思い出せば、

「あの髪飾り……なんつーか、任にん俠きよう映画とか時じ代だい劇げきで『御お命いのち、頂ちよう戴だいいたした』とか言った後にハラハラ降ってくる桜みたいに見えてきたぜ……」

　という感じだ。ちなみにそれは授業中に騒さわぎすぎた泰造がケツスコップ（潰道先生オリジナル折せつ檻かん）を食らって悶もだえていたときに発したものだった。

「銃音がのんお姉ねえ様からですか。それはわざわざすみません」

「お気き遣づかいは無用。職しよく員いん室しつに戻る道中故ゆえです」

　古風な言葉遣づかいに、必要以上に真剣すぎる真顔。それは彼女のデフォルトで、春亮達にとってはもはや驚おどろくことでもない。そのまま潰道は、書しよ類るいのようなものを手に漸音に歩み寄る──その途と中ちゆうでふと視し線せんが合った。彼女はクラスの副担任でもあり、勿論こちらの顔も名前も知っている。春亮とこのはが軽く会え釈しやくをすると、向こうも同じ反応を返してきた。

　その拍ひよう子しに、横に座るフィアの様よう子すが春亮の視界に入る。彼女は会釈とも言い切れないほど微妙に頭を揺ゆらしていただけだった。潰道を見てはいたが、どこか緊きん張ちようしているような無表情になっている。いささか不ふ思し議ぎな態度に思えた。

「確たしかに。ご苦労様です、ありがとうございました」

「──いえ。では失礼」

　用件を終えて踵きびすを返そうとした潰道に、理事長が声をかける。

「ああ、ちょっと待ってくれないかな、潰道先生」

「……何用でしょう」

「たいしたことじゃないんだけどね。今丁度、ここにいる彼らと明日あしたのテストについて話してたんだ。どうだろう、教師として何かアドバイスのようなものはないかい？」

「試し験けんについて語るのは禁じられています。自分は今回の問もん題だい作成には関与していませんが」

　やはり真顔で答える潰かい道どうとは対照的に、理事長はおどけるように肩を竦すくめてみせた。

「そんな大おお袈げ裟さなことじゃなくて、テストに対する心構えというか──そういう包ほう括かつ的てきな助言だよ。教育者としての」

　次の言葉までは、僅わずかに間があった。肩に担かつがれたスコップが、小さく揺ゆれるのが見える。嘆たん息そくしたのかもしれない。それから彼女はちらりと春はる亮あき達のほうを見、重々しく言った。

「頑がん張ばることだ」

「そ、それだけかい？　ほら、特にフィアくんは外国からのアレだし、もっと他ほかに何か……」

　理事長が軽く肩をコケさせながら言うと、さらに潰道はフィアに視し線せんを向けた。フィアはなぜか、先刻と同じようにどこか緊きん張ちようしたような面おも持もちのまま、ぴんと背筋を伸ばして言葉を待つ。が──

　なぜか、潰道の視線は不自然なほど性急に逸そらされて。

　言葉も小さく、いかなる温かみもなく、

「──特にありません。失礼」

　そのまま潰道は理事長室を出て行った。春亮達はドアを怪け訝げんな視線で眺める。白しら穂ほとサヴェレンティも、不ふ思し議ぎそうにその顔を見合わせていた。

「うーむー……」

　フィアが眉まゆを寄せて腕組みする。春亮は肘ひじでその腕を突きつつ、

「おいお前、潰道先生になんかやったのか？」

「わからん。ただな、前からなのだ」

「何が？」

　ちら、とフィアは横目で春亮を見て、すぐに視線を足元に落とす。心しん底そこ不思議そうに、首を傾けながら言った。

「ここに来た当初からのことなのだが。どうも何か、私はあのセンセイに避けられているのではないか、というような気がしておってな……」

「んー。確たしかに、さっきの雰囲気はちょっとおかしかったな」

「そうですかね？　フィアさんの被害妄もう想そうっていうか、普段ふだんもあんな感じみたいな気がしますよ……わたしもあんまり潰道先生とお話したことないのでわかりませんけど」

「何が被害妄想か！　他にもだな、一いつ緒しよに喋しやべってた二人ふたりがガシガシ怒られたのになぜか私だけがテキトーな一言で終わったり、いろいろ根拠っぽいものはあるのだ！　避けられておるというか、私だけないがしろにされておるというか！」

「あ、わかった！　フィアちゃんがあまりに可愛かわいすぎて、しかも見た目が外国の人っぽいから緊張してるとか、そんな説はどうかなっ？　白穂はどう思う？」

「私が今思っていることはね。そろそろ帰ってもいいかしら、の一文だけよ」

　春亮は冷めかけの紅こう茶ちやを啜すすりながら考える。

　潰かい道どう先生は近寄りがたくはあるが、不ふ思し議ぎと生徒達に嫌われてはいなかった。勿もち論ろん、春はる亮あきも嫌いではない。彼女は常に真剣な目で、理り不ふ尽じんに感情をぶつけるようなことはせず、怒るべきときに正しく怒る。筋の通った人なのだ。そんな人が、はたしてフィアだけを差別するだろうか？　いやしかし、さっきの態度は自分が見てもわかるほどに何だかおかしくて……

（わかんねぇな。もし勘かん違ちがいじゃないんなら、なんとか普通に接してもらいたいんだけど）

「うんうん、そうだねぇ。全く同感だよ。とりあえず普通に接してもらわなくてはね」

　こしゅほー、と耳元で呼吸音。考え事をしている間に、理事長がソファーの後ろに移動していたのだ。心しん底そこびっくりした。

「心が読めるんすか、理事長……？」

「君の考えることはわかりやすいからね。適当に言ってみただけだよ」

　フィアはもはや先生のことなど忘れてしまったかのように、ひどくどうでもいいことでこのはと言い争いをしている。理事長はソファーの背もたれに頰ほお杖づえをつき、そんなフィア達の姿をガスマスクの奥から眺めていたが──やがて。

「学校とは、教師のような年長者に対する接し方も学ばなくてはならない場所だ。相手から避けられていては何も始まらないだろう……それに、潰道先生は君達の副担任でもあったね。副担任と距きよ離りを感じているようでは、フィアくんとしても今後いろいろと困ることがあるかもしれない。何か手を打ってみるべきかな」

　春亮の耳にだけ届くような声量で、理事長は呟つぶやく。その内容に関しては全面的に同意したいところだったが、春亮は不ふ吉きつな予感を覚えざるを得なかった。

　ガスマスクの下から、何かを企たくらんでいるかのような、奇怪な含み笑いのようなものが同時に聞こえてきていたからだ。
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（不吉な予感、的中……！）

　数時間前のことを思い出しつつ、春亮は人知れず嘆たん息そくした。

　居間のテーブルの向かいでは、潰道がびしりと背筋を伸ばして正座している。その傍かたわらの畳の上にはいつものスコップが寝かされていた。遠回しに「玄関に置いといたほうが……」と提案はしてみたのだが、「心配は無用だ。よく洗っている」と謎なぞな一言で返された。そういう問もん題だいではない気がする。

「……で、ハル。誰だれあれ？」

　コソーっと近付いてきた黒くろ絵えが耳元で囁ささやく。

「潰道先生。うちの学校の人だよ」

「……渾あだ名なはスコップ先生とみた」

「惜しい。最近の流は行やりはスコップティーチャー略してスコッティだ」

「なんというティッシュ感。ともあれ、わかった。ここはうちも気さくにそう呼びかけてみんとす。こんにちわ、スコッティ──」

「馬ば鹿か止やめろ死にたいのか！　直接言ってるわけないだろ！」

「もがもが」

「えーと、それで、その、潰かい道どう先生。どうしてうちにいらっしゃったのでしょう……？」

　黒くろ絵えの口を塞ふさぎつつ、愛あい想そ笑わらいで聞いてみる。

「……理事長より、勉強会の監かん督とくをするよう言われた」

　まず返ってきたのはそんな言葉。さらに、いつものクールな態度での説明が続く。

　教師たるもの、授業時間外でも生徒に頼られるような存在でなくてはならない。今の自分にはそれが足りないと言われた。つまりは教師スキルを上げるためだ。今回のテスト問もん題だいには関与していないから、純粋な監督や勉強のコツを教えるくらいなら問題はない。この勉強会に参加しているものには転校生で外国人の生徒もおり、その特殊な事情を考えれば、特に不公平ということにもならないだろう──

（なんつー無む理り矢や理りな手だ……）

　ちら、と春はる亮あきはフィアに目を向ける。彼女は一見、自分には何も関係ありません的な態度で教科書をぱらぱらと捲めくっていた。が、たまにチラチラとその視し線せんが潰道に向けられているところを見ると──やはり気になって仕方ないのだろう。

「ええと、その。い、いろいろ考えることがあるのですいませんが少しタイムを！　お茶ちやでも飲んどいてください！」

「よくわからんが、構わん。頂ちよう戴だいする」

　ずずり、と潰道はテーブルの湯のみを啜すする。その隙すきに春亮達はテーブルの逆側で作戦会かい議ぎ。我われ関かんせずな態度だったフィアも引っ張り込んだ。怪あやしすぎるというか先生に失礼な気もするが、こちらにはいろいろと事情があるのだ。

「ど、どうします……？」

「どうするったって……どうすりゃいいんだよ」

「正直、やりにくくはあるな。しかし帰ってもらうわけにもいかないだろう」

「サヴェレンティ、私はやっぱり帰って自力でやるべきという気がしてきたわ」

「駄だ目めだよぉ……ほら、先生なんだし、勉強教えてくれる人が一人ひとり増えたってことでしょ？　いいことなんじゃないのかな？」

「うちは別に関係ないと言えば関係ないんじゃけど……ふぃっちーはどう？」

　黒くろ絵えが話を振ると、フィアは腕組みをして視線を逸そらし、

「……別に、私としては、どうでもよいのだが。細かいことを気にしないタイゾーやカナ達ならともかく、よく知りもしないオトナがここにいるというのには多少の不安を覚えるぞ。何かの拍ひよう子しに、私達が人ではないということがばれてしまうかもしれん……」

　確たしかにそれは少しばかり不安だ。その事情はわかっているはずなのに、どうして理事長はこんな手を打ったのか。フィアと先生の仲を気にしてのことなのはわかるが、こんなにいきなり距きよ離りを詰めるようなことをされてもそう簡かん単たんには──

　と、考えていたときだった。思わぬところからその答えが与えられる……つまりは潰かい道どう先生本人から。

「む……失念していた」

「え。な、何を……？」

　ことり、と湯のみが置かれる。そして先生はそのクールな表情を微み塵じんも動かさないまま、

「まず一つ──自分はお前達の事情を知っている。この世に呪われた道具が存在することを。だからそれを隠かくすことについてお前達が気にする必要はない」

　そんな、素す晴ばらしく重要なことを簡単に仰おつしやった。フィアが弾はじかれたように顔を上げたが、声は出さない。だから代わりに春はる亮あきが驚おどろきの声を発した。

「ま、まじっすか!?」

「理事長から聞いたんですか？　あの人がそう簡単に誰だれかに話すとは思えませんが……」

　僅わずかに目を細めてこのはが言うと、潰道は軽く首を横に振った。

「半分正しい。お前達のことは確たしかに理事長から聞いたが、呪のろわれた道具の存在については前から知っていた」

「どういうことです？」

　今度は先生のほうが目を細めた。何かを想起するかのように。

「──自分は過去、一つの事件を体たい験けんした。呪われた道具に関する事件だ。自分はその意味を知りたかった。だから事件の後、人づてに噂うわさを聞いてこの学校に来たのだ……呪われた道具について知る男がいる、と」

「それが、理事長……？」

「いかにも。かつての事件について理事長に教えを乞こい、しかしそれは一いつ朝ちよう一いつ夕せきに理解できるものではなかった。自分があの学校で教員として働き始めたのはそれ故ゆえだ。現在も理事長達には様さま々ざまな教えを乞うている。つまりは──弟子、のような立場だろうか」

　春亮は、手当たり次第に呪われた道具っぽいものを集めては「どうだい？　違う？　ううっ、またか！」というようなことを繰くり返しているガスマスク男の顔を思い出す。弟子を取れるような人間だとは思えないのだが……しかしそれでも、彼は父親の友人だ。呪われた道具の存在を知らない一般人よりは遥はるかに詳しい情報を持っているのだろう。

　そのとき、潰道の目がちらりと春亮を捉とらえ、

「──出席番号十六番・夜や知ち春亮。おそらくお前が考えているよりも、理事長の情じよう報ほう網もうは細やかだ」

「え？」

「失念していたことの二つ目は理事長からの伝言だ。『いい機き会かいだから伝えておこう。今後は気兼ねしないで遊びに来なさい』──と」

　その視し線せんが動く。射い貫ぬかれたのは、錐きり霞かだ。

「理事長は、お前達が隠せていると思っていることも知っている。それは、たとえば……出席番号二番・上うえ野の錐霞の所属や、その所持している物品についてもだ」

「っ……！」

　今度は錐霞が瞳ひとみを険けわしくする番だった。潰かい道どうの心中を、そしてそれを通して理事長の真意を見抜こうとするかのように、教師の顔を睨にらむ。

「私が……研究室長国の人間だったということを？」

「いかにも。最初から」

「私のパートナーについては？」

「既き知ちだ」

「潜せん入にゆうしていた、と思っていたのはこちらだけ。単に泳がされていたということか……ふん、馬ば鹿かげているな……」

「いんちょーさん……」

　そこで錐霞は潰道から視線を外し、小さく息を吐はいてから、春はる亮あきに向けて軽く頰ほおを緩ゆるめた。

「ああ、まあ、今の私にはもう関係のないことだ。正直なところ、頃ころ合あいを見計らって自分から理事長にも言うつもりではあった……ずっと隠したままでは、お前達に協力するのにもいろいろと不ふ都つ合ごうがあるからな。むしろ好ましい情報だ。わざわざ説明する手間が省はぶけたし、奴やつの対処についても相そう談だんできる」

　奴、というのは錐霞のパートナーのことだろう。錐霞が怪け我がをさせてそれっきりだと聞いていたが、彼女の口ぶりからすると、いずれ戻ってくる可能性があるのかもしれない。機会があったら詳しく聞いておこう。

「しかし、あの理事長……研究室長国のことを知っていたとは。変人だとは思っていたが、私が考えていたよりも大物なのかもしれないな……」

「そうかなあ。ま、いろいろ謎なぞが多い人だけど」

「大物と言えば秘書の北ほう条じようさんもだ。文化祭のときのは演技だったのだろう……理事長が知っている以上、彼女が知らないとは考えにくい」

　再び錐霞がちらりと潰道を見やると、彼女は小さく頭を縦たてに揺ゆらした。

「無む論ろん、北条殿も同様。彼女からは上野錐霞個人への謝しや罪ざいの言葉を預かっている──『申もうし訳わけありません。今度は美お味いしいお茶ちや菓が子しを用意してお待ちしております』だそうだ」

　そうですか、と頷うなずいてから、錐霞は息を吐いた。自分に呆あきれているかのように、小さく呟つぶやく。

「……よくよく考えれば、あの爆ばく弾だん騒さわぎに私のような一般生徒が関かかわるのを是ぜとしていた時点で気付くべきだったな。多少不自然ではあった」

「あの人は、もともと何考えてるのかよくわかんないトコあるから……なんか噓うそ言われても俺おれは絶対に気付けない自信があるぞ。仕方ねぇよ」

「さて、失念していた事こと柄がらは以上だ。勉強会を始めるがいい」

　理事長がわざわざ派は遣けんしてくれた人だから、帰ってもらうわけにもいかない。事情は知っているから、フィア達の正体がばれることについて気を遣つかう必要もない。ならばとりあえずは、この監かん督とく官かんを受け入れて勉強を始める、ということにするしかないのだが──

　すいっ。

　……なぜそのタイミングでスコップを手に持つのだろうか。不安すぎる。

「え、え〜と。じゃあ、うちは、そろそろお暇いとまさせていただく感じで……」

　黒くろ絵えは颯さつ爽そうと逃げる気だ。この裏切り者め。

「サヴェちゃん、とりあえずうちの部へ屋やでも見に来ん？」

「い、行くー！　この重苦しさ、ボクにはちょっと耐えられない！　し、白しら穂ほ、頑がん張ばってね!?」

「ふぅ……無事を祈っておいて」

　裏切り者その２が黒絵を追って部屋を出て行く。春はる亮あき達はのたのたと教科書やノートを開き、それぞれのテスト勉強を開始した。

　五分経過。十分経過──

　無言。

（い、居い心地ごこち悪い……！）

　地じ蔵ぞうと化した潰かい道どうのプレッシャーに耐えかね、周囲の様よう子すを確かく認にんしてみる。フィアはやはりちらちらと潰道を気にしながらノートに何事かを書き込んでいる。錐きり霞かは教科書を軽く捲めくりながら、時折もぞもぞと肩を揺ゆらしている。白しら穂ほはシャーペンを手にした彫像のように教科書の前で固まっている。

　このはに目を向けると、丁度彼女もこちらを見たところだった。助けを求めるように、パチリパチリとウィンクして、何度も潰道先生を目で指し示してくる──

　ああ、その通りだ。誰だれかが突破口を開かねば始まらない。ちょっとした会話がきっかけになって、和わ気き藹あい々あいに教えたり教えられたりの勉強会がスタートしたりするのだ。人ひと身み御ご供くう的てきな危険な役割だとしても、誰かがやらなくてはならない。ならば唯一のオトコであり家主である自分がやるべきだろう……！

　などと自己催眠のように奮ふん起きし、春亮は決然と顔を上げた。ごくりと唾つばを飲み込んで喉のどを湿らせてから、

「あの……先生！　少し教えていただきたいところがあるんですが！」

　びくっ！　とフィア達が肩を跳はねさせるのを見ながら、春亮は先生に近付いて化学の教科書を差し出す。

　潰かい道どうの鋭するどい目が向けられる。だがビビってはいけない。これは緊きん張ちよう感かんを緩かん和わする第一歩。先生と会話することにより、この部へ屋やの空気を少しでも過ごしやすいものに変えるための呼び水にするのだ──

「なるほど……ここか」

「はい、そこです」

　春はる亮あきは頷うなずいた。ほら、むやみに恐れる必要などないのだ。話しかければちゃんと答えてくれる。真ま面じ目めに勉強するスタンスさえ見せれば味方になってくれる。なぜならこの人は先生なのだから。

　うむ、と先生も頷いた。人食い狼おおかみとやっと心が通じ合ったかのような安あん堵どを覚え、春亮が頰ほおを緩ゆるめかけたとき、

「──わからん。以上だ」

　一言で教科書が突っ返された。撫なでようとした狼に手を嚙かまれた感覚。

「そ、そう、です、か……」

　だがそこで奇跡が起こった。凶悪な狼も、さすがに誰だれかを傷つけてしまったということに気付いたらしい。ふう、と自じ戒かいするような吐と息いきが聞こえて、

「すまぬが、自分は保ほ健けん体育の教師だ。他ほかの科目のことを聞かれてもわからん──聞くならば保健体育にしろ」

「そ……そうですよね！　あ、あはは、すみません！　じゃあその、えっと、保健体育の教科書から質問を……」

「それなら是ぜだ。何でも聞くがいい。わかりにくければ実技での説明も承うけたまわる」

「じ、実技？」

「柔道などが得意だ。イラストではわかりにくい技わざの区別も、実際に体たい験けんすることによってより簡かん単たんに覚えられる」

「それは、その、よかったというかなんというか……柔道はテスト範はん囲いじゃないです。ええと、確たしか今回は、救急・救命のところと……」

「なるほど。ではその実技を教えよう」

　教科書を捲めくって範囲を確かく認にんしながら春亮が言うと、潰道は大きく頷いた。そして──

　唐とう突とつに、ちぃー、とチャックを開けてジャージの上着を脱ぎ出す。

　溢あふれた。このはといい勝負ができるほどの体たい積せきが、ジャージの下に着ていた体たい操そう服ふくの膨ふくらみの形を取って溢れた。それから潰道はスコップを置いて畳に横になり、

「さあ」

「……さあ、って？」

「復習したいことがあれば自分を相手にやるがいい。心しん臓ぞうマッサージでも人工呼吸でも」

　一いつ瞬しゆん、先生の言葉が理解できなかった。

　心しん臓ぞうマッサージ＝微かすかに上下している体たい操そう服ふくの膨ふくらみに触れなければならないアレ。

　人工呼吸＝口紅をつけていないくせに柔らかそうで発色の良い唇に関するアレ。

　そんな定義を脳内で再さい確かく認にんしてからようやく、春はる亮あきはずささっと身を退ひいて答えた。

「し、しませんよ!?」

「何な故ぜだ。これは確たしかに試し験けん範はん囲いで──」

　大おお真ま面じ目めな顔で潰かい道どうが言う。そのとき、

「ダメですーっ!?」

「夜や知ち、貴様、何をする気だ！　許しがたい！」

「は、は、は……ハレンチ、小僧めっ！　呪のろいまくるぞ！」

　三本の腕に襟えり首くびを摑つかまれ、同時に背後へ引っ張られる。

「ええとですね、春亮くん！　化学、化学を聞こうとしてましたね？　ちょうどわたしも復習しようと思っていたところだったんです一いつ緒しよにやりましょう！」

「数学にもわからないところがあると言っていなかったか？　聞いてくれれば教えるぞ！」

「さあ春亮、勉強に戻れ！　いや聞きたいことがあったのだこの漢字はどう読む!?」

　そんなことを口々に言われながら──フィアにはさらに教科書で頭をベチベチやられながら──元の場所に引ひき摺ずられていく。その最中、潰道がむくりと身を起こすのが見え、

「……保ほ健けん体育はいいのか？」

　その平然とした顔に浮かぶのは、言葉通りの純粋な疑問感だけ。そう、フィア達が急に春亮を引き戻した理由が、本当にわからないというような──

　春亮はフィア達と顔を見合わせる。引き摺られたままなので、三人に見下ろされる形だが。

　心に浮かんできた感想を全員で共有してから、ゆっくりと春亮は顔を戻し、

「え、ええと。ほ、保健体育は最終日なので。とりあえずは他ほかの教科を集中的に勉強することに、しようかなと……」

「──なるほど。合が点てんがいった。では頑がん張ばれ」

　顎あごを軽く撫なでながら呟つぶやき、潰道はジャージを羽は織おり直した。むん、と胸を張って、また真面目な顔で生徒を見守る地じ蔵ぞうスタイルに戻る。

　春亮達はもう一度、その困こん惑わくした顔を見合わせて囁ささやき合った。

「あんまり話したことないからわからんかったけど、潰道先生って、ひょっとして……」

「アレなんですかね……？」

「おそらく。近寄る人間が少ないから表には出ないのだろうな」

「むうぅ、お前らだけで納なつ得とくするな！　アレとは何なのだ、教えろ！」

　眉まゆを吊つり上げるフィアに「えーっと。養殖の反対……？」と教えてやる。

　フィアは「……？」と疑問符を浮かべて首を傾かしげるばかりで。

　そして疑問符の量なら負けないとばかりに、白しら穂ほは今までの騒そう動どうにまったく気付かないまま「……!?　……!?!?!?」と教科書を睨にらんで石せき化かしていた。




　　　　[image: ]




　勇気を出して先生と触れ合った甲か斐いあって、それからは居間の空気も多少は過ごしやすいものになった。今まで禁じられていたというわけでもないのだが、会話も解禁されている──やはり先生は無言で佇たたずんでいるだけだが。

「で、こういう系統の問もん題だいはこことここの公式さえ覚えていればだいたい解けるだろう……白しら穂ほくん、大丈夫か？」

「わ……わかった、わよ……ああもう、頭がパンクしそう……」

「春はる亮あき春亮、これとこれは何と読むのだ？」

「あなたねぇ、たまには辞書でも引いて自分で調しらべてみたらどうですか」

　ああ、これが勉強会なのだ。正しいテスト前日の姿。なぜか軽い感動のようなものを覚えながら、春亮は自分の勉強を進める。ちなみに逃げていった黒くろ絵え達は帰ってきていない。離はなれの二階に明かりが灯ともっているのが見えたから、やはり黒絵の部へ屋やで遊んでいるのだろう。社会人という立場が心しん底そこ羨うらやましくなる。

　だが立場を替わってもらうわけにもいかない。理事長の言う通り、学生の本分は勉強なのだ。何やらクールなわりに天然っぽい先生の視し線せんが気になると言えば気になるが、それが気にならないほど集中して勉強すれば済む話だ──

　しかしそこで春亮ははたと思い出した。そもそもなぜ理事長が先生を寄よ越こしたのか。

（元々は、フィアと距きよ離りを縮ちぢめてもらおうとしてのこと……なんだよな、多た分ぶん。無視して勉強するだけだったらあんまり意味ないんだが）

　視線を動かす。フィアはそれなりに真ま面じ目めに勉強しているものの、勿もち論ろん潰かい道どう先生と接触しようなどという気配けはいは微み塵じんも見られない。

（ううん……つっても、無む理り矢や理りやっても逆効果な気がするし……）

　春亮は春亮なりに、今まで潰道のことを観かん察さつしていた。

　わかったのは、勘違いではないということだった。

　確たしかに様よう子すがおかしくなるときがある。それはたとえば、フィアが口を開いたときにだけぴくりと肩が揺ゆれたり、このはが傍そばを通り過ぎるときにだけ不自然に体を固まらせたりするような──よく注意して見なければわからないほど些さ細さいな、そして一いつ瞬しゆんの態度変化。先刻このはが理事長のことで話しかけたときには言葉が返っていたが、そのときにも目は合わせていなかったように思える。しかしそれらの不自然さはどれも、自分や白穂に対しては起こらない。それはつまり、

（フィアやこのはみたいな奴やつらに対して、なんか思うところあるってことなのかな）

　理由は想像しかできなかった。おそらく、ヒントは先刻潰かい道どうが少しだけ語ったこと──彼女が過去に巻き込まれたという事件だ。詳しく聞いてみたいところだが……呪のろわれた道具に関する事件が楽しい思い出であるはずがない。場所と時間を考えなければならないだろう。

「んー。どうしたらいいかな……」

「春はる亮あきくん、どこかわからないところあります？　わたしでよければ力になりますよ」

　思考が口から漏もれていた。それを聞いたこのはがどこか嬉うれしそうな微笑で身を寄せてくる。まさか勉強とは関係のないことを考えてましたとは言えない。実際に、いまいち理解できていなかった英語の構文について聞いてみることにした。

　……必要なのはタイミングだ。先生と話ができるような機き会かいもいつかは訪れるだろう。フィア達と先生のことも重要だが、明日あしたのテストだって重要事項には変わりない。とりあえずは真ま面じ目めに勉強しながらチャンスを窺うかがっておくことにしよう……

　そんなことを考えながらカタカナ英語の説明を聞き流していたので、「ちゃんと聞いてます？」とこのはに怒られた。




　また読めない漢字にぶち当たった。苛いら立だたしい。フィアは眉まゆを顰ひそめながら顔を上げ、

「なあ春亮、これはどういう……」

　だが頼みの春亮は、こともあろうにウシチチ女から英語の手ほどきを受けていた。なんという愚ぐ行こうだ。反射的に邪じや魔ましたい衝しよう動どうに駆かられたが、なんとか抑おさえる。あのユカイな英語力で恥はじを搔かくのは奴やつらであって、自分ではない。とりあえず今はこの漢字の読みを知るほうが重要だ。今日きようは頼りになる助すけっ人ともいるし、と錐きり霞かのほうに目を向けるが、彼女はまだ白しら穂ほに対してテスト対策を懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えていた。こちらに対しては邪魔をするのが純粋に気が引けた……白穂の目が微妙にウツロなのも気にはなったが。

「むぅ……」

　意い識しきせず、残りの一人ひとりに目を向けてしまった。畳に座り、自分達を見守っている教師。

　瞬しゆん間かん、相反する思考が脳のう裏りを交こう錯さくする。

　いい機き会かいだから聞いてみろ、と囁ささやく自分がいた。化学や数学と違って、単なる漢字の読みだ。日本人で大人おとななのだから、それなりに頼りにはなるだろう。

　聞かないほうがいい、と怯おびえたように囁く自分がいた。なぜかはわからないが、どうやら自分は嫌われているようだ。わざわざそれを確たしかめる必要はない。

　その二つは同じほどの強度であり、どちらが勝つということもなかった。だから迷った。そして迷っているうちに、

「……」

　すっ、と。

　一瞬だけ交わった視し線せんが、向こうから逸そらされる。

　やっぱりだ、と思った。

　長く細い息が漏もれる。その吐と息いきの意味は自分でもわからなかった。安あん堵どなのか、諦てい念ねんなのか、怯おびえなのか、困こん惑わくなのか、失望なのか。

（……失望？　どうして私が失望などせねばならんのだ）

　どうということもない。そうだ、こんなことでダメージを受けるほど自分は弱くなどない。自分は悪いことなど何もしていないのだから、胸を張っていればいいのだ。あんな女のことなど気にするな。勉強勉強。

　そう自分に言い聞かせ、わからない漢字を飛ばして再び勉強を続けようとする。が──

　胸中に蟠わだかまっていた重苦しい感覚が、不ふ吉きつな自問を無数に発した。

（──悪いことなど何もしていない？　本当に？）

（あるいは、気付いていないだけかも）

（そもそもお前は、これ以上なく悪いことを繰くり返してきた道具なのに──）

　──黙だまれ。

　シャーペンを強く握り、唇を嚙かみ締しめながらその先端をノートに押しつける。

　今できることは、それしかなかった。




　このはの英語レッスンはほどなくして終わる。喋しやべって喉のどが渇いたのだろう、このはがコップにペットボトルのジュースを注ぎ──あら、と首を傾かしげた。

「あ……ジュースが切れちゃいました」

「こんだけ人数がいたらさすがに減りも早いな。どうしよ、買い出し行ってくるか。俺おれはお茶ちやがあればいいっちゃいいんだが」

　そのとき、何やらひどく厳きびしい眼まな差ざしでノートに向かっていたフィアの顔がばっと上がる。渡りに舟だ、とばかりに顔を輝かがやかせ、

「買い出し！　うむ、ちょうど気分転換したいと思っておったところだ、私に任せろ！　なんでも買ってきてやるぞ！」

「待て、お前に任せるのだけは却下だ。どう考えてもパリパリした別のものを買ってくる」

「そうですよ、あなたは時間を無む駄だにできる立場だと思ってるんですか!?　わたしに一度も質問してこないのが不安でなりません。聞きなさい、ありおりはべりいまそかり──」

「ううっ、ウシチチがまた謎なぞの呪じゆ文もんで私を洗脳しようとする！」

　錐きり霞かもそのやりとりに教科書から顔を上げ、

「夜や知ち、私もお茶があれば別にいいのだが……場所を借りている身だし、もし買い出しに行くのなら私が行ってこよう」

「いんちょーさんはお客さんだし、白しら穂ほの指し導どうが忙しいだろ。ま、お茶でいいんなら別に無理して行くことも──」

　待てよ、と途と中ちゆうで言葉を止める。思いついた。

「……いや、やっぱジュースはいるな。勉強には血けつ糖とう値ちがどうたらこうたら、とかで甘い飲み物があったほうがいい。買い出しには行こう」

「あ、こんなときこそ黒くろ絵えさん達に頼んだらいいんじゃないですかね？」

　このはの言葉は正せい論ろんだが、今ばかりはそうもいかない事情があった。折せつ角かくの機き会かいなのだ。

「あー……ま、楽しく遊んでるのを邪じや魔まするのも悪いだろ。そこのコンビニだし、俺おれが気分転換したいってのもあるし。これも家主のもてなし義務の一つ、俺が行ってくるよ」

「き、気分転換したいのは私もだぞ。だから私も行く！」

　このはの古文攻こう撃げきに耐えつつ、フィアが言ってくる。

（気分転換したい、か）

　なんとなくその理由を察した。勉強に疲れたとかそういうことだけではないだろう。

　春はる亮あきは苦笑しつつ腰を上げた。立ち上がる支えにするように、フィアの銀ぎん髪ぱつをぐりりっと撫なでてやる。

「いいから、お前はここにいてこのはの指し導どうを受けてろよ。また赤点取って休みを補習で潰つぶしたくないだろ」

「む。しかし……」

　まだ不満げなフィアの顔に、一言。いろいろな意味を込めて、囁ささやく。

「大丈夫。任せとけって」

　そう、とりあえずは任せておいてほしい。これはいい機会なのだ。

　だから春亮はできるだけ自然な動作で部へ屋やの中を見回し、これまた演技っぽくならないように気をつけながら、

「ああ、でもやっぱり一人ひとりくらいはついてきてくれたほうが助かるなー……あ、そうだ。すいません先生、失礼なお願ねがいなんですけど、よかったら買い出しに付き合ってもらえませんか？　こいつらの勉強を中断させるのもアレなんで、先生に来てもらえたら助かるんですが」
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　二人ふたりでコンビニまでの道を歩く。

　自分は監かん督とく役だからここにいる必要が、とかで拒否される可能性もあるにはあったが、案あん外がいあっさりと潰かい道どうは同行を受け入れてくれた。買い出しの間くらいは生徒達の自主性を信じることにしたのだろう。

　スニーカーでアスファルトを踏ふみ締しめる潰道の肩を、春亮はちらりと見上げた。自分達はもう慣なれてしまった感があるのだが……やはり、スコップを担いで夜道を歩く人間というのはかなり危険なのではなかろうか。

「……先生。今いま更さら聞きますけど、なんでスコップなんですか？」

「すまぬ。質問の意味が不明だ」

「だから、普通は竹刀しないとかじゃないのかなーってことですが」

「そうなのか。これは──言うならば、ただの癖くせだ。持っていると落ち着く」

「は、はぁ……癖」

「昔は工事現場で働いていた。不ふ思し議ぎはなかろう」

　いや物もの凄すごくフシギです。と思いはしたが、そこはあえてスルーして、

「……先生になる前の話ですか？」

「いかにも。付け加えるなら、このスコップは大事な人間から誕たん生じよう日びに贈おくられたものだ。毎日現場に持って行くうちに、仕事がない日でもこれを持ち歩いてしまうようになり──いつしか、持っていなければ逆に落ち着かないようになった」

「た、大切なものなんすね」

「……ああ。今では、お守り代わりで──身体からだの一部だ。疲労する先端部分は交換せざるを得ないが、本体部分はずっとそのままにしている」

　誕生日プレゼントとしてスコップはアリなのかとか、スコップの部品交換なんて聞いたことないとか、いろいろツッコミどころはあるが……折せつ角かく話をしてくれているのだ。わざわざ機き嫌げんを損そこねるようなことを言う必要はないだろう。会話を続ける。

「えっと。ひょっとして先生、時じ代だい劇げきとか好きですか？」

「よくわかったな。何な故ぜだ」

「な、何故と言われましても。いかにも、とかの口く調ちようとかがそれっぽかったから……？」

「口調、か」

　コンビニまでの道のりは予想以上に短かった。もはや目的地は見えている。その明かりに向かって進みながら、

「……その工事現場の親方が、歳としのいった人でな。時代劇好きだった」

「え？」

「自分達の保ほ護ご者しや代わりで、公私ともに世話になった。付き合いで時代劇を見ているうちに、自分も好きになってな──思えばあの人の口調がうつったのだろう。今も息そく災さいであればいいが……着いたな。自分はここで待っている」

「は、はい。じゃあ、ちゃっちゃと買ってきます」

　さすがに、スコップを持って店内をうろつくのが非ひ常じよう識しきだというのは潰かい道どうにもわかっているらしい。彼女を残し、春はる亮あきはコンビニに入って適当にジュースや菓子を選えらび始めた。条件反射的に煎せん餅べいの袋をカゴに放り込みながら考えていたのは、勿もち論ろん今までの会話のことだ。

（けっこう普通に話してくれるな……せっかくの機会だし、帰りももうちょっと話を聞いてみるか）

　手早く会計を済ませ、ビニール袋を二つ抱えてコンビニを出る。潰かい道どうは無言で春はる亮あきの手からその一つを取り上げ、それが当然という態度で歩き始めた。なんという男前。

　家までの道のりは短い。それを初めて恨うらみつつ、春亮は一つ息を吸ってから口を開いた。

「あの……先生。変なこと聞きますけど、フィア達のこと、どう思ってます？」

　潰道の歩みが、一いつ瞬しゆん、止まった。

「……お前がなぜそれを聞くかは、理解できる。だから正直に答えよう」

「はい」

「一言で言うなら──苦手に思っている。それ以上でも以下でもない」

　嫌い、でもなく。憎い、でもなく。

　ただ、苦にが手てだと。

　その単語を選えらんだことに、どんな意味が込められているのか。

　潰道はすぐに歩みを再開した。背後の春亮を振り返ることなく。

「……いい奴やつですよ、あいつら」

「お前がそう言うなら、そうなのだろう」

「どうして、苦手、なんすかね。その、ひょっとして昔のことと何か関係があったりしますか。先生が体たい験けんしたっていう事件と……」

　勇気を出して聞いてみた。

　それから何歩、無言の歩みを追いかけただろうか。辛しん抱ぼう強づよく待っていると、

「昔の事件のことが知りたいのか」

「えと……その、はい。もしよかったら、なんですけど」

「二つのことを言えば済む。そこにどんな関係性を見み出いだすかはお前の自由だ」

「え？」

「一つ。親を早くに亡くした自分は、ずっと妹と二人ふたりで暮らしていた」

　自分達の保ほ護ご者しや代わり。先刻、工事現場の親方について潰道が発したその言葉を思い出す。

　勿もち論ろん、潰道の家族については初耳だった。そこからも様さま々ざまな疑問が浮かんでくる。名前は何か。歳としはどれくらい離はなれているのか。顔は、性格は似ているのか。

　そして、春亮がその無数の問いを言葉にしようとしたとき。それを遮さえぎるかのように、潰道は続けた。

　ひどく静せい謐ひつで、澄すんだ湖のように一切の曇くもりなき、

　呪いに満ちた言葉を。

「二つ。だが今はもう、妹はこの世のどこにもいない──以上だ。他ほかに言うべきことはない」

　春亮は息を吞のむ。その二つを繫つなぐものが何なのか。考えるまでもない。

　彼女は言っていたのだ──《呪のろわれた道具に関かかわる》事件を体験した、と。

　ああ、ならば。

　彼女の妹がこの世にいない理由は、この世からいなくなった原因は、やっぱり──

　何かを言わなくてはならない、と思った。だがそれは許されなかった。

　背筋を伸ばして歩く教師の背中が、あらゆる問いを無言で拒絶していたし。

　それに。

　次の瞬しゆん間かん、春はる亮あきは横の路ろ地じから飛び出してきた人ひと影かげに撥ねられていたからだ。




「ぐふっ!?」

　人影と衝しよう突とつし、跳はね飛とばされた春亮はアスファルトに倒れ込む。それは相手も同じだった。見ると逆方向には小こ柄がらな女の子が倒れており、

「あ、あいたたた……」

　顔を顰しかめて腰を撫なでさすっていた。髪は頭の左右でお団だん子ご風に纏まとめ、腰には大きなポーチ、身に着けているのは公立のセーラー服。少女が小さいのか、制服が大きいのか、指先は袖そでの中に隠かくれてしまっていた。そして尻しり餅もちをついて倒れているのだからして、当然ながらスカートは捲めくれ上がり、タイツを穿はいた太ふと股ももやら何やらがばっちりと──

　春亮は慌あわてて視し線せんを逸そらしながら起き上がり、

「ご、ごめん。大丈夫？」

「は、はぃぃぃ……こちらこそ、ごめんなさいの極きわみです……」

　子犬のように気弱そうな、眦まなじりがとろんと下がった顔。よほど腰が痛かったのか、微妙に涙目になっている。そのとき、先行していた潰かい道どうが事態に気付いて戻ってきた。

「……双方、怪け我がはないか」

「あ、俺おれは全然」

「はい、切せつ子こも大丈夫ですぅ……」

「……っ」

　なぜかそこで潰道は動きを止めた。軽く目を見開くようにして、倒れた少女の顔を凝ぎよう視ししている。少女はきょとんと小首を傾かしげているから、知り合いというわけではないのだろう……どうしたのだろうか。

「えーと、その。とにかく大丈夫なら早く起き上がったほうがいいぞっていうか、その姿勢はちょっと俺的に困るというか……」

「へ？　……ひゃあ！　す、すみません！　切子ごときのパンツなんて見ても楽しくも興こう奮ふんもしませんよね、すみません！　身の程ほども弁わきまえずにすみません！」

　そんな意味不明な言葉を聞きつつ、とりあえず手を握って立ち上がらせてやる。指先まで隠かくれる制服を見てもわかる通り、背はかなり低かった。フィアや黒くろ絵えといい勝負だろう。そして手を握ったことでもう一つわかったのは、

「それ、何？」

「これですか？　ダウジングロッドですー」

　少女は両手に奇妙なものを持っていた。筋トレ用の握あく力りよくグリップのような握りに、一メートルほどの細い金属棒が四本繫つながったもの。それぞれが平行になり、一方向に伸びている。そしてそれが両手で二つ分……計八本の金属棒がその指の間から突き出ているのだ。

「……俺おれの知ってるのは二本の棒を使う奴やつなんだけど」

　反応に困って言うと、少女はぱっと顔を輝かがやかせて答えた。

「そーですよね、普通はそーですよね！　でもこれは八本で、それはつまり二本の四倍パワーが発揮されるということでですね、切せつ子こ的にこれはスバラシイ掘り出し物な……」

「そ、そう……」

　気け圧おされて適当に返事をする。興きよう味みのあることだと急に饒じよう舌ぜつになるタイプなのか。

「とにかく怪け我ががないならよかった。何をダウジングしてるのかは知んないけど、暗いからちゃんと前見て歩かないと危ないぞ」

「はい……あ、そうでした！　あのー、ついでなので一つだけ聞いてもいいですか？　切子のことなので、どうせ無む駄だ骨ぼねでダメダメでお時間を取らせて不快にさせるだけだと思うのですけど、もしよろしければ……」

　必要以上の自じ虐ぎやくっぷりに、なぜかこちらが悪いことをしている気分になる。ここで「ヤダ。それじゃ」と別れられるほど春はる亮あきの心は強くなかった。

「な、なに？」

「はぅ、ありがとうございます！　ええと、この四倍ダウジングで今まで人を探してたんですが、やっぱり人間力最底辺な切子ごときが使ってもたかが知れているわけで、つまり全然成果がなくてですね……ていうか元々切子が方向オンチでその人の居場所すら詳しく知らないのがダメダメすぎて迷って当然な感じなのですけど」

「ああ。宝探しじゃなくて、人探しだったのか」

「はいです。えとですね、友達の友達の友達さんに『そう言えば噂うわさを聞いたことがあるようなないような』という感じで教えてもらっただけなのですが、この辺あたりにスゴイ霊れい能のう者しやさんがいらっしゃるそうで……ご存じないですか？」

　ぴくり、と春亮の頰ほおが痙けい攣れんした。嫌いやな予感。素す晴ばらしく嫌な予感。

「霊能者なんてのは……知らないけど。一応聞いとくと、君。ひょっとして……呪のろいの道具とか、そんなカンジの問もん題だいを抱えてたりしますか……？」

　少女は一いつ瞬しゆんきょとんとした後、はわわわ、と大口を開けた。

「そ、その通りです！　まさか……あなたが！　切子ごときの心はなんでもお見通しなわけですかー!?　ひゃあ、すみません！　ノーガードな心ですみません！」

　ひとしきり自分の小さな肩を抱いて悶もだえていた少女だったが、やがてその気弱な涙目に真剣な色を乗せて春亮を見上げる。

「ご、ご相そう談だんしたいことが。助けてください！　払えるお金は少ないんですけど、とっても困ってて、もう切せつ子こごとき弱々人間にはどうしたらいいか……！」

「いや、金なんていらないけど!?」

「はぅっ。切子ごときのお金はいくらあっても無む駄だというわけですね。うう、では、身体からだで払うしか……？　困りますけど、もう他ほかに手が……うう、わかりました。でも、恥はずかしいので、できれば着たままで……！」

　などと謎なぞの自じ虐ぎやく思考に陥おちいった彼女は、ぷるぷる震ふるえる手でスカートを摘つまみ、なぜかこの場でそろそろと持ち上げ始める。混乱しているからアレなのか、元々こういう性格なのか。とにかく止やめさせなければ、と慌あわてて動こうとしたとき、

「……！　来い！」

「うわわ。な、なんすかーっ!?」

　なぜか唐とう突とつに息を吹き返した潰かい道どう先生に手を引っ張られた。少女が出てきた路ろ地じに引ひき摺ずり込まれ、カツアゲのように壁かべに押しつけられる。その目はいつも以上に険けわしく、即すなわち超怖こわい。

「まさかお前。今までもこのようなことを──」

「ご、誤解です！」

「真まことか。天てん地ち神しん明めいに誓うか」

　ぎらり、と至し近きんで何かが輝かがやく。首筋に押し当てられたスコップだった。
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「ち……誓います！」

　もはや何が何だかわからない。詰め寄りすぎている先生の吐と息いきが頰ほおに当たるわジャージの膨ふくらみが身体からだの間で潰つぶれているわスコップの鉄は冷たいわ。

（うう、なんかまた面めん倒どうなことになってきたぞ……！）

　泣きたい気分になりつつ、助けを求めて視し線せんを巡らせれば。

　あの少女は春はる亮あき達が路地にいるのにも気付かず、元いた場所で、

「……いない!?　切せつ子こ、やっぱり見捨てられましたですか!?」

　と、半泣きになって周囲をきょろきょろ見回していた。
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　なんにせよ話だけは聞いてみよう、と家に少女を連れて帰る。胡う乱ろんな瞳ひとみを向けるフィア達の前、穏おん天てき崎ざき切子と名乗った少女は言った。

「実は──おばけに狙ねらわれているのです！」

『……』

　一同はテーブルの上で視し線せんを交こう錯さくさせる。その視線の中には来客を悟って居間に戻ってきた黒くろ絵え達のものも含まれており、さらには自分には関係ないとばかりに教科書に齧かじりついていた白しら穂ほすらも怪け訝げんそうに顔を上げていた。それからフィアが代表して口を開き、

「むぅ……セツコとやら。私は人助けをせねばならん立場で、お前の頼みも聞いてやりたいところだが、残念ながら幽ゆう霊れい退治のスキルを持っている奴やつはここにはおらん。他ほかをあたれ」

「そ、そんなー！」

「まあ待て、なんかいろいろ端折はしよられてる気がするぞ。呪のろいの道具がどうこうって話だったろ？　そのおばけと呪いの道具って何か関係があるのか？」

「ああ。道具がおばけに変わった、という話なら理解できなくもないですね」

　このはが言うと、切子はその気弱そうな顔を傾けた。ミニサイズの肩をさらに縮ちぢめて、

「えっと……そういうわけでもなくて、ですね。今日きようの放ほう課か後ごの話なんですけど……」

　そうして切子は事情を順序立てて話し始めた。家に帰る最中、突然見知らぬ人──おばけみたいにおかしな人に襲おそわれた。「呪われた首無し人形を持っているはずだ。渡せ」と言われたという。だが切子にはそんなものに心当たりはなかった。それを訴えたが信じてはもらえず、必死に逃げて追いつかれては逃げて、その合間に助けてもらえそうな人を探して──

「それで、ここに辿たどり着いた、というわけでして……」

「呪われた人形じゃって。怖こわいねぇ」

「怖いよねぇ」

　うんうん、と真ま面じ目めな顔で頷うなずき合う黒絵とサヴェレンティ。切子と潰かい道どうを除く全員が、「冗じよう談だん……なのか？」というような半はん眼がんで二人ふたりを眺めていた。

　ややあって、気を取り直すようにフィアが軽く頭を振る。

「とにかく──そういうことなら少しは話もわかってきたぞ。その呪のろわれた首無し人形とやらを狙ねらう謎なぞの人物がいて、そいつに襲おそわれたから助けてほしい、というわけだな」

「はい……えっと、人形については他ほかの名前でも呼んでたんですけど……何だったかな。《哭なき噭さけぶ首無し人形》とか、だった、かも」

「当然と言えば当然だが、聞き覚えはないな……まあ名前自体はどうでもいい。本当に君に心当たりはないのか？」

「そうですね、それが一番大事です」

　錐きり霞かとこのはが言うと、切せつ子こはふみょんと眉まゆを寄せた。

「はぁ。それがまったく……」

「お家うちの人が持ってるということもないですか？」

「あ、それを最初に考えたんですよぅ。去年死んだおばあちゃんが骨こつ董とう品ひんとか好きだったから……でも今まで見たことないし、遺い品ひん整せい理りしたときにもそんなの絶対になかったんです。電話でお母かあさんとかに聞いてみても知らないって言うし」

　パターンとしては色いろ々いろ考えられる。そのおばあちゃんが昔は持っていて、既すでに誰だれかに渡していたとか、捨てたとか。勿もち論ろん、最初から持っていなかった、狙っている相手の勘かん違ちがいというのもないわけではない。

「少し話は逸それるかもしれないが、君の母親は狙われていたりはしないのか？」

「あ、はい、大丈夫みたいです。元々お母さんとかはおばあちゃんの骨董の趣しゆ味みとかあまり好きじゃなくて、向こうもそれを知ってるの、かも……切子はオカルトグッズ好きでちょっとだけおばあちゃんと趣味が被かぶってるので、だから多た分ぶん、切子がおばあちゃんから受け取ったって思い込んでるんじゃないかと」

「なるほど。ともあれ、ただの呪われた人形ならば、大人おとなしく相手に渡して帰ってもらうというのも手の一つではあるのだろうが……実物が存在しないのではどうしようもない。馬ば鹿かげた話だ」

「まったく、襲われ損だな。襲ってきたのはどんな奴やつだ。どこから来たとか言っていたか？」

「いえ……とにかくおばけみたいにヒラヒラ〜っとした感じで、人形を渡せ壊こわすのだ、とか繰くり返すだけで、どこの誰かも言わなくて……」

「むっ──有用な情報だ。壊す、と言えばあのクサレ組そ織しきに違いあるまい。騎き士し領りようか」

　フィアが嫌いやそうに顔を顰しかめて呟つぶやく。このはも肩を落として同意した。

「いきなり襲いかかってくる、なんていう乱らん暴ぼうっぷりもそれっぽいですしね……ふぅ。また忙しいことになりそうです」

「さ、さすがです。よくわかりませんが頼りになる感じ……で、切子はこれからいったいどうすれば……？」

　どうすれば、と言われても。春はる亮あき達は顔を見合わせ、切せつ子この今後について相そう談だんした。けれど相手の居場所がわからない以上、どうしても受けに回らざるを得ない──

「襲おそってきたら叩たたきのめす、ということにするしかあるまい」

「ですね。明日あしたからは交こう替たいで切子さんのガードをする、ということになりますか。さすがに日中、人ひと気けのあるところでは襲ってこないでしょうし、なんとかなるでしょう」

「アレならうちが見ちょってもいいよ。もしものときに逃がすくらいはうちでもできるじゃろうし、前にその騎き士し領りようとかいう人達が来たときにはうちは力になれんかったし」

「早くカタをつけようとするのならば、囮おとり作戦という手もある。勿もち論ろん、彼女の安全には最大限配はい慮りよしたうえでの話だが」

「な、なんだかすごいです……」

　話し合うフィア達を、切子はどこか感心したように見つめていた。勿論、細かいことは理解できていないのだろうが。

　でも全然理解してないにしては飲み込みが早いな、と春亮は軽く不ふ思し議ぎに思い、

「なあ。俺おれらに相そう談だんしてくれたのは全然よかったんだけど、警けい察さつとかには行かなかったのか？　ほら、普通はいきなり、呪のろわれた人形がー、とか言われてもわけわかんないと思うんだが」

　切子は一いつ瞬しゆんきょとんとしてから、微妙に身を縮ちぢめるようにして答えた。

「警察には行ってないです……言っても信じてくれないだろうし、多た分ぶんあのおばけには普通の人じゃ敵かなわないだろうなーっていう気がしたので。あと、その、どうしておばけが狙ねらってるのかはともかくとして、呪われた道具があるのは普通に知ってましたが……何かヘンですか？」

　最後の言葉は、軽く首を傾かしげての問い。

　切子は最初から呪われた道具の知ち識しきを持っていたのか、と春亮は僅わずかに驚おどろくが──それについて聞くよりも早く、あっ、と切子が頭を抱えた。

「はぅ、そうですよね、ヘンですね!?　これは切子がオカルト好きだから当たり前だと思ってたことであって、ホープダイヤとかツタンカーメンの指ゆび輪わとかバズビー・ストゥープ・チェアとか、普通の人は知らないことですよね!?　うう、やっぱり切子がヘンなのでした、すみません……」

「あ。なんだ、そういうことか」

　軽く納得する。別に、呪われすぎた道具が人化して云うん々ぬん、とかいうレベルの事情を知っていたわけではなく──あくまでもオカルトマニアとして、怪かい奇き系けいの本とかサイトとかで書かれている程度の知識があった、というだけの話のようだ。

「そういうこと、とは……あの、切子、何かおかしなことを言いましたか……？」

「い、いいや、全然」

　ともあれ、オカルト好きで知識があるからこそ、こんな異常な状況も案あん外がいあっさりと受け入れることができているのだろう。ひたすらパニックになるような一般人と比べれば、ある意味面めん倒どうがないのは確たしかだ。

　しかしいくら素そ地じがあるとはいえ、ここで一から十まで教えても切せつ子こを混乱させるばかりだろうと思った。呪のろわれた道具に関かかわる組そ織しきの存在やフィア達の正体について、そう簡かん単たんに受け入れられるとは思えない。とりあえずは《呪われた道具を狙ねらうおかしなヤツ》と《それに対抗できる霊れい能のう者しや的な一団》──つまりは自分達──がいる、というところだけ理解してもらえていれば充分だ。

「まあ、とにかく……警けい察さつじゃなくて俺おれ達を頼ってくれたのは正解だ。あんまり深刻にならないでも大丈夫だぞ。俺はあんまり頼りにならんけど、こいつらは頼りになるから」

　そこでふと思いつき、

「今夜はもう遅いし、よかったら泊まってかないか？　さすがに今から一人ひとりで夜道を帰らせるのは危険すぎるし。狙ってる奴やつがいるんなら余計にな」

　むっ、とフィア達が話を止やめて見つめてくる。文句はないようだが、なぜか一いち様ように不ふ機き嫌げんそうだ。ついでに言えば錐きり霞かは何かを言いたそうに口元をもごもごさせていた。結局何も言わなかったが。

「……ええと、でも……」

　一方、切子は驚おどろいたように目を開いてから、縮ちぢめた肩をもじもじと震ふるわせていた。慌あわててフォローする。

「あ。本当に、よかったら、だぞ。家の人が心配するとかだったら全然いいんだ。家まで送ったりとか、他ほかの手を考えるし。親とか厳きびしいのか？」

「はぅ。親はその、普通、という感じだと思いますですが……」

　しばらく切子は俯うつむいて何かを考えていた。しかしほどなくして顔を上げ、あの気弱な微笑を浮かべる。そして先刻以上にもじもじしながら、

「でも……ちゃんと連絡すれば大丈夫、な気がします。後で家に電話することにしますので、だから、その。もしご迷めい惑わくでなければ、よろしくお願ねがいします、ということにさせていただけると……」

　春はる亮あきは苦笑して、

「勿もち論ろん、迷惑なんかじゃねぇよ。こっちから言い出したんだしな。広いだけが取とり柄えの家だけど、自由にやってくれていいから」

「あ、ありがとうございます……というかすみません、切子ごときにこんな優やさしくしてくれるなんて……皆さん、とってもいい人です！」

「ごとき、とか言う必要はない。私はお前に親しみを持っているぞ」

　言いながら、フィアが切子ににじり寄った。真剣な目で、切子の身体からだを──特にそのぺったんこな胸部を凝ぎよう視しし、うむ！　と頷うなずいてから彼女の肩にばしりと手を置く。

「合格だ！　加盟を許可する！　クロエよ、異存はないな？」

「もちろん。新たな同盟仲間の誕たん生じよう、めでたいー」

「え？　え？」

　おたおたとフィア達の顔を眺める切せつ子こ。錐きり霞かが肩を竦すくめ、サヴェレンティはぱちぱちと拍手をし、白しら穂ほは我われ関かんせずと教科書との苦く闘とうを続ける。そして春はる亮あきはこっそりと目を動かし、この場にいる残り一人ひとりの様よう子すを確かく認にんした。

　潰かい道どうは依然として、切子の顔を無言で見つめているだけだった。

　何かを追つい憶おくするかのような瞳ひとみで。




　それからほどなくして、切子は携けい帯たいを持って居間を出た。先刻言った通り、家に連絡を入れるためだ。本当に大丈夫なのかな、という気分で春亮はその帰りを待つ。その間にしていたのは惰だ性せい気ぎ味みにシャーペンを動かすことだけだった。切子の問もん題だいがどうあれ、それで眼前に迫るテストという別の問題が消えてなくなるわけではない。

　しかし、そうやって彼女の帰りを待ち続けることしばらく──

　ぱらぱらと教科書を捲めくっていたフィアが、ふと時計とけいを見上げて言った。

「むぅ、まだセツコは帰ってこんのか。遅くはないか？」

「そういやそうだな……なんかモメて電話が長引いてんのかもしれん。少し様子見てくっか」

　監かん督とく役やくの潰道をちらりと見ながら立ち上がる。勉強の中断に文句を言われるかとも思ったが、無反応だった。

　居間を出ると、ぼそぼそとした小さな囁ささやき声ごえが廊下の奥から聞こえてきた。そちらに行ってみると、

「……だから、全然問題ないですってば！　うん……そうそう。それで──」

　携帯に向けて発せられる切子の声は、今までの会話で聞いていたように気弱なものではなかった。感じ取れるのは、気心の知れた相手への気安さと──気安く喋しやべれすぎて隠かくす必要もないのだろう、微かすかな苛いら立だち。親相手だから当然と言えば当然なのだが、これまでの自じ虐ぎやく的てきで弱々しかった彼女の様子とはあまりに対照的で、どこか違和感すら覚える。

「うん……あ。そ、その、ちょっと待って！」

　電話に相あい槌づちを打っていた切子がこちらに気付く。慌あわてて通話口を手で塞ふさぎ、携帯を耳から離はなした。

「悪い、邪じや魔ましたか？　長かったから、何か揉もめてるんじゃないかと思ってさ」

　軽く声を潜ひそめつつ言うと、切子は一いつ瞬しゆんで先刻までと同じ気弱な声に戻り、

「はぅ、それはどうもすみません……えと、その」

「なんだったら一言、家主として親おや御ごさんに挨あい拶さつしといたほうがいいかなとも思ったんだけど……いや待て、いくら家主でも俺おれみたいな男だったら余計に心配するか。もしアレだったら代わりにこのはとか呼んできても」

「い、いいえ、大丈夫です！　たった今許可が貰もらえたところですので！　……はぅ、お母かあさんと話されると『あの子は小学生になってもオネショしてましてねぇ』とか切せつ子このダメダメなプライベートが暴ばく露ろされるかもしれないのです……！　だから全然、春はる亮あきさん達のお手を煩わずらわせる必要はなくて、です！」

　それを自分で言っちゃったら意味ないだろ、と思わなくもなかったが、何にせよ切子は自分の親と話されるということが恥はずかしくてたまらないらしい。彼女はわたわたと再び携けい帯たいを耳に当て、

「それでは、そういうことなので！　よろしくです！」

　と電話を切った。ほっと胸を撫なで下ろす切子を見つつ、春亮は頭を搔かく。

「え〜と……まあ、許可が貰えたんならよかったけど。本当に大丈夫だったのか？　なんか親御さんとぶつかってるっぽい声だったような」

「はぅ……お恥ずかしいところを。その、突然のことだったので、軽く怒られたりなんかしちゃったりしまして、ですね」

　まあ確たしかに、年とし頃ごろの娘がいきなり外泊すると言っていい顔をする親はあまりいないだろう。心配して怒っても当然だ。

　しかしそこで切子は軽く頰ほおを緩ゆるめ、

「でもですね、許可が出たのはほんとうですよぅ……こんなこと初めてなので、怒りながら許してくれた、みたいなカンジで。迷めい惑わくかけるな、とかいろいろうるさかったのでちょっと切子も口答えしちゃってたんですけど……えへへ、とにかく許してくれてよかったです」

「そっか。まあ、提案した俺おれが言うのも変だけど、帰ったらちゃんと謝あやまっといたほうがいいぞ」

「はいです！」

　それから二人ふたりで踵きびすを返し、居間に帰り始める。

「つーかお前、親相手にも敬語使ってんのな」

「すみません、癖くせみたいなもので。おかしいです、か……？」

「いや、そういう奴やつもたまにいるよ、別におかしかない。個人的に、俺は親おや父じに敬語使うとか考えられないなーってちょっと思っただけ」

「はぁ……春亮さんのお父とうさんって、どんな方なんですか？」

「え？　えーっと、そうだな。く、クソ親父としか言いようが……？」

　などとどうでもいい話をしながら居間に辿たどり着き、ちゃんと宿泊許可が出たことを一同に説明する。長電話を心配していたフィアは切子の手をがっしり握って彼女を再さい歓かん迎げいしていた。

　とりあえず、それで今夜これからのことに問もん題だいはなくなった。明日あした以降の警けい護ごもまあなんとかなるだろうという話に落ち着いている。さあ、これでもう今夜は心おきなく○○できるぞ、という状況なのだが──その○○に入る言葉があまり楽しくないイベント一いつ択たくなのが最低だ。

　切せつ子この学校もテストは近いらしく、彼女を加えて勉強会が再開されることになる。彼女は同じ高校一年だと自己紹介したので、ある意味丁度いいと言えば丁度いいはずだった……鞄かばんから出した教科書を開いて固まっているところを見るに、立場としてはかなり白しら穂ほ寄りっぽいが。

　黒くろ絵えとサヴェレンティは、再開後しばらくはフィアや白穂の肩を揉もんだりしていたものの、今はまたどこかに引っ込んでいる。意味深に顔を見合せてから居間を出て行ったので、何かを企たくらんでいるような気がしないでもない。勉強の邪じや魔まになるようなことをしてこないよう祈るばかりだ。

　居間に聞こえるのは、錐きり霞かが白穂に根気よく指し導どうを続ける声。わからない漢字を横おう柄へいに聞くフィアの声、その言葉遣づかいなどを注意するこのはの声、それに頰ほおを膨ふくらませてこのはとやり合い始めるフィアの声──そんな中、ふと、切子がくすりと喉のどを鳴らした。

「どした？」

「いえ……なんだか楽しいおうちだなぁ、って思いまして……」

「楽しいっつーか騒さわがしいっつーか。ま、だいたいこんな感じだよ」

「あはは。でも切子、こうやって大人数で誰だれかのおうちに集まるってしたことなくて、さっき春はる亮あきさんには言いましたけど、誰かのおうちに泊まるのも初めてで……新しん鮮せん、です」

　彼女はぐりぐりとノートに無意味な黒丸を描かきながら、どこか寂さびしそうに微笑ほほえんでいた。フィアやこのはも言い争いを止やめ、彼女をなんとも言えない顔で見つめている。

　その表情の意味について切子に聞くのは憚はばかられた。だから春亮は代わりに、

「……新鮮なら、存分に楽しんでくれてオッケーだぞ。勉強会なんで楽しんでばかりでもダメだが。ま、こいつらとも自由に仲良くしてやってくれ」

　ペン先でフィア達の顔を指しながら、意い識しきして軽い口く調ちようで言う。

　切子は一いつ瞬しゆんだけきょとんとしていたが、すぐに頰を緩ゆるめて、

「はい。仲良く、したいです……」

　彼女の表情に連れん鎖さするように、フィアも笑えみを作った。任せておけ、というように頷うなずき、

「うむ。勿もち論ろん、同盟の仲間と仲良くするのは私も望むところだ。そうだ、セツコよ、英語とかなら私が教えてやれるぞ。存分に聞くがいい──それとも慣なれない家での勉強で疲れたか？　だったら小休止してもいいと思うが」

「えと、でも、みなさんがちゃんとしてるのに一人ひとりだけ休きゆう憩けいはちょっと……」

　そんなときだった。

　がらり、と縁えん側がわへ続く障しよう子じが唐とう突とつに開かれ──

「へいお待ち。ここで恒こう例れい・美女応援団の登場です」

　いつものフシギ発言と共ともに黒絵が現れた。ぼんやり眼まなこのまま、その小さな掌てのひらをばーんとフィア達に突つきつける。

「話は聞かせてもらったー。ここは一つうちにお任せあれ」

「お任せ……？　何をするつもりだ？」

「まあぶっちゃけここらで少し休きゆう憩けいしたらどうじゃろか、というただの提案なんじゃけど。適度に休憩取らんと集中力は続かんし……ええよね、先生？」

　腕組みをした潰かい道どうはその切れ長の目だけをちらりと動かし、一言で同意した。

「……一理ある」

「うむうむ。そこで！」

　黒くろ絵えはその場で無意味にくるくる回転し、突然の登場に啞あ然ぜんとしていた錐きり霞か達の注目も充分に集めてから、居間の反対側──廊下側の入り口をびしりと指さした。

「我わが心の友・サヴェちゃんが快適な休憩ライフを演出しようと頑がん張ばっちょります。登場〜」

「はいはーい！　みんな、お疲れ様！」

　勿もち論ろん、襖ふすまを開けて現れたのは黒絵以上に吞気のんきな笑え顔がおのメイドだ。手にはお盆ぼんを持っており、そこには白っぽい液体の入ったコップが何個も載のせられていた。

「えへへ、わざわざジュースの買い出しになんて行かなくてもよかったのにー。びっくりさせようと黙だまってたボクが悪いんだけど……ええとね、ボク、特製の疲労回復ドリンク持ってきたんだよ！　ヨーグルトとかハチミツとかいろいろ入ってるの！　これ飲んで頑がん張ばって！」

「……！」

　瞬しゆん間かん、潰道と切せつ子こを除く全員が同じ方ほう程てい式しきを頭に思い浮かべた。

　サヴェレンティ＋お盆＋慣なれない家＝いつもの。

　その方程式は誰だれもが認める論ろん理り的てき正当性を持っており、だから当然、

「──ひゃあああああああ!?」

　サヴェレンティが襖の桟さんに足の指を引っ掛けた。お盆がすぽーんと跳はね上げられ、そこに載せっていたコップが宙を舞まう。

　いくつかはサヴェレンティの足元に落ちた。しかしいくつかは春はる亮あき達がいるテーブルの上にまで飛んできた。このはが素早すばやく手を伸ばし、コップの一個を摑つかみ取る。フィアもテーブルの上にダイブするようにして両手で二個を受け止める。二人ふたりと同時に動いていたのは潰道で、

「ふっ！」

　鋭するどい呼こ気きを纏まとって鉄てつ色いろが奔はしる。遅れて舞う黒髪。膝ひざ立だちの彼女が突き出したスコップの上には、まるで曲芸のようにコップが載っていて──

　そして。

　彼女達のそんな努力を嘲あざ笑わらうかのように、

「はぅっ!?　ああ、やっぱり、切子ごときの運ならこれも当然なんですぅ──」

「……ありがとう、サヴェレンティ。気持ちは、嬉うれしいわ……とっっっても、ね……」

　最後まで誰だれにも受け止められなかった二個が切子と白しら穂ほを直ちよく撃げきし、その髪や顔や服を零こぼれたジュースでべとべとに濡ぬらしていた。




　片付けを終えた居間に、白しら穂ほ達の姿はない。白穂とサヴェレンティは二人ふたりして風ふ呂ろに入っていた。勿もち論ろんサヴェレンティまで風呂に入る必要はなく、白穂自身も難なん色しよくを示していたのだが──結局は「どうしても謝あやまりたいし背中くらい流させてお願ねがいー！」というサヴェレンティの涙目に負けたのだ。その懇こん願がんは同じ被害者の切せつ子こに対しても向けられていたものの、さすがに三人同時の風呂は窮きゆう屈くつすぎる。彼女自身が必死に「そこまでしていただくわけには！」と拒否したこともあり、切子には黒くろ絵えの部へ屋やにある風呂を使ってもらうことになった。

　そして現在、居間の状況はお風呂組抜きでの勉強会モードに戻っている。だが春はる亮あきは鋭えい敏びんにその場の異変を感じ取っていた。おかしい。この空気は、明らかにおかしい。

　ジュースを注ごうと手を伸ばせば、錐きり霞かがキッと鋭するどすぎる視し線せんを向けてくる。この問もん題だいどう解くんだったかなあ、と頭を搔かけば、フィアがクワッとルービックキューブを握にぎり締しめる。何気なく背伸びをすれば、「行かせん！」とばかりにこのはが腰を浮かせて殺さつ気きを放ち始める──春亮の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくは三人に完全監かん視しされていた。

　切子が来てからは勉強会開始時以上の地じ蔵ぞうモードだった潰かい道どうも、さすがにこの状況は監督役として黙だまってはいられなかったらしく、

「上うえ野の錐霞。お前達の様よう子すには落ち着きがない。集中しろ」

「お言葉ですが先生、集中はしています。これ以上なく。すみませんがこれは非常に重要なことなのです……！」

　妙な気迫の籠こもった口く調ちようで錐霞が言い、それにうんうんとフィア達が頷うなずいて追つい従じゆうする。

「……そうか。よくわからんが、そこまで言うのなら何か事情があるのだろう」

　と、先生。駄だ目めだ、この人は天然すぎて頼りにならない。

　そして針のむしろ気分を味わっているのは春亮だけではなく、遊び相手のサヴェレンティがいなくなったせいで手持ち無ぶ沙さ汰たに誰だれかの教科書を捲めくっている黒絵も同じだった。

「おほん。なんだか喉のどが渇いちょるなー。ちょっと台所に」

「喉が渇いたならこのジュースをどうぞ。さあ、グイッと」

「うう、このさんの悪あく魔ま……ハルを気にするのはわかるけど、なんでうちまで」

「白穂さん達はお客さんです。何か失礼があってはいけません……まぁ、とりあえず面おも白しろそうだという理由だけでお風呂に突入しそうな人とか、白穂さん達がうちのお風呂に入ってるなんていうこの滅多めつたにない機き会かいを逃のがすまいとしているふしだらなオトコノコなんてものが、まさか。ま・さ・か、この家にいるわけないんですけどねぇ……フフフフ！」

　ぎらーん、と眼鏡めがねの光が不気味な含み笑いと共ともに向けられる。春亮はびくりと肩を縮ちぢめた。なんという信頼のなさだ。

　まあいい、元から風呂を覗のぞくつもりなどない。白穂達が風呂から上がってくるまで大人おとなしくしていればいいのだ。そうすれば信頼回復も間違いなし──と春亮は気を取り直して勉強しようとしたが、黒くろ絵えはまだ諦あきらめきれないようだった。

「むー。サヴェちゃん達のほうも捨てきれんけど、せっちーのお風ふ呂ろも折せつ角かくの機き会かいなのになー。仲良くなるには裸の付き合いが一番、というのがうちの持じ論ろん」

「まだ言いますか。黒絵さんが行くと揉もんだりしかねないからダメです」

「心外じゃと抗こう議ぎしたいー。さすがに揉んだりはせんよ、触るだけ……ソフトに。しかし情じよう熱ねつ的てきに！」

「一いつ緒しよです！」

　そのときふとフィアが顔を上げた。そうか、と何かに気付いたかのように黒絵を見て、

「仲良くなるには……か。ふむ。あんな顔をこれから何度も見せられては調ちよう子しが狂う。いい機会なのかもしれんな……」

　などと呟つぶやく。それから急に立ち上がり、

「今気付いたが私もさっきのジュースでダメージを受けていたようだ。風呂に入らんとベタベタが取れん。なので入ってくる。ウシチチが住んでおった部へ屋やのウシチチエキスが染しみ出る風呂になど入る気はないから──クロエ、私も風呂を借りるぞ。ハレンチ小僧の監かん視しは頼んだ！」

　返事を待たず、フィアはどたばたと居間を走り出ていった。春はる亮あき達は顔を見合わせ──ひっそりと苦笑する。フィアがジュースの被害など受けていないのは、誰だれの目にも明らかだった。

「よし、ではうちもふぃっちーのお手伝てつだいをしに……」

「だから黒絵さんはダメですって。そもそも離はなれのお風呂に三人なんて物理的に無理ですよ、諦めてください」

「ひどい、差別じゃー」

　このはは黒絵の襟えり首くびをネコのように摑つかまえていた。錐きり霞かがそっと顔を近付けてきて、

「……わかってはいたが……いい子だな、フィアくんは」

「あいつも揉んだりしないとは限らないんだけどな。ま、黒絵よりはマシか」

　肩を竦すくめる春亮の耳に届くのは、庭先から聞こえてくるサンダルの音。

　フィアの気持ちはわかった。彼女は思い出したのだろう。大勢で集まるのは新しん鮮せんだ、と言っていた切せつ子この寂さびしそうな顔を。仲良くしたい、という言葉を。だから積せつ極きよく的てきに自分のほうから距きよ離りを縮ちぢめて仲良くなろうとしている。それはとてもいいことだと思えた。

（……頑がん張ばれよ、フィア。一歩目は任せた）

　ただ、同時に──

　その積極性を先生にも向けられればいいんだがな、と思わないでもなかったが。

　横目で潰かい道どうを見やる。

　フィアの言葉など聞こえていなかったかのように、彼女は黙だまって瞑めい目もくしているだけだった。







　第二章 「月夜に彼女は眠らない。けれど、」/ "The twofold rejection under the moon"







　　　　[image: ]

　離はなれの二階に向かい、黒くろ絵えの部へ屋やに入る。そこはワンルームの小ぢんまりとした居住空間で、春はる亮あきが言うには賃ちん貸たいマンションとほとんど同じ造りらしい。

　何度も訪れているので勝手はわかっている。フィアはそっとサンダルを脱いで部屋に上がり、流しの向かい側、トイレの横にあるドアをやはりそっと開けた。そこは狭い脱衣所兼洗面所だ。左手側にあるプラスチック戸越しに、シャワーの音と、浴よく槽そうに湯を溜ためるどぼどぼという水音──切せつ子こが勝手にやるはずはないから、黒絵が指示でも出したのだろう──が聞こえてくる。

「さて、と……」

　急がないと風ふ呂ろから上がってしまうかもしれない。ぽんぽんと服を脱いでいく。

（ふむ……そうだな、クロエにやられたことを参考にしてみるか）

　黒絵が帰ってきたときもいろいろあった。いきなり風呂に入ってこられたのも、今ではどこか懐なつかしささえ覚える出来事だ。勢いでここまで来てしまったものの、実のところ自分は裸の付き合いのやり方など知らない。それを実践しようというなら、ひとまずは黒絵の真ま似ねをしてみるしかないだろう──別にあの裸の付き合いがあったから自分と黒絵が仲良くなったとは思わないが（あれからもいろいろあったし）、なんというかまぁ悪くない気分ではあった。少なくとも同じ気分を切子にも味わわせてやることはできるはずだ。

　だから勿もち論ろん、突入は唐とう突とつに。

「……動くな！　淑しゆく乳にゆう同盟・抜き打ち検査官は湯けむりと共ともに現れるー！」

　がらりとプラスチックの戸を滑すべらせ、浴室の中に踏み込む。

　シャワーを浴びていた切子と目が合った。

　驚きよう愕がくで目を見開き、彼女は動きを止める。呼吸も止める。つまりは時間を止める。

　それはほんの数すう瞬しゆんのことだった。彼女が息を吸うのと同時に、浴室の時間は動き出し──

　そして。

　仲良くなろうという目もく論ろ見みとは正反対の反応が、返ってきた。




「あ……ひ……っ、ぃやああああっ！」




　フィアの姿を認にん識しきした切子が、悲鳴をあげて身を捩よじった。それだけではなく、壁かべのタオル掛けに掛かっていたバスタオルを捥もぎ取るようにして搔かき抱いだき、それで腹部を隠かくしながらぺたんとフィアに背を向けて座り込む──

　予想外のことに、フィアも動きを止めていた。ただ見ていた。

　切せつ子この背中にうっすらと残る──無数の、傷跡を。

「お……お前、それは……？」

　大きさも種類も様さま々ざまな古傷だ。近寄ってみなければわからないほどのものが大半だが──この至し近きん距きよ離りでは、見ようとしなくても目に入ってくる。震ふるえる肩に。こちらの視し線せんを遮さえぎろうとする背中に。ただ手足には目立つものがあまりなく、だから服を着ていた今まではわからなかったのだ。

　それから、ややあって──壁かべに向かって肩を揺ゆらしていた切子が、その身体からだの震えを伝でん播ぱさせたような小声で言う。

「ご……ごめんなさい、です……切子、切子は……」

「なぜ謝あやまる。落ち着いて話せ」

　途と切ぎれる声。フィアはその場から一歩も動かず、切子が言葉を続けるのを待つ。そう、今は彼女を落ち着かせることが第一だ。そして、ただ二人ふたり分の呼吸音を聞くだけの数十秒が流れ──思い出したように、ぽつりと彼女の声が蘇よみがえる。

「……痛くは、ないのです。昔の傷ですから。驚おどろかせたのなら、その、すみま──」

「それは見ればわかる。確たしかに驚きはしたが、それだけだ……で、その傷はどうしたのだ」

　切子は壁のほうを向いたまま、手にしていた大きなバスタオルを自分の身体に巻き始めた。肩口や首の根元のものを除いて、その傷跡のほとんどが見えなくなる。それでようやく落ち着いたか、はぅ、と切子は吐と息いきのようなものを漏もらした。多少は平静さを取り戻した声で、しかしやはり壁に向けて、

「切子は、ですね。その……昔。昔の話なんですけど……苛いじめられて、いたんです」

「苛め？」

「……はい。小学校、中学校の頃ころの、話です。切子はこんなですから……なんのとりえもなくて、ダメダメでヨワヨワな人間ですから、それが原因だったんでしょう。そんな、苛められて当然の切子ごときを助けてくれる人はいなくて……いろいろ、されました。口にしたくもないようなことを、いろいろ」

「──そうか。なら言わなくてよい」

　なぜか無む性しように腹が立ってきた。苛いら々いらとしてきた。許せない。ここにはいない誰だれかを許せない。

　言わなくてもいいと言ったのに、切子の言葉は止まらなかった。静かな声で──身体に残った膿うみを出し切ろうとしているかのように、続ける。

「子供でも、いろいろ知恵は働くんですよねぇ。目立つ手とか足とかにはあまり傷をつけなくて、目立たないところを狙ねらってやるんです。それで──実は、一番の傷跡がお腹なかにあって。一番大きな傷跡で、一番気持ち悪い傷跡で、一番痛かった傷跡で──だから。これだけは、見られたくなくて……その。さっき、大きな声を出して、ごめんなさい……」

　ああ、と今いま更さらながらにフィアは気付いた。サヴェレンティがお詫わびに背中を流すと言っていたのを、切せつ子こは必死に断っていた。押しの強いサヴェレンティに負けないほど、いつもの気弱な彼女にしては不自然なほど。その理由は、これだったのか。

「……謝あやまるのは、私だ。そんな事情があったとは知らなかった。突然入ってきて、すまん」

「え……あ、謝らなくてもいいですよぅ。これは切子が、切子のせいで──」

　彼女が久しぶりに振り返った。目め尻じりの下がった、既すでに見み慣なれた気弱そうな笑え顔がお。お団だん子ご頭が解かれた髪は濡ぬれており、僅わずかなウェーブを見せている。雨に濡れた子犬のようだ。

　だからフィアは考える。今からすべきことを考える。謝ってそれで終わりなのか。違う。これからすべきことは何だ。黒くろ絵えだったら、このはだったら、春はる亮あきだったら──どうするのか。

　答えはすぐに出た。

「よしわかった。今見たこと聞いたことはヒミツにするぞ……大丈夫だ、私は口が固い。さて、本ほん題だいに戻ろう。お前、髪はもう洗ったか？」

　笑うのだ。

　きっとこうする。春亮達なら、きっとこうする。

　その言葉はどうも切子にとっては想像の埒らち外がいだったらしく、彼女はうろたえたようにその目を何度も瞬しばたたかせた。返事がないので、催さい促そくのためにもう一度。

「髪は洗ったのか、と聞いておるのだぞ」

「へ……へ？　いえその、これから洗おうとしてたところ、で」

「おう、それなら丁度よい。これに座れ」

　狭い風ふ呂ろ場ばの隅すみにあった椅い子すを足で引っ張り出してから、フィアは切子の腕を強引に引いて彼女をその上に移動させる。まだ困こん惑わくしているのか、いとも簡かん単たんにバックが取れた。

　そう言えば髪を洗ってもらったことはあるが洗ってやるのは初めてだな、と思いながらシャンプーのポンプを押し、掌てのひらに出した液を軽く擦こすって泡立てていると、

「あ、あの、何を……」

「わからんのか。私がお前の髪を洗ってやるというのだ。大人おとなしくしておれ」

「い、いいですよぅー!?」

「遠えん慮りよするな。というか既すでに準備はできておるのだ、お前に拒否権はない。フフフ、優やさしく、気持ちよーく、してやるからな……？」

　両手をアワアワにして準備完了。けれどいざ頭に手を乗せようとしたところで切子が振り返ってきた。

「あの……い、いいんですか……？」

「何だ、嫌いやなのか。拒否権はないと言った手前、嫌と言っても止める気はないぞ」

「い、いえ、嫌じゃないんですけど……むしろ逆にフィアさんのほうが嫌じゃないのかな、とか……その。切せつ子こ、こんなですし、気持ち悪くないかなって──」

　まだ言うか。眉まゆを寄せつつ、フィアは強制的に切子の頭を摑つかんで前を向かせた。まずはその頭頂部をぐしぐし撫なでるようにしながら、

「気持ち悪くなどない。人間の傷など見み慣なれておる」

「でも……」

「ああ、タオルは別にそのままでよいぞ。見たところでどうということはないが、お前は見せたくないのだろ。お前がそうしたいのなら剝はぎ取ったりはせん……濡ぬらしても別に黒くろ絵えは怒らんような気がするし、身体からだを拭ふく用の代わりのものは後で洗面所を探せば見つかるだろう。身体を洗ってやれんのは残念だが、ま、それは次の機き会かいだ。今日きようは髪洗いを完かん璧ぺきにこなしてみせるぞ」

「……」

　切子の言葉が途と絶だえた。諦あきらめたということなのだろう。

　かつて黒絵がやっていた指の動きを思い出しながら、切子の髪を泡だらけにしていく。自分の髪を洗うのとは一味違う感触に、なんだか楽しくなってきた。これがあのときの黒絵の感覚なのか。そして逆に言えば、切子はあのときの自分の感覚を味わっているはずで──

「はぅ……こんなの、はじめて、ですぅ……」

　どこか夢ゆめ心地ごこちのような切子の声に、フィアは安あん堵どすると同時に苦笑を浮かべた。

　調ちよう子しに乗って、さらにリズミカルに指を動かす。さすがに黒絵と同レベルとはいかないが、毎日自分でやっていることだ。それなりに上う手まくできているだろう。

「どうだ、気持ちよいか？」

「はい、とっても……ああ、誰だれかに髪を洗ってもらうのって、こんなに気持ちいいものだったんですねぇ。こんなことしてくれる人、今まで誰もいなかったから……切子、修学旅行とかでもずっと一人ひとりでしたから……知りません、でした……」

　修学旅行。以前に春はる亮あきか誰かからちらりと聞いた覚えがある。それは確たしか、学校行事として催もよおされる、一学年が全員で行く旅行だ。とても楽しい──楽しいはずの──イベントだと、教えてもらった。なのに──

「一人、か」

「あ……でも、大丈夫です。慣れてました、し」

　フィアは一いつ瞬しゆんだけ目を閉じた。

「……慣れるものか。私もそうだったからわかる。一人は、辛つらいものだ」

　あの暗くら闇やみを想起する。うち捨てられた地下室。延々と続く孤独と静せい寂じやく。慣れることができていたなら、あんなにも苦しみは感じなかった。あんなにも寂さびしくはならなかった。あんなにも──人恋しくは、ならなかった。

　切子は何やら口ごもっている。気を遣わせたか。

「……流すぞ」

　シャワーを捻ひねり、さらに髪を手で梳すくようにしながら、泡を洗い流していく。当然ながら切せつ子この身体からだに巻かれたタオルが濡ぬれていくが、どうでもいいことだった。しいて言えば濡れたタオルがピッタリと身体に張りついているのだけが気になる。何やらひどくハレンチっぽい……もしこれを春はる亮あきが見ているのならば、どうでもよくないことこの上なしだ。

「はふぅ。ありがとうございました……どうしてこうなったのかはよくわかりませんが、とっても気持ちよくて……で、その、もう身体は洗ってますので……」

「うむ、後は湯ゆ船ぶねに浸つかるだけということだな。同感だ。折せつ角かくなのでそれも手伝てつだってやろう」

　有う無むを言わさず、フィアは椅い子すに座っていた切子の身体に背後から手を回し、その太ふと股ももを両手で抱えて持ち上げた。問答すればどうせまだるっこしいことになる、と予想できたからだ。

「ひ、ひゃー!?　あ、あの、いったいなにを、ていうか切子、今、空中Ｍ字開脚みたいな姿勢になってたりしませんかー!?」

「こら暴あばれるな、落ちるぞ」

　切子を背後から抱えたまま湯船の縁ふちを乗り越え、丁度いい塩あん梅ばいの湯量になっていた浴よく槽そうにどぷんと身を沈める。母屋おもやのものより一回り以上小さい湯船ではあるが、こんな具合に密着していればなんとか二人ふたりで湯に浸かることができた。切子の身体が完全に自分の上に載のっている形ではあるが、仕方ないだろう。

「わわ……こ、こんなの駄だ目めです！　狭いし、タオルをお湯に浸けるのは……」

「ちゃんと入れておるではないか。それに、もうタオルはずぶ濡れだ。浸けても変わらん」

「はぅ。そういうことではなくて、ですね……マナーなので。その、守らなかったら、怒られちゃいますよぅ……」

　馬ば鹿かなことを言う、と思った。

「ふん。マナーを守ってお前が嫌いやな思いをするというのならば、別にマナーなどうっちゃってしまっても構わんわい。春亮にクロエにウシチチ、誰だれが何を言ってこようが、お前が気にする必要はない。私が代わりに怒られてやる」

「あ……」

　ちゃぷん、と湯が揺ゆれた。狭い湯船の中、切子の柔らかな感触が伝わってくる。見えるのは濡れた後頭部だけ──そこから、ややあって、小さな声。

「どうして……そこまで、してくれるんですか……？」

「別に難むずかしく考えることはない。親しん睦ぼくを深めるためだ」

「はぅ……嬉うれしい、です。切子ごときにそんなことをしてくれて──それに、切子ごときのお願ねがいも聞いてくれて、助けてくれて……夢みたい、です」

　ごとき。

　繰くり返されるその言葉に、フィアは思う。
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　切せつ子こはずっと一人ひとりだったのだ。救われないのが当たり前だったのだ。だから、自分はそうされて当然の存在だという卑ひ下げに、慣なれてしまっている。

　それは、なんと寂さびしいことなのだろう。

「……助けてやるぞ。だから、安心しろ」

「はい……」

　そうだ。教えてやるのだ。救われなくて当然などということはないのだと。

　どんな敵が来ようが、絶対に──守ってやる。

　フィアはその思いを新たにしながら、心地ここち好よい湯の温度にほうと息を吐はいた。同時、ここですべきことがもう一つ残っていたのを思い出す。

「む。そう言えば抜き打ち検査の予定であったな。やっておこう」

「へ？　ひ、ひぇ、切子ごときのおっぱいなんて、検査するほどのものでもー!?」

　検査官の強権を発動し、その言葉を黙もく殺さつ。フィアは切子の脇わきからにゅっと手を伸ばし、濡ぬれたバスタオル越しにその胸を揉もんで揉んで揉みまくる。

　検査結果。

　微妙に負けていた。
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　トイレに行こうと春はる亮あきが居間を出ると、がらりと玄関の開く音が聞こえた。フィアと切せつ子こが離はなれから帰ってきたのだ。当然ながら二人ふたりとも湿った髪に火ほ照てった肌の湯上がり状態で、切子はこのはが提供したパジャマを着ている。ダブダブなのは言うまでもなく、いささか歩きにくそうだ──サイズ的にはフィアのもののほうがぴったりなのだが、フィアは寝ね間ま着きとして提供できるような服のストックを持っていなかったのだ。

　フィアはこちらの顔を見るなり眉まゆを吊つり上げ、

「ぬっ……貴様、こんなところで何をしておる！　目的はシラホ達の風ふ呂ろか、つまりノゾキか！　ノゾキだな!?」

「トイレだよ！　ったく……お前らは俺おれをなんだと思ってんだ。このはもいんちょーさんも、トイレに行くだけって言ってんのについて来ようとするし。俺には落ち着いて用を足す権利もないのか」

　半はん眼がんで言う。髪にタオルを巻いた切子は、フィアの横でくすくすと笑っていた。なんだろう……微妙に表情が明るくなったというか、安あん堵ど感かんが増しているというか。フィアの作戦が上う手まくいったということだろう。

　よくやったな、というニュアンスでフィアを見やる。フィアは「な、なにをニタニタ笑っておるのだ、気持ち悪い……」と失礼なことを言いつつ身を退ひいていた。

　と、そこで思い出す。フィアと切子の距きよ離りが縮ちぢまったのはいい。いいのだが、もう一つの問もん題だいは依然として残っている。いい機き会かいだし、ここで少し話しておくことにしよう。

「そうだ、フィア。ちょっと話があるんだが」

「あ、でしたら、切子は先に戻っておきますです」

「おう、悪いな……湯ゆ冷ざめしないように気をつけろよ。なんか必要なものがあったらこのはとかにでも遠えん慮りよなく言ってくれ」

「はぅ、ありがとうございます。それでは、お先に〜」

　ぺこりと頭を下げて、切子が居間に入る。その姿が見えなくなってから、フィアが腕組みでふんぞり返りつつ言った。

「で……話とはなんだ。まさか、私にノゾキを手伝てつだえというのか……!?　くっ、おせんべ十枚とかのような報ほう酬しゆうをチラつかせれば、さすがの私も断れないと踏んで……卑ひ怯きような！　二十枚なら考えてやらんでもない！」

「ええい、いい加減そっち方面の発想から離はなれろ！　話は先生のことだよ」

　言うと、フィアは軽く口を尖とがらせるようにしてぷいと視し線せんを逸そらした。

「あの女について話すことなど、私には、別にないぞ。今までの勉強会でわかったのは……やっぱり避けられておるのだな、ということだけだ。心当たりなどないからどうにもできんし──別に、どうにかしようという気もない」

　その通り、自分が避けられている理由についてどれだけ考えを巡めぐらせたところで、フィアに思い当たる節ふしなどあるはずもない。春はる亮あきは軽く溜ため息いきをついて、

「買い出し行く途と中ちゆうにな、ちょっとだけ話聞いたよ。内容までは詳しく聞いてないし、言ったところでお前がどうこうって話じゃ絶対ないんだが、一応言っとく」

「……よくわからんが、聞いてやる。言え」

「なんつーかな……先生、昔に呪のろわれた道具の事件に関かかわった、とか言ってたろ。それで──どうも、妹さんを亡くしたらしいんだ」

「あ……」

　フィアの瞳ひとみが揺ゆれる。そこには一いつ瞬しゆんで暗い色が生まれていた。やがて銀ぎん髪ぱつが揺れ、廊下の壁かべにゆっくりと背中を預ける。顔を俯うつむかせたまま、

「そう、か。だったら、わからないでも、ないな……嫌われても、憎まれても、当然だ……」

　ぽつり、と。

　耳を澄すませなければ聞き取れないほどの、小さな声。

　彼女が考えていることは春亮にも想像できた。自分は先生の妹の命を奪うばったモノの同どう類るいなのだと、だから先生に嫌われているのだと、そう思っているのだろう。

　やれやれ、と春亮は頰ほおを搔かいた。

「でもな。先生は、お前のこと──嫌いとも憎いとも言ってなかったぞ」

「……？」

「ただ、苦にが手てだ、ってさ」

　勝手に嫌われてるとか憎まれてるとか思い込んでも、いいことなんて一つもない。その思いが伝わったか、ふ、とフィアが頰を緩ゆるめた。けれど瞳はまだ寂さびしげなものを湛たたえていて、

「……苦手か。私も同じなのだろうな」

「ん？」

「今までもそうだった。あの居い心地ごこちの悪さは、私がセンセイのことを苦手に思っていたということなのだろう。別に嫌いではないが──何を考えているかわからないセンセイの前で、どんな態度を取ればいいのかわからなかったから。それは今も同じだ。きっと、居間に帰れば今まで以上の居心地の悪さを味わうだろう。わからないことがより増えたのだ。同類のせいで傷ついた人間に対して、私はどうすればいいのか、その人間の前にどんな顔でいたらいいのか……」

　それは春亮にもわからない。けれど、今大事なのは。

　春亮はそっと手を伸ばし、いつものように、フィアの銀ぎん髪ぱつをぐりぐりと撫なでてやる。

「お互いが苦手に思ってるのはわかったよ。で、ここで一つ聞いとく……いつもの質問だ。お前はどうしたいんだ？　先生ともっと仲良くなりたいって気持ちはあるんだろ？」

「む……」

「正直に言えって」

　口をへの字にして動きを止めたフィアの頭を、ぺしぺしと軽く叩たたいてやる。するとフィアは根負けしたかのように息を吐き、

「まぁ……な。別に、友達のようになりたいと思うわけではないが……少なくとも、みんなと同じように扱ってほしいとは……思わんでもない」

「そっか」

　フィアらしい、強がりに満ちた迂う遠えんな言葉。けれどそれが本心ということだけはわかる。

「だったら、もっと俺おれもいろいろ協力しなくちゃな……どうしよっかな……」

「私は……？」

「ん？」

　視し線せんを下ろすと、フィアはどこかもじもじとしながら、

「私は、どうすればいいのだ……？　い、一応、聞いておいてやる」

「そうだな──簡かん単たんだよ」

　視線を居間の入り口に向けた。そこに入っていった切せつ子この姿を思い出しつつ、

「やることは一いつ緒しよ。無理にとは言わんけど、機き会かいがあれば近付いて、距きよ離りを詰めてみればいいんじゃねぇの。あいつにやったのと同じ感じ。上う手まくいったんだろ？」

「……ん。まぁ、な。しかし具体的に何があったかはヒミツだぞ」

「女同士の話ってやつか？　そりゃいいけど……とにかく、あんまり難むずかしく考えることないだろ。俺もいろいろフォローしてやるから、ま、頑がん張ばれ」

　なおもリズミカルにフィアの頭を叩く。その行為に、むぅぅぅ、とフィアの眉まゆが寄ってきた。別に狙ねらってのことではなかったが、怒りでその瞳ひとみの暗あん鬱うつさが消えるなら安いものだ。

　気安く叩くな、と言わんばかりにフィアは春はる亮あきの手を乱らん暴ぼうに頭から押おし退のけ、

「わ、私の扱いに関しては、思わんでもない、というレベルだぞ。だから聞いてみただけというか、その、お前が気にすることでは全然ない！　それに今はセンセイと私のことよりも、セツコの護ご衛えいとかテストとかいろいろすべきことがあるではないか。変なことに気を回すな──というかトイレに行くのだろ、さっさと行け！　ちゃんと入るまで見届けてやる！」

「いや、見届けなくていいけどな!?」

　照てれ隠かくしのようにぐいぐいと背中を押された。とりあえずトイレに行く必要があるのは事実だったので、仕方なくそのまま廊下を歩き出す──と、そこで声が聞こえてきた。

「む？　風ふ呂ろ場ばからか……」

「脱衣所のドアが閉まりきってないんだろ」

「そうか。ならば閉めてやらねば──いや待て。お前はここで待て。命が惜しくば！」

「惜しいので待ちます」

　両手を挙あげて完全降伏。フィアは警けい戒かい感かん剝むき出だしにチラチラとこっちを振り返りながら脱衣所に近付いていく。さらに声は明めい確かくに聞こえるようになっていた。脱衣所のドアだけでなく、ひょっとしたら風ふ呂ろ場ばのガラス戸も閉まりきっていないのかもしれない。サヴェレンティの仕し業わざならば充分納なつ得とくだ。そして聞こえてきた声は──

「ほら白しら穂ほ、もうちょっと、開いて……入れるよ……？」

「うん。いいわよ……んっ……」

　そんな二人ふたりの声に、風呂場らしくちゃぷちゃぷという水音が混じる。

　春はる亮あきはその瞬しゆん間かんに硬直した。あのお二人様は、何を、やってらっしゃるのでしょう……？

　お風呂。つまりは裸。二人は恋人同士。サヴェレンティは男になれる。そんな情報が頭をぐるぐると駆かけ巡めぐり、その間も風呂場から漏もれる声は止まらない。

「っ、はぁっ……ね、ちょっと、待って、サヴェレンティ……」

「休きゆう憩けい？」

「ええ、休憩……そんなに一いつ生しよう懸けん命めいになって入れられたら、ちょっと苦しいわ」

「あは、ごめんね。こんなところでこんなことするの初めてだから、ボクもテンション上がっちゃって」

「もう、仕方のない子ね。でも、私もなんだか新しん鮮せんなのは確たしかよ──うん、じゃあ休憩終わり。ね、いいわよ、続けて……？」

「了解ー。お湯汚しちゃダメだから、気をつけてね」

「ふふ、大丈夫よ。零こぼすなんて勿もつ体たいないことしないわ。全部、ちょうだい……」

　ごくり、と春亮は唾つばを飲み込む。まずい。これはまずいだろう。

「ううむ、あいつらは風呂場で何をやっておるのだ……？　とりあえず中も閉めてやらねばならんようだな」

「ああ、ちょっと待てフィアっ！」

　手を伸ばすが届くはずもない。春亮の視し線せんの先で、フィアがすたすたと脱衣所の中に侵入した。その銀ぎん髪ぱつが見えなくなってすぐ、

「きゃあ！　の、覗のぞかないでよ！」

「声がダダ漏れなのを注意しにきてやったのだぞ。ちゃんと戸は閉めておけ。で、何をやっておったのだ？」

「こ、これは、その……」

　などという声。声のトーンが変わったからか、それとも春亮の脳のう味み噌そが許容量を超過したからか、その続きはよく聞こえなかった。

　ほどなくしてフィアが帰ってきた。脱衣所の扉とびらを後ろ手にぱたんと閉め、納得だ、というように腕組みをしてうんうん頷うなずいている。

「ふむ。あれはなかなか楽しそうだったな……」

「な、なにぃぃぃっ!?　み、見たのかお前、見てしまったのか!?」

「見たとも。何を焦あせっておるのだ？　今度、私もあれをやってみたいぞ」

「だ、駄だ目めだ駄目だ。不許可！」

　ぶんぶんと首を横に振りつつ言うと、フィアは眉まゆを吊つり上げ、

「なにぃ。どうしてダメなのだ！　ちゃんと零こぼさないように注意するし、風呂に入りながら冷たいジュースを飲むなんて、なにやらゼータクな感じがするではないか！　私もやってみたいぞ！」

「……はい？」

　見つめ合う。心を落ち着けてから、

「えっと。フィア、もう一度、風ふ呂ろ場ばで見たものをオネガイシマス」

「サヴェレンティがあの特製ジュースを持ち込んで、シラホには一切手を使わせず、甲か斐い甲が斐いしく口元に運んで飲ませておった。お詫わびだから、お姫ひめ様さまクラスのご奉仕をしなくちゃと思って、と言っておったな……おい春はる亮あき、どうしていきなり頭を抱える？」

「いや……すまん、今のは俺おれが悪かった。俺がいろいろアホだったよ……」

　フィアは無む垢くな小動物のように首を傾かしげ、きょとんとした顔で言った。

「？　よくわからんが、お前があほーなのは元からだ。自じ己こ嫌けん悪おすることはないぞ？」




　居間に戻る。潰かい道どうの事情を伝えはしたが、それだけでフィアがいきなり潰道に対してアクティブになれるわけもなかった。まだ勇気が出ないのだろう、チラチラと潰道を窺うかがい見る回数が増えただけだ。勿もち論ろん、潰道のほうの地じ蔵ぞうモードも変わらない。寂さびしくはあるが、焦あせっても仕方がない──とりあえずは春亮も教科書を開くしかなかった。

　そのうちに白しら穂ほ達が風呂から上がってきた。服を汚していないサヴェレンティはメイド服のまま、風呂で使ったコップを片付けるべく黒くろ絵えと共ともに台所へ向かう。

　一方、白穂はこのはから借りた服を着ていた。切せつ子このようなパジャマではなく、普通の部へ屋や着ぎだ。

「……何見てるのよ。殺すわよ、人間」

「い、いや。風呂上がりは髪型変えるんだなって」

「湿った髪がうざったいのよ。変態的な目で私を眺める人間と同程度にはね」

　ふん、と白穂は鼻を鳴らし、珍しくも縛しばった髪の毛を揺ゆらしてテーブルに戻った。時間を無む駄だにはできないという思いからか、その表情は真剣だ。湯上がりで僅わずかに赤みの浮かぶ頰ほお。普段ふだんの肌の白さを知っているから、余計に新しん鮮せんだった。そしてこのはから借りた服はやはり微妙にサイズ違いで、余った布のせいで開いた胸元が、ノートに向かう前傾姿勢のおかげでかなり危険なことに──

　じーっ。

　ふと周囲を見渡せば、そこには殺意を感じる半はん眼がん×３。

「うっ……さ、さあて、勉強勉強、っと──」

　その視し線せんから逃げるように顔をノートに落とし、シャーペンを動かす。また勉強会が静かに始まり、聞こえるのはほとんど錐きり霞かが白しら穂ほに指し導どうする小さな声だけになった。

　しかしその静かな時間が数分続いたとき、突然フィアがぐでーっとノートの上に崩くずれ落ちる。風ふ呂ろに入ったこともあり、集中力が底をついたらしい。

「うー……苦しい、苦しすぎる。いっそ今すぐにテストをやってこの苦しみから解放されたいぞ。そして終わったらぱーっと遊んでやるのだ……」

「それはみんなが思ってることだぞ。だから今頑がん張ばれ」

　答えてやりながら、春はる亮あきは無む駄だ話ばなしを注意してきそうな潰かい道どうを見やる。だが予想通りというかなんというか、彼女は一点を見つめたまま微動だにしていなかった。なのでフィアの言葉は止まらず、

「あ。そう言えば、こないだの体育祭で貰もらったチケットをまだ使っておらんではないか。すっかり忘れておったぞ……あれはどんなトコのチケットなのだ？」

「無駄話は止やめなさいって。まあ、お友達から軽く話は聞いてますけど……櫃ひつ藤とうグランドホテルの上にあるプール施設らしいですよ。なかなか高級っぽくて楽しかったとか」

「なに、プール！　それはいい感じだ、ぜひ遊びに行きたいぞ」

「お前泳げねぇだろ」

「だからこそ行くのだ！　この私のことだ、練習すればすぐにでも泳げるようになるに決まっておる！　テスト明けの憂うさ晴ばらしはそこでキマリだな！」

「あなたがいいんなら別にいいんですけどね。有効期限があったような気がしますし、行かないまま切れちゃったら勿もつ体たいないですし……ま、それも切せつ子こさんの問もん題だいが片付いてからでないと難むずかしいでしょうが」

　このはが言うと、切子が首を縮ちぢめ、

「はぅ、切子ごときがご迷めい惑わくをおかけしてすみません……」

「気にするな、相手が出て来さえすればすぐに片付くわい。そしたら事件解決祝いもコミだ。お前も一いつ緒しよにどうだ？　……あ。いや、勿もち論ろんお前がよければの話で、そうだ、キリカも少しアレだな。では、やはり別のところにするか……」

　そこでフィアは何かを思い出したような顔になって口ごもり、視し線せんをチラチラと二人ふたりに走らせる。春はる亮あきにも、フィアが錐霞を気にした理由はわかった。彼女はプールには行きにくいだろう。そう思っていたのだが──錐霞は顔を上げて軽く思し案あんした後、予想外な返答をした。

「……プールか。そう、だな。私は別に構わないぞ。なんとかなる、だろう。多た分ぶん」

　切子もしばらく何かを考えていたようだったが、やがて気弱な笑えみでこくこくと頷うなずく。

「ええと……切子ごときがご一緒してよろしければ、喜んで……！」

「むぅ。よいのか？」

「はい、大丈夫です。それにあそこのプール、切せつ子こも一度行ってみたいと思ってたんですよ。親の知り合いに旅行代理店みたいな人もいますので、ひょっとしたらチケットとかも手に入るかも……」

「そうか、それならよかった。ところで、お前のそのポーチには何が入っておるのだ？　やけに膨ふくらんでおるが」

　あ、これはですねー、と切子が一気に嬉うれしそうな表情になった。テーブルの横に置いておいたウェストポーチをまさぐり始める。いよいよ集中力が切れて脱だつ線せんしてきたが、やはり潰かい道どうは目を開けたまま眠っているかのように動かない。別の抑よく止し力りよくとして白しら穂ほが苛いら立だたしそうにちっと舌打ちをしたが、二人ふたりの耳には届かなかったようだった。

「切子、わりとオカルトグッズとか好きでして。特にあんまり他ほかの人が持っていないものに惹ひかれるんですよねー。これが折り畳み式四倍ダウジングロッドで、平へい成せいタロットカードで、これは携けい帯たい型・萌もえるヴィジャ盤ばん……」

「よ、よくわからんがスゴイな」

　テーブルの上に並べられていく奇怪な物品達。胡う乱ろんな目でそれを眺めていたフィアだったが、ある一つのものを見てその眉まゆが寄った。ツギハギだらけの肌にやたら凶悪そうな爪つめ、邪じや悪あくとしか形容できないほどにウツロな瞳ひとみをした……熊くま（らしきもの）のぬいぐるみ。

「ぬっ。お前、人形を持っておるではないか。もしや、敵が狙ねらっておるというのはこれでは……？」

「へっ？　あ、この《キュリーマー辺へん境きよう伯はくくん》は違うですよー。単に見た目が切子の琴きん線せんに触れる感じでアヤシかったので、最近クレーンゲームで取ったのです。そもそもばっちり首もありますしー」

　言いながらそのぬいぐるみの頭をぐりぐりする切子。微妙に顔が潰つぶれてさらに怖こわくなった。その熊の鳴き声を想像するなら「グキョグキョ……ケヒヒヒ！」とかそういう感じに違いない。

　それからフィアは切子の奇妙なタロットで占うらなってもらうことにしたようで、

「ええと、《オレオレ詐さ欺ぎ》の逆位置……これは『家族愛』『真実の言葉』『見えるもの』を意味しまして。で、これがどの方向性で現れるかと言いますと……ああっ、《地上デジタル放送》の正位置です!?」

「な、なにぃっ!?　それはいいのか悪いのか!?」

　春はる亮あきは溜ため息いきをつき、手を止めて居間の時計とけいを見上げた。もう夜も大分更ふけている。このはも一段落ついたように、うーんと背筋を伸ばしてその胸をたゆたゆ震ふるわせていた。

「こんなところか。あとはひっかけ問もん題だいに惑まどわされないようにすれば大丈夫だろう」

「ええ……わかった、ような、気がする、わ……」

　どうやら錐きり霞かも一通りの指し導どうを終えたらしい。ふぅぅ、と大きく嘆たん息そくする白穂の横で、ぱたんと教科書を閉じた。

「夜や知ち。集中力も切れてきたことだし、今日きようはこの辺あたりでお開きか」

「そうだなぁ……明日あした起きられなかったら何も意味ないし。こんなとこだろ。やるべきことは、まぁ、だいたいやったよ」

「……ところで、白しら穂ほくんはどうするんだ？」

「当然、帰るわよ。今から急げば終電に間に合うし、別にタクシーを使ってもいい。とにかくこの家にだけはサヴェレンティを泊まらせたくないわ……愚おろかな人間が何をしでかすか予想できないもの」

「オイ」

　人をケダモノみたいに言わないでほしい。のだが、なぜかフィアとこのはは「その通りだ！」とばかりに頷うなずいていた。そして泊まることになっている切せつ子こは微妙に身を退ひき、

「そ、そんなに危険な感じなのですか……？　切子、早まったかもしれないのです……！」

「本気にするなよ！　ていうかお前らも人を怖こわがらせるようなこと言うな！」

　そこで錐きり霞かがこほんと咳せき払ばらいした。

「しかし……初対面の相手、しかも異性がいる家に泊まるわけだ。切子くんが不安がるのもわからんでもない。そもそも今まで間違いが起こらなかったのは偶ぐう然ぜんで、今日初めて何か間違いが起こらないとも限らない……馬ば鹿かげていることだが、その不安を取とり除のぞけるなら取り除いておくべきだろう」

「いんちょーさんまで……！」

　春亮が呻うめくと、錐霞は腕を組んだまま明後日あさつての方向にぷいと視し線せんを逸そらした。何か苛いら々いらしているように、あるいは緊きん張ちようしているようにその腕の上で人さし指をとんとんと動かしつつ、

「だ、だから──たとえばの話だが。同じような立場の、普段ふだんはこの家に泊まらない人間がもう一人ひとり泊まったりするのも……いいのではないだろうか。そうすればその、初めての家に泊まる切子くんの不安も少しは解消されるはずだし、同じ部へ屋やで寝れば何者かが夜よ這ばいをかけてきたときの防波堤にもなる。え、ええと、一応言っておくが私は委員長であるからして、クラスメイトの間違いを防止するためならばその役目を果たすことに異存はなく、つまり──」

「上うえ野のの意見に同意する」

　そこで予想外の人間が口を開いた。今までのやりとりをじっと見守っていた、潰かい道どうが。

「男子生徒の家に他校の女子が泊まる。そうせねばならない事情があるのはわかるが、教師として捨て置けぬ。間違いが起こらぬよう、自分が同じ部屋に泊まらせてもらおう」

「な」

　絶句する錐霞に、潰道は不ふ思し議ぎそうな目を向けた。ただ単純に聞く。

「何か問もん題だいがあったか？　生徒よりは教師のほうがその役目にふさわしいと思うのだが」

「……いえ。確たしかに、その通り、です……」

　なぜか錐きり霞かはずーんと肩を落として沈痛な息を吐はいていた。よくわからないが、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを逃のがした、というような雰囲気だ。どうしたのだろう。

　ともあれ、

「では世話になる。食事も着替えも不要だ。何も気を遣つかう必要はない」

　などという真ま面じ目めくさった潰かい道どうの言葉に、春はる亮あき達は無言で顔を見合わせた。

　勉強会が終われば、この先生の緊きん張ちよう感かんからも解放されると思っていたが──

　どうやらそれは甘い考えだったようだ。
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　夢の中でも、頰ほおの傷が疼うずく。

（……刹せつ）

　妹の名前が浮かんできた。笑え顔がおが浮かんできた。いつも彼女が頭に着けていた、母親の形見である花飾りのヘアピンが浮かんできた。気弱な微笑みと、子犬のように垂れた目と、ごめんなさいとちょっとしたことでも謝る癖のことが浮かんできた。

　それが、この夢が萌ほう芽がした理由の半分なのだろう。近きん似じに傷が痛む。だから思い出す。

　そして理由のもう半分は、生徒の問いに違いなかった。過去に傷が痛む。だから思い出す。

　思い出したくないことを。

　断片が瞼まぶたの裏を奔はしった。鞄かばんの傷。いつしか一いつ緒しよに風ふ呂ろに入らなくなった。ちきちきという音。何度も消える上うわ履ばき。どうして気付いてやれなかった。ちきちきという音。弱かった。薄うす汚よごれたカッターナイフ。ちきちきという音。いつもの朝。行ってくるよと振り返ったそこに、ちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきちきと──

　残ったのは痛み。輝かがやいた刃やいばと、頰を撫なでた熱ねつ。

　残ったのは傷いたみ。狂気の支配下にあった妹の瞳ひとみに、直後の一いち刹せつ那なだけ取り戻されていた──奇跡のような、呪のろいのような、理性と理解の光。自身が姉を傷つけたのだということを絶望的に悟ってしまった、致ち命めい傷しようの如ごとき後悔。

　そして、残ったのは、悼いたみ。

　ビルの屋上から飛び降りた、赤黒い妹の身体からだを見下ろす自分の胸中──

　頰の傷が疼く。痛み、傷み、悼み。

　いたみが自分の弱さを訴えてくる。どうしようもなく弱かった自分の過あやまちを訴えてくる。

　自分が強ければ、救えていたのだろうか。

　何もかもから守ってやれるほどに、何もかもに気付いてやれるほどに。強ければ──

　ああ、だからだ。

　強く在ありたいと思う。

　手遅れなのはわかっているけれど、それがもしも、償つぐないになるのだとすれば。呪のろいというよくわからないものに翻ほん弄ろうされて命を失ってしまった妹への、贖しよく罪ざいの声になるのだとすれば。

　強くならないわけにはいかない。

　だから、もっと、もっと、もっと。

（強く……ならねば……）

　そう、強く。強く。今度こそ誰だれかを守れるように、強く、強く、強く強く──




　トイレに行きたくて目が覚めた。勉強会でいつも以上にジュースやらお茶ちややらを飲んだせいだろう。いつもより睡眠時間が短いからこそ、朝までぐっすり休んでおきたかったのだが……起きてしまったものは仕方ない。春はる亮あきは半分眠ったままでトイレに向かい、そしてやはり半分眠ったまま用を済ませる。そしてぱたんと後ろ手にトイレのドアを閉めたとき、ふと微かすかな異音が耳に届いてきた。

　こつん……という硬い音が、一度だけ。

「……？」

　なんとなく気になった。真まっ直すぐ部へ屋やには帰らず、客室のある縁えん側がわのほうに回ってみることにする。今の音はその辺あたりから聞こえてきたような気がしたのだ。

　足音を忍ばせて縁側を歩く。季節的にはもう冬なので、普段ふだんは開けっ放しにしている縁側のガラス戸も夜は閉めるようにしていた。庭と縁側とを隔へだてるガラス戸から射さし込む月光が、ひどく淡あわい色合いで足元を照らし出している。その天然の照明を頼りに、春亮が潰かい道どうと切せつ子こを案内した客室の前に辿たどり着くと──

（おうっ!?）

　そこには潰道がいた。部屋を守るガーディアンのように、目を閉じて障しよう子じの前に座り込んでいる。立てた片かた膝ひざに僅わずかに身を預け、もう一方の足はあぐらを搔かくように。そちらの足の上で膝ひざ枕まくらされているのは勿もち論ろん、片手で握られたままのスコップだ。おそらく、さっきの音は何かの拍ひよう子しにそのスコップが床ゆかに当たって生まれたものだろう。

（な、なんでこんなトコで寝てんだ……？　しかもなんて恰かつ好こうで……！）

　潰道はいつものジャージを着ていなかった。上半身は半はん袖そでの体たい操そう着ぎで、そして下半身は──下着だけ。すらりとした長い脚あしは、淡い月光の中でもその白さを失わない。どこか幻想的な、流れる黒髪と白い立て膝のコントラスト。

　見なかったことにして立ち去るべきか。「風か邪ぜ引きますよ」と一応注意しておくべきか。

　その二に択たくで揺れていたときだった。突とつ如じよ、潰道の瞳ひとみがクワッと開き、

「──夜よ這ばいか！　外げ道どう！」

「ひぃっ!?」

　そして一いつ瞬しゆん後には胸元を摑つかまれ、ガラス戸に後頭部を押し当てられている。無む論ろん、首筋にはぎらんと光るスコップのオマケつきだ。コンビニ帰りにされたことのリプレイと言えなくもなかったが──いろいろ差異はあった。体たい操そう服ふく一枚であることとか、ぐいぐい生足の太ふと股ももが触れてくることとか、殺さつ気きの籠こもった瞳ひとみとは裏うら腹はらに口元によだれが垂たれていることとか。いろいろ見ないことにしたほうがよさそうだ。

「ち、違います！　音がしたので、何かなと思って！　誓って言いますが、俺おれはそんな命知らずではありません……！」

「む」

　じろじろ、と微妙に寝ね惚ぼけ眼まなこっぽい潰かい道どうの目が春はる亮あきを上から下まで眺め回す。それが何度か繰くり返されると、ようやく春亮の首筋からスコップが離はなれた。

「……なるほど。服を着ている。夜よ這ばいではなさそうだ」

　判断材料そこなんですか!?　と激はげしくツッコミたくなるが、あえて藪やぶをつつくこともない。春亮は努めて潰道の姿（特に下半身）を視界に入れないようにしながら、

「ていうか、なんで部へ屋やの外で……」

「寝ずの番だ。だが寝ない人間が一いつ緒しよの部屋にいれば眠ろうとする人間の邪じや魔まになる。寝入ったとしても何かの拍子に起こすやもしれん。ならば外にいるべきだ」

「寝ずの番って……寝てました、よね……？」

「いや。目を閉じていただけだ」

　子供のような言いい訳わけをする潰道先生。駄だ目めだ、よだれのことを指摘したくてたまらない。まあ指摘したところで「……汗だ」とか言ってぐしぐし拭ぬぐうだけなのだろうが。

「お前のことを信じていないわけではない。しかし守る役目を選えらんだ以上、自分は守る。そのためならば、一晩を部屋の外で過ごすなど造ぞう作さもないことだ」

　潰道は真剣だ。それだけは確たしかだった。

　春亮にもわかる。たとえ今は転うたた寝ねをしていたのだとしても、今まではずっと起きていたのだろう。その真剣さで、あるかどうかもわからない夜這いを、あるいは他ほかの脅きよう威いを、全ぜん身しん全ぜん霊れいで注意し続けていたのだろう。

　今日きよう会ったばかりの、自分の生徒でもない一人ひとりの少女のために。

　いくら彼女が気き真ま面じ目めだといっても、そんなことはあるのだろうか。ここまで真剣になれるものなのだろうか。そう、ひょっとしたら──

「何か、理由があるんですか」

「……何のことだ」

「先生が、そんなふうに真剣に、切せつ子こを守るって言ってることに」

　気配けはいが変わった。潰道が視し線せんを逸そらした。淡あわい、淡い、月光の源に。

　その彼女の瞳は、どこか切子を見つめていたときと同じものを湛たたえているように思えた。

　追つい憶おく。かつてあったものを。今はもうないものを。

　根拠はなく、ただの勘かんだった。踏み込んでいいものかどうかもわからなかった。それでも──吐と息いきと無言しか返ってこないのなら、自分が問うしかない。

「……先生の妹さんに、何か関係がありますか」

　それには返答があった。月に向けての言葉を返答と言うなら。

「何な故ぜ聞く。好奇心か」

「違います。俺おれは、ただ……」

　ただ、何なのか。好奇心からでないということだけははっきりしている。フィア達のことを避ける理由を知りたいためか。苦にが手てと言った理由を知りたいためか。それにどう対処すればいいか知りたいためか。みんなと距きよ離りを縮ちぢめてもらいたいためか。どれも正しく、しかしそんな理由だけではないような気もする。

「ただ、何か……先生が、無理してるっていうか、焦あせってるように見えちゃって。それで、何か力になれたらなって……思ってるだけです」

「力になる、か」

　潰かい道どうの頰ほおが小さく緩ゆるむのが見える。

　誰だれに対して、何に対して笑ったのかは、わからなかった。

　そして続けられた言葉は、

「では逆に聞こう、夜や知ち春はる亮あき。お前に何ができる？　七つ年下で、気が弱くて、力なく微笑ほほえんで、小こ遣づかいを溜ためて姉の誕たん生じよう日びにスコップを贈おくるような優やさしさがあって、苛いじめられていて、この弱かった姉に救きゆう難なん信号を発することもできなくて、何のためにどんな理由でどんな手段で手に入れたのか未いまだわからない呪のろわれたカッターナイフで狂ってこの自分を傷つけてそして姉を傷つけたことに絶望して自みずから命を絶たった潰道刹せつのことを知って──どう力になろうというのだ？」

「っ……！」

　最後まで、声は平へい坦たんだった。ひどく静かだった。だがその言葉の内側から染しみ出てくるのは、聞くものを打ちよう擲ちやくするような重みと──それが向けられる対象すらわからないほど茫ぼう漠ばくとした、しかしその存在だけは確たしかな呪じゆ詛そ。

　気付けば、潰道の視し線せんがこちらを射い抜ぬいていた。そこに笑えみはない。

　ぞくりとするような、冷たい瞳ひとみだけがあった。

「お前が何を望むかはわかっている。何故こちらの過去に踏み込み、こちらのことを知ろうとしているのかも理解している。だがどうにもならん。苦にが手てだと思っているのは先刻言った通りだが、何故苦手に思っているのかは自分でもわからない。理由がわからないものをどうにかすることはできないだろう。自分にも、お前にも」

　喉のどが渇く。しかし春亮は反射的に口を開いていた。

「……理由がわかんなくて、なんとなく苦手ってんなら……思い切って近付いてみるのも手じゃないですか。近付いてみたら案あん外がいそうでもなかった、っていうこともあるでしょう」

「逆に、さらに苦にが手てになる、ということもある」

　間を開けず、潰かい道どうは無感情な声でひっそりと反はん論ろんを返した。

　それから、微かすかな吐と息いき。

「そもそも……自分には、その問もん題だいを率先して解決しようとする意志がない。自分にとって大事なことは一つしかなく、それ以外は全すべて些さ事じに等しい」

「……大事なこと、って？」

　聞き返すと、潰道の髪が前後に流れた。首しゆ肯こう。その髪を押さえるためか、あるいは他ほかの意味があってか、彼女はそっと自分の髪かみ留どめに手を遣やり──

「強くなることだ。かつて自分の弱さのせいで守れなかったものを、もう二度と喪うしなわないようにするために」

　それはもう、認めてしまったようなものだった。この会話を始めるきっかけとなった、一つの問いの答え。

　切せつ子こに、妹の面おも影かげを見ていることを。だから真しん摯しに守ろうとしているのだということを。

　潰道にとって、それは試し験けんのようなものなのかもしれない。妹を失ってからずっと、彼女は強く在あろうとしてきたのだろう。そして事実、強く在ってきたに違いない。その自分の在り様ようを、その方向性の正しさを、現実に証明するために訪れた──試験。

「だから──お前には悪いが、自分はお前の願ねがいを受けてどうこうする気にはなれない。それが自分を強くする糧かてになるとは思えないからだ。何かをする気はないし、何かを言う気もない……いや、一つだけ。生徒に何かを求められた教師として言うべきことではないが、さすがに今は就しゆう業ぎよう時間外だ。ただの潰道忌いみとして言わせてもらえるのならば言っておきたい」

「何、ですか……？」

　ごくりと唾つばを飲み込んで、問う。

　返答は早かった。視し線せんが逸そらされることはなく、冷たい瞳ひとみに温ぬくもりが宿ることもなく──

　ただ一言。

「──くだらないことで邪魔をするな。それだけだ」

　それは、明めい確かくな拒絶。

　彼女の価か値ち観かんにおいて、フィア達と仲良くするということは、そのために何かの努力をするということは、選せん択たく肢しの一つにも入らない──無む駄だな、行為だと。

　切って、捨てられた。

　もはや言葉を発することはできず、ただ見つめ合う。時間は止まり、けれど止まったままではいられない。ややあって、月明かりが微かに揺ゆらいだ。肌寒い空気が静かに流れた。そして、




「おしっこです……」




　すー、と障しよう子じを開いて切せつ子こが部へ屋やから現れ、一気に緊きん張ちよう感かんが吹ふき飛んだ。へなへなとその場に崩くずれ落ちてしまいそうになる。

　瞼まぶたを八割閉じたまま、切子はのたのたふらふらと歩く。サイズが合っていないためか、パジャマのズボンが腰の辺あたりで斜めにずり下がっており、かなり危険な姿だ。

「こ、こら、前見て歩かないと危な……って、うわ！」

　注意の甲か斐いなくぶつかってきた。倒れそうになったので、反射的にその身体からだに腕を回して支えてやる。だが足に力が入らないのだろう、そのまま切子はとてんと縁えん側がわ廊下に座り込んだ。その衝しよう撃げきで目が覚めたのか、彼女はぱちぱちと瞬まばたきをして──

　そして一気に頰ほおを染そめた。至し近きん距きよ離り。身体に回された腕。ずり下がったズボン。それらの情報が寝起きの脳で結ばれて出る答えは、

「や、やっぱり……代金はいただくぜ、な感じなわけですね……？　こんな、切子ごときの、貧弱で貧相でペタンコな身体でいいのならば──仕方ないです。切子はそんな、身も心も搾さく取しゆされて当然のヨワヨワ人間なのですし……寝る前につい《スーパーロボット大たい占せん》のサイトを見ちゃったときからこんな予感はしてました。今日きようの切子の運命ワードは《パイルダーオン》。はぅぅ、どう考えても暗示されてたのは合体ですぅ……！」

「違う！　なんつーか違う、よく見ろここは廊下！」

「……やはり夜よ這ばいか！」

「こいつからぶつかってきたの見たでしょ先生!?　なんでいきなりその可能性が復活してるんですか！」

　言い返した瞬しゆん間かん、ずばーん！　と家のどこかで障子が開く音がした。そう、今は深夜だ。こんな騒さわぎに他ほかの住人が気付かないはずがない。

　まず姿を現したのはこのはだった。刃やいばの眼光を眼鏡めがねの下に光らせ、すたすたと縁側を歩いてくる。数瞬遅れてフィアもその隣となりの部へ屋やから飛び出し、このはと肩を並べるようにして、のっしのっしと近付いてくる。

　死。

　脳のう裏りに浮かぶのはその一ひと文も字じ。言いい訳わけをせねばいや逃げるのが先かもしれない誰だれか助けは──と首を回し、黒くろ絵えまでもが離はなれの窓から飛び降りてくるのを視界の端はしに捉とらえたとき、春はる亮あきは自分の思い違いを悟った。

　じろりと横目で春亮を一ひと睨にらみしてから、このはがその横を通り過ぎる。フィアもごく自然な仕し草ぐさで春亮の足をむんぎゅと踏みつけつつ、やはり横を通り過ぎる。そして二人ふたりは同時に縁側のガラス戸を開け放った。そう、フィア達が飛び出してきたのは、春亮に折せつ檻かんをするためではなく──

「来おったぞ。どうして場所がわかったのかは知らんが」

「尾行でもしてたんでしょう。そして皆が寝静まるのを待っていた、と。ご苦労なことです」

　フィアとこのはが、その鋭するどい眼光とは裏うら腹はらな軽さで呟つぶやく。それを聞いた潰かい道どうも「っ……！」と唸うなるような音を喉のどから発してばっと身を回した。

　彼女達の視し線せんの先にあるのは、一人ひとりの侵入者の姿。

　塀へいの上に立っているその人ひと影かげを見て、切せつ子こがぽつりと呟くのが聞こえた。

「あ。おばけ」
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　勿もち論ろん、それは幽ゆう霊れいなどではなかった。実体を持った脅きよう威いだ。

　大きなマントを肩から羽は織おっている。その下にある上半身は──なんとも表現しにくいが、布を着ていた。女性であることがわかる膨ふくらみに、ぐるぐると適当に巻きつけられた布。さらしと言ってしまえばそうなのかもしれないが、ヤンキー漫まん画がで見るようにきちっとはしておらず、余った布の端はしがひらひらと無む造ぞう作さに靡なびいていた。布は何枚か使われているものの、隠かくしているのは臍へその上あたりまでだ。下半身には際きわどいショートパンツが見え隠れしていた──足先から太ふと股ももまではロングブーツで覆おおわれており、春はる亮あきとしては、あれならいっそズボンを穿はくべきなのではないかと思う。

　服はともかく、最も気になるのはその顔だった。そこを見れば、切子が「おばけ」と評した理由もわからなくはない。適当に切られたざんばら髪の下にあるのは、額から口元までを覆う四角い一枚布。あれではどうあっても前が見えないような気がするのだが。

「春亮くん達は外に出ないように。黒くろ絵えさん、ここの守りをお願ねがいします」

「了解。このさん、ふぃっちー、気をつけて」

　黒絵が縁えん側がわのすぐ外まで近付いてくる。代わりにフィアとこのはが庭に下りた。塀の上に立つ人影との間合いをゆっくりと詰めながら、

「お前が切子を狙ねらっておるという奴やつだな！　降りてこい！」

「……」

　マントと服、そして顔がん面めんの布を翻ひるがえして降りてくる。ちらりとその布の下に覗のぞいた口元を見ると、どうやらのっぺらぼうでもないらしい。

　徒と手しゆ空くう拳けんだが、フィア達は油ゆ断だんしなかった。軽く身構えつつ、さらに問う。

「騎き士し領りようの人間か？　名を名乗れ」

「……そうだ。オレは蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎士領の騎士。フォーティーン・クーンズベリ」

　ぼそりと返事がある。どこか中性的な声だった。胸の膨らみや太股の滑なめらかさが見えていなければ、一いち人にん称しようのせいもあって男女の区別がつかないかもしれない。

　フォーティーンと名乗った敵は小さく頭を動かした。その動きから察するに、この縁側に視線を向けたようだ──あの顔の布があっても前は問もん題だいなく見えるのか。
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「……《哭なき噭さけぶ首無し人形》を渡せ」

　春はる亮あきは切せつ子こを背中に庇かばっていた。なので頭の後ろから、

「な、何度も言ってますけども、切子ごときの言うことが信じられないのもわかりますけども、そんな人形知らないんです！　知ってたら渡してますし、その、そうだ、教えてください！　それってどんなものなんですか？　心当たりがあったらすぐにでも言いますから──」

「……渡せ、の一言で片付く話だ。隠かくし続けるならば、いかなる手を用いても聞き出す」

　切子の声を遮さえぎるように言い、フォーティーンが一歩を踏み出す。無む論ろん、フィアとこのはがそこに立たち塞ふさがった。

「はっ、とても話は通じんようだな。信じておれば怪け我がせず帰れるものを！」

「話が通じないのが騎き士し領りようのデフォルトじゃないんですかね？　あのサド好きな人ともちゃんと話ができた記き憶おくなんてありませんが」

「箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ。村むら正まさ。お前達の破は壊かいは今回の指令ではない。邪じや魔まをしなければ見み逃のがす」

　フィアは一いつ瞬しゆんだけ目を閉じた。何かを思い出すように。思い出した何かを、再び胸中に刻み込むように。そして瞼まぶたを持ち上げるのと同時、フィアは不敵な笑えみを浮かべて言った。

「そういうわけにもいかん。切子は私達を頼ってきてくれたのだ。だから私のほうこそ言おう──大人おとなしく帰るのなら見逃してやるぞ、騎士領！」

「……理解できない論ろん理りだ、の一言で片付けよう……」

　髪の先端を弄いじるように、彼女は顔の布を指先で撫なでただけだった。呆あきれの動作だったのかもしれない。その歩みは止まらず、フィア達との間合いが徐々に縮ちぢまっていく。頼むぞ、と春はる亮あきが唾つばを飲み込んだとき、寝ね間ま着きの背中を切せつ子こが引っ張ってきた。

「だ、大丈夫なんですかっ？　あのおばけはおばけで、切子は逃げるのに必死でよく覚えてないんですけど、とにかくなんだかいろいろおかしなことをしてきて──！」

「お、おおう。そうか、そうだったな。大丈夫だって。なんつーか……そう、さっきも言った気がするけど、俺おれよりもあいつらのほうがスゴイ霊れい能のう者しやなんだ！　で、あいつらも負けず劣らずおかしなことをすると思うけど……それ全すべて門外不出の霊能力秘技。ヒミツにしといてくれると助かる」

　そう言えば、切子にはまだフィア達の正体などの細かい事情を教えていなかったのだ。いずれ教える機き会かいもあるのかもしれないが、とりあえず今は「霊能者ＶＳおばけみたいな奴やつ」の構図で納なつ得とくしておいてもらいたい。黒くろ絵えもそのぼんやり眼まなこをちらりと動かしてきて、

「そーそー。そして実はうちも霊能者だったりする。我わが守しゆ護ご霊れい・ツヤヤカクロカミノミコト様さまの力でここの守備は完かん璧ぺき。安心しちょっていいけど、守護霊様のお怒りを買わないためにも秘密でよろしく」

「よ、よくわかりませんがとにかく凄すごそうな名前の守護霊様……！　わかりました、口が裂けても誰だれにも言いません！」

「助かる。とにかく──なんだかんだ言って結構強いからな、あいつら。心配はいらねえよ」

　しかし、本ほん音ねを言えば多少の不安はあった。二対一であっても、そう簡かん単たんに勝てるとは限らない……あのピーヴィーの狂気と執しゆう念ねんが、眼前の敵にも同じように宿っているのだとすれば。

　そうしてフィア達に顔を戻そうとしたとき、春亮はふと、隣となりの潰かい道どうが自分を見ていたことに気付いた。しかし一いつ瞬しゆん後にはもう、その視し線せんは庭へと逃がされている。

　その視線の意味は何だったのか。少し考えただけで、春亮にはわかった。

　きっと、意味などない。ただ聞こえてきた単語に反応して、反射的に目を向けてしまっただけなのだろう。

　そう──強い、という単語に。

「……」

　もはや春亮には一いち瞥べつもくれることなく、潰道は庭の敵だけを見つめて唇を引き結んでいる。無言の中、その手に握られたスコップの柄えがぎしりと軋きしんだ。

　あるいは、それが彼女の言葉だったのかもしれない。




「……《geist》……」

　このはの眼前で、フォーティーンが静かな呟つぶやきと共ともに腕を軽く持ち上げる。瞬間、その右手の周囲で青白い光が瞬またたいた。一いつ瞬しゆんしか存在を許されない、電気のスパークに似た煌きらめきの残ざん滓し。その刹せつ那なの光こう輝きが消えたとき、フォーティーンの手中には長い棒が奇術のように現れていた。

　いや、それは棒というよりは角材だ。丁度片手で握れるほどの大きさをした、ただの四角い木材。その両端はぎざぎざの断面を晒さらしているだけで、より一いつ層そうその得え物ものの適当さと陳ちん腐ぷさをアピールしている。

（っ。あんなの、どこから……!?）

　打ちかかってきた。反射的に、刃やいばの斬きれ味あじを乗せた手しゆ刀とうを振るって迎げい撃げきする。鈍にぶい音を立てて双方が弾はじかれ、このはは僅わずかな驚おどろきと共に体勢を立て直した。切断できない手て応ごたえではない──が、この手刀と一度でも打ち合えたというのは異常にすぎる。ただの角材ではあるまい。

　そう考えている間にも、動きにくそうなマントを翻ひるがえしながらフォーティーンが追撃してくる。なかなかいい太た刀ち筋すじだ……この角材アタックをそう評するのは、太刀に対する冒ぼう瀆とくのような気がしないでもないが。

　身を捻ひねりつつ回かい避ひ。逆ぎやく袈げ裟さに浮き上がってくる角材を手刀で受け流す。軽いとしか思えない攻撃速度にも拘かかわらず、その衝しよう撃げきからは重厚な破は壊かい力りよくを感じた。岩やコンクリートすらも砕くだきかねない。

　さらにフォーティーンは踏み込みつつ、大上段にその得物を振り下ろしてきた。しかしそれは読んでいる。頭の上で両手をクロスさせるようにして受け止め、このまま鋏はさみのように切断できるだろうか、と腕に力を込めたとき、

「なんという恰かつ好こう悪い戦いだ。特にお前は褒ほめてやりたいぞ、実にやられ役の敵っぽいチンケな武器、お似合いすぎる！　ということで──十一番機構・裂式波山態《鮫の歯"the teeth"》、禍動curse/calling！」

　フィアがルービックキューブを巨大で肉厚な鋸のこぎりに再さい構こう築ちくした。凶悪に生はえ揃そろった無数の歯と鋼こう鉄てつの質量は、今は本来の鋸のように引いて切る動きなど必要としない。横手から走り込んだフィアは軽く跳ちよう躍やくし、このはが受け止めていたフォーティーンの角材に向けてその歯を垂直に振り下ろす。

　刹那、叩たたきつけられるような衝撃が両腕に伝わり──そしてふっと腕が軽くなった。

「うむ。ウシチチ、貴様らしい地味な土台役ごくろう」

「ああもう、美お味いしいとこだけあっさりと……！　わたし一人ひとりでも壊こわせてた感じだったのに」

　視界に映るのは、無言で間合いを広げるフォーティーンの姿。手にしていた角材は、その半ばほどで完かん膚ぷなきまでに切断されていた。

「さて、フォーティーンとやら。諦あきらめる気になったか」

「まさか、の一言で片付けざるを得ない……」

「ぬっ!?」

　ふふんと胸を張っていたフィアが眉まゆを寄せる。このはも瞳ひとみを鋭するどくしてそれを見やった。

　フォーティーンが折れた角材をぽいと足元に落とす。次に、彼女の手の辺あたりで先刻の再現のように青白い光が弾はじけ──一いつ瞬しゆんの後には、再びそこに同じような角材が握られていた。

「ちっ、どういう手品だ。また出たぞ」

「ただの角材ではないのは確たしかですけどね。そうでないなら触った瞬間、薪たきぎにしてますよ」

「呪のろわれた角材とかであろうか。実にマヌケな響ひびきだし、それが何本も出てくるというのは納なつ得とくできんが」

　まぁいい、とフィアは手中の鋸のこぎりを長大な鉈なたへと変形させた。

「とにかく──得え物ものを壊こわして終わりということにできんのなら、本体をどうにかするしかあるまい。援えん護ごしろ！」

「あなたがわたしを援護するんですよ！」

　そんなことを言いながら、二人ふたり同時に走り込んだ。

　先行したフィアが大振りに鉈の背を振り下ろす。当然のように避けられ、鉈の先端が地面に潜もぐり込んだ。このははそのフォーティーンの回かい避ひを先読みして回り込んでいる。突き出された角材を受け流す──と見せかけて、白しら刃は取どりのように両手で挟はさんだ。その隙すきに態勢を立て直したフィアが、敵の背後でにやりと笑う。

　彼女は膝ひざ立だちのような姿勢のまま、地面に刺さっていた鉈をフォーティーンの胴目掛けて斜めに奔はしらせる。しかしそこで、がっ、と音。引き抜かれた鉄が速度に乗るよりも早く、硬い何かに疾しつ走そうを阻はばまれた音。

「二本同時!?」

　フォーティーンは左手を背中側に突き出していた。そこに握られているのは、またもやあの角材。手首を捻ひねり、先端を下に向けるようにして、フィアの鉈を防いでいる。

「うぬぬ……こんなもの、またすぐに壊して……！」

　腕に力を込め、角材をそのまま押し切ろうとするフィア。だが次の瞬間、鉈を受け止めていた角材がいともあっさり斜めに傾いた。その手て応ごたえのなさが不ふ思し議ぎだったのか、フィアが怪け訝げんそうに眉まゆを寄せて顔を上げる。

　手応えがないのも当然。その角材は地面に突き立てられていただけで、フォーティーンの左手には既すでに四本目の角材が出現していた。それがフィアに振り下ろされ、その肩を激はげしく打うち据すえる。肉と骨が軋きしむ異音が響ひびいた。

「ぬがっ……！」

「フィアさんっ！」

　さらなる追つい撃げき。頭部を狙ねらった攻撃を、フィアは慌あわてて地面を転がって回避しようとして、

「──っ！」

　がいん、とその角材が弾かれた。それを為なしたのは、拷ごう問もん具ぐでも手しゆ刀とうでもない。

　スコップだ。

「潰かい道どう先生!?　何してるんですか!?」

　とりあえず白しら刃は取どりを止やめて後退しつつ、このははちらりと縁えん側がわのほうに目を向ける。「せ、先生っ!?　戻ってください！」と春はる亮あき達が慌あわてているのが見えた。勝手に来てしまったのか。

「助すけ太だ刀ちする」

　真剣すぎる瞳ひとみでフォーティーンを見み据すえたまま、潰かい道どうは短く答えた。

　フィアは肩を撫なで擦さすって顔を顰しかめてはいるが、重じゆう篤とくなダメージはないようだ。むっくりと起き上がりつつ、独ひとり言ごとのような雰囲気で、

「……必要ないと思うのだがな……」

「え、ええと、お気持ちは嬉うれしいのですが。やっぱり普通のヒトがこんなことをするのはどうしても危ないので、ですね」

「それでもだ。自分はやる。やらねばならん……」

　どこか、自みずからに言い聞かせているような気配けはいで彼女は言った。このはには理解できない。けれど彼女が考えを変える気がないというのはわかった。そう、その言葉はまるで、ここでそうできなければ生きている意味がない、と自分自身に刻み込んでいるかのような──

「……どうしても？」

「無む論ろんだ。これは、生徒が戦うのを教師が傍ぼう観かんすることを恥はじてでも、子供が戦うのを大人おとなが傍観することを憂うれえてでもない──純然たる自身の理由故ゆえだ。お前達の同意は必要ない」

　二十年ちょっとしか生きてない人に子供って言われてもなあ、と思いながら、このはは嘆たん息そくする。そこで時間切れになった。新たな人間の登場に様よう子すを窺うかがっていたフォーティーンが、左右の手に角材をぶらさげて歩き出す。二刀流か。

「ええい……ウシチチよ、とりあえずさっさとあいつを倒せば済む話だ！　行くぞ！」

「それはそうなんですけど……ああもう、仕方ないですね！　先生、お願ねがいですから無理はしないでください！」

「善処はしよう。では──参る！」

　そして三人はフォーティーンに飛びかかっていった。手しゆ刀とうを振るい、拷ごう問もん具ぐが唸うなりを上げるのを見、スコップが角材と衝しよう突とつする音を聞く。その珍妙な得え物ものは呪のろわれた道具などではないようだったが、ただの道具とは思えないほど頑がん健けんに振るわれている。元々硬い材質を使ったオーダーメイドの特注品なのか、それとも市販品を高強度になるようカスタマイズしているのか。どちらにしてもそんなスコップなど聞いたことはなかったが。

　このはが見ても、潰道の動きは素人しろうと離ばなれしていた。文化祭で見たン・イゾイーほどではないものの、人間としては目を見張るレベルだ。どこでかはともかく、実際にこういう戦いの修練も積つんでいるのだろう。

　一方、フォーティーンは敵が三人に増えたのを特に気にする様子もなく、ただ無言で邪じや魔ま者ものの排除を行っていた。角材は手しゆ刀とうや拷問具と交こう錯さくして何度も折れている。だが彼女はその都つ度ど新たな角材を出現させ、服とマントを翻ひるがえしながら踊るように打ちかかってきた。

　タイミングと間合いが計れない。折れたと思えばまた生まれ、ときには折れて短くなった角材をそのまま突き込み、またときには打ち合いの途と中ちゆうで手を離はなして別の角材を生成し、背後に迫っていた別の敵へと狙ねらいを変える。三対一という数的不利を悟ってはいるのか、足は常に動き続けていた。《武器が折れる》ということを意い識しき的てきに利用しているような、変幻自在の戦法。

「くそっ……結構、やりおるではないか！　いったい何本持っておるのだ!?」

　眼前で繰くり返されるのは、短すぎる破は壊かいと生成のサイクル。

　無数の残ざん骸がいが生まれていた。舞まい散ちる木こつ端ぱ。砕くだけて落ちる角材の欠片かけら。それらはもはや気をつけねば足を取られてしまいそうなほどの量で庭に散らばっている。

　その状況にこのはが気付いたところで、ふと潰かい道どうの身体からだがよろめいた。まさしく足元の残骸でバランスを崩くずしてしまったのだ。

「っ……！」

　無む理り矢や理りにその前に割り込み、体当たりするようにしてフォーティーンを押おし退のける。僅わずかに間合いが開き、その隙すきに潰道も体勢を立て直した。このはは眼前の敵を厳きびしく見やり、

「こんなにゴミだらけにして……誰だれがこれを片付けると思ってるんですか」

「それは確たしかにオレも心苦しく思う。騒そう々ぞうしいのと散らかっているのは好すかん──実に片付けたいな」

「よく言いますね。じゃあゴミの代わりに箒ほうきでも出しなさい」

「……出してもいいが」

　青白い光が瞬またたく。そして彼女の手元に生まれたのは、角材ではなかった。

　箒だった。

「な、舐なめおって！」

「同感ですが──一個だけわかりましたよ。別のものが出せるってことは、呪のろわれた角材、とかそういうのじゃないですね。文化祭のときにあなたが入ってた万まん華げ鏡きようみたいな道具が何か関与してるんでしょう。倉庫みたいな空間からいつでも取り出せる、というような」

「なるほど……私が思うに、第一候補はあの顔の布。第二候補はマントだな。どちらもヘンすぎる」

　フォーティーンは顔の布を指先で撫なでつつ、

「……理解されては仕方がない。外がい套とうが正解だと一言で片付けよう。名前は……《倉庫外套》という」

「はん、そのまんまではないか。名前などどうでもいいが、どうしてそんなヘンテコな道具ばかり出すのだ。剣やら斧おのやらを出してもよいから真ま面じ目めにやれ」

「……性しように合わんだけだ。ここから取り出されたものの強度は増幅される。だから使いやすさと補給のしやすさが満たされればどうでもいい」

「ほほぉう。だからあえて角材とかその箒とかで戦うというのか。それはなんとも驚おどろきではないか、なあウシチチ──《フランク王国の"Breaking by wheel 車輪刑at Francs"》！」

　卑ひ怯きようにも言葉の途と中ちゆうでフィアが車しや輪りんを投げる。フォーティーンは咄とつ嗟さに左手を掲かがげてそれを受け止めた。勿もち論ろん、素す手でで受け止めたのではない。ぱらぱらと欠片かけらが零こぼれるのを見れば──それはフォーティーンの手に出現していた煉れん瓦がの成れの果てだった。

　再び顔の布を弄いじりつつ、フォーティーンが呆あきれたように呟つぶやく。

「……また散らかったか……」

「ぬぬぬ、どこまでも舐なめきった奴やつだ！」

「角材とか箒ほうきとか煉瓦とか……ホームセンターで売ってあるようなものばかりですね。これ以上ゴミを増やすわけにもいきません。さっさと片付けますよ！」

　フィアとこのはが同時に間合いを詰め、無言で息を整ととのえていた潰かい道どうがスコップを持ち上げる。

　フォーティーンは空あいていた片手にさらなる角材を生み出しつつ、ぼそりと言った。

「……無理な話だ、の一言で片付く。たとえオレが、ここから一本の武器も壊こわさずに戦いを終えたとしても──結局、そこにはお前達の残ざん骸がいという塵ゴミが増えている」




　春はる亮あきはその光景を歯は嚙がみして見つめていた。最初はなんとかなると思っていたが──そんな甘い敵ではなかった。フィア達が負けるとは思わないが、すぐに片がつくとも思えない。

「俺おれが出てって、このはを持っても……くそ、なんも変わらないか」

「このさんの必ひつ殺さつ技わざを使うまでもなく、モリモリあっちの武器は壊れちょるしね」

「黒くろ絵え、手て伝つだいに行ってくれないか？　あれだ、また《なんでも言うこと聞く券》を発行してもいいから」

「んー。うちもそうしたいところなんじゃけど。なんか、むずむずするんよね」

「むずむず？」

　聞き返すと、黒絵の寝ね惚ぼけ眼まなこがちらりとこちらを向き、またフォーティーンに戻された。

「うまく言えんけど……あの人が何かを考えながら動いちょるような気がしないでもない。もしなんか奥の手とか作戦とかがあって、うちがここを離はなれた瞬しゆん間かんにせっちーとかハルが襲おそわれたら困るじゃろ。ま、この互角な状況が変わって、このさん達が不利っぽくなったらお手伝いせざるを得ないんじゃけど」

　よくわからないが、黒絵がそう言うのならば本当に何かを感じているのだろう。自分だけならともかく、相手の狙ねらいは切せつ子こなのだ。彼女を危険に晒さらすようなことはできない。

「でも、先生まで頑がん張ばってんのに。何かできることくらい……って、切子、どうした？」

　今まで春亮の背中に隠かくれていた切子が、軽く足を踏み出したのだ。しかしまだ、その片手は春亮の寝ね間ま着きを不安げに摑つかんでいる。春亮の隣となりに立った彼女は、庭を見つめながら、

「できること……あるかも、しれませんです」

「え？」

「あんなに、みんなが一いつ生しよう懸けん命めいになってるのは……こんな切せつ子こごときのためなんですよね。申もうし訳わけなくて、もし誰だれかが大きな怪け我がでもしちゃったらって思って……だから、切子も何かをしたいんです。無む駄だかもしれませんけど、多た分ぶん効果なんてないと思うんですけど、やらないよりはいいかもって、思います……」

「ええと。何を、するつもりなんだ？」

　そう聞くと──切子はいつものように肩を縮ちぢめ、不安いっぱいの子犬のような顔でこちらをふるふると見上げながら、よくわからないことを言ってきた。

「あの……ハサミとか、貸してもらえますか？」
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　問もん題だいがじわりじわりと表面化してきた。

「はっ……はあっ……」

　フィアは潰かい道どうをちらりと横目で見やる。スコップを構えて気丈に前を向く彼女だったが、その肩は激はげしく上下していた。自分達ですらそれなりに疲労しているのだ、ただの人間である彼女のスタミナが切れるのはある意味当然のことだった。

（下がれ、と言っても聞きはしないのだろうな……特に私の言葉では）

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに、思う。

　このはの言葉すら彼女は聞かなかった。それ以上に距きよ離りを置かれている自分の声など届くはずもない。ああそうだ、距離を置きたいのなら、この自分のことが苦にが手てなら、近付かなければよいのだ。こんな人じん外がいの闘とう争そうなどに首を突っ込まなければよいのだ。

「十九番機構・抉式螺旋態《人体穿孔機"Man-Perforator"》──禍動curse/calling」

　手足の一本でも貰もらう覚悟でなければ、この戦せん闘とうは長引くばかりだろう。そう思って死し臭しゆうのする螺旋槍そうを生せい誕たんさせたとき、潰道の肩がぴくりと震ふるえるのが見えた。

　初めてではない。これまでの戦闘の間にも、何度か視界の端に映っていた姿だった。それはたとえば、凶悪な拷ごう問もん処刑具が悲鳴のような歯車の音と共ともに姿を現したとき。呪のろわれた日本刀が気合の手しゆ刀とう一いつ閃せんで角材を斬きり落としたとき。フォーティーンが続けざまに二ふた桁けたにも及ぼうかという角材を生み出し続けたとき。

　そうだ、潰道の動きが鈍にぶってきた理由はスタミナ切れだけではないのかもしれない。精神も疲労する。普通の人間は呪いを呪う。おぞましく、決して看かん過かできない、吐き気のする醜しゆう悪あくを呪う。当然だ。

　そこまで考えたところで、ひどく投げやりな感覚が胸中に浮かんできた。口が動く。

「センセイよ。下がってはくれんか」

　フォーティーンの相手をしていたこのはが、ちらと横目を向けてくる。フィアは潰道には視し線せんを向けなかった。だから声だけが返ってきて、

「……聞けぬ」

「その返事こそ聞けない。なんというかな、はっきり言って──」

　もういい、と思った。

　もっと嫌われても構わない、と思った。

　自分への嫌けん悪おのせいで、この先生が傷つくのなら。

　それは、自分の存在という呪いが、再び人間を害したことに他ほかならない。




「──足手まといなのだ」




「っ……」

　絶句の後、怒ど気きが膨ふくれ上がる。フィアは黙だまって返答を待った。

　何を言われても甘んじて受け止めよう、とフィアは覚悟していた。

　もし意固地になってこの場に残るようなら、気絶させてでも離り脱だつさせよう、とも。

　やがて、潰かい道どうが大きく息を吸うのが聞こえた。弓ゆみを引ひき絞しぼるような──何かを爆ばく発はつ的てきに発生させるための、緩かん慢まんでなくてはならない準備。

　そして、矢が放たれるように、潰道の口から鋭するどい呼こ気きが吐き出された一いつ瞬しゆん後。

　フィアの耳に届いてきたのは──

「こ……降参ですぅーっ！」

　自分を罵ば倒とうする言葉ではなく。

　縁えん側がわから降りてきた切せつ子こがわたわたと発する、まったく意味不明な叫び声だった。




　春はる亮あきは切子と一いつ緒しよに庭に降り、何かが起こればすぐ動けるよう四し肢しを緊きん張ちようさせる。切子のすぐ隣となりにいる黒くろ絵えも、髪をざわざわ動かして有事を警けい戒かいしていた。

　フィア達は動きを止めていた。フォーティーンも足を止め、顔の布をふわりと揺ゆらしながら、

「……降参とはどういうことだ」

「その……も、もう諦あきらめましたということです！　だから、人形はお渡ししますので！」

　フィア達を挟はさんでフォーティーンと視線を合わせ、切子が半歩を踏み出した。手に持っていたものを掲かかげる──首のない人形を。

　つぎはぎだらけのボディ。邪じや悪あくな爪つめ。それは──切子がポシェットの中に持っていた、あの奇き怪かいなクマのぬいぐるみだった。勿もち論ろん呪のろいの人形などではなく、ハサミで切子がついさっき頭部を切り取っただけのものだ。

　本当に大丈夫なのだろうか、と春亮は唾つばを飲み込む。

　切子がこの作戦を提案した理由は、戦いが始まる前の会話だ。

　その人形がどんなものなのか教えてください、と切せつ子こがフォーティーンに言ったとき、相手は答えなかった。心当たりがあれば教えると言っているのだ、外見の特徴くらいは言ってもよさそうなものなのに。少なくとも答えたところで向こうにデメリットなどないように思える。

　ならば、それはつまり、答えなかったのではなく。答えられなかったのではないか。相手も首無し人形の外がい観かんは詳しく知らないのではないか──それが切子の推理だった。

　勿もち論ろん、確かく証しようはない。知らないかもしれない、というだけだ。それでも、

（もし考えが間違っててバレても、せいぜい相手が怒るくらいだ。やってみて損はない……か）

　首を切っただけでは不安だったので、それ以外の部分も適当に破ったり汚したりして、できるだけそれっぽく見えるようにはしている。だがその安っぽい努力がどこまで通用するのか。

「え、ええと……実はおばあちゃんの形かた見みで、渡したくなくて、だから隠かくしてたんですが！　そんなに必死なら、誰だれかが怪け我がをするくらいなら、諦あきらめます！　この人形が欲しければあげますから、その、帰っていただくわけにはいきませんでしょーか……!?」

　まず返ってきたのは沈ちん黙もくだった。春はる亮あき達にとっては永遠にも思われる時間が流れ、そしてようやく、

「……投げろ」

「は、はいっ……」

　切子が人形を放り投げる。フィア達の頭上を飛び越え、しかしフォーティーンはそれを直接には受け取らない。警けい戒かいしてのことだろう。地面に落ちた人形をしばらく見つめてから、ようやく箒ほうきの先端で引っ掛けてそれを持ち上げる。

　馬ば鹿かにするな、と激げき怒どするのか。

　さっさと渡しておけばいいものを、と嘲ちよう笑しようするのか。

　布に覆おおわれた顔からはいかなる感情も窺うかがえない。春亮はどっくどっくと心しん臓ぞうの鼓動を感じながら、祈るような心持ちでフォーティーンの反応を見守った。

　次に敵が行ったのは、その人形と──手にしていた箒を、自分のサラシ服とマントの間に差し入れること。その二つは同時に搔かき消えた。春亮は安あん堵どの息を吐はきかけたが、慌あわてて顔を引ひき締しめる。安堵しているのがバレては作戦が台無しだ。守りたかった形見の品を奪うばわれて悔くやしい、という顔をしておかなければ。

　一つ頷うなずいてから、フォーティーンは無言で踵きびすを返した。マントと顔の布をはためかせながら跳ちよう躍やく。庭の塀へいを飛び越え、いともあっさりとその姿を消す。しばらく待ってみるが、戻ってくる気配けはいはない。

「はぅぅ……こ、怖こわかったです……」

「よ、よく頑がん張ばったな。もう大丈夫だぞ」

　地面にへたり込んだ切子に声をかける。しかしフォーティーンの消えたほうをじっと見やっていたこのはは、身体からだの構えを解きながら、

「一いち概がいに大丈夫とは言い切れないような気もしますが……考えすぎですかね」

「どういうことだ？」

「この場で壊こわしてくれればよかったですが、持って帰ったでしょう？　国に帰って、上司とかに見せて確かく認にんを取ったりするつもりならまずいです……誰だれも形を知らないのだとしても、わたし達みたいな存在がいれば、それが呪のろわれた道具であるかどうかの判別くらいはできるかもしれませんし。落ち着いてゆっくり壊すために持って帰ったか、確認のために持って帰ったかによって意味合いが変わってきます」

「げ……そうか、そういうこともあるよな」

　春はる亮あきが呻うめいたとき、フィアが軽く銀ぎん髪ぱつを揺ゆらしながら拷ごう問もん具ぐを玩具おもちやに戻した。

「そんなの、考えてもわからんではないか。とにかく──完全に安心はできんが、とりあえず上う手まくいったということでいいだろう。しばらく護ご衛えいを続けてみて、もう襲おそわれなくなったらちゃんと騙だまされてくれたということになる。騙されたということに気付いたなら、怒ってすぐまた襲ってくるはずだしな」

「乱らん暴ぼうな論ろん理りだな……でも、考えてもわからないのはその通りだ。そうするしかないか」

「しかしなんというか、しまりのない終わり方だ。すっきりとはせんが……ま、あのまま戦い続けるのも面めん倒どう臭くさくはあった。誰のアイデアだ？」

「せ、切せつ子こです。すみません、あんなチンケでかっこ悪くて凄すごくも何ともない作戦を出してしまいまして……！」

「そうそう、こいつが必死に考えたんだ。お前らが自分のせいで怪け我がしたりするの、見てられないってさ」

　春亮が補足すると、フィアは一いつ瞬しゆんだけきょとんとして、それから嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるめた。

「そ、そうか……まあ、あれくらいの敵、もう数十秒あれば完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめしてやったのだがな！　とりあえず礼は言っておこう！」

　切子もそんなフィアの顔を見て、ほっとしたような微笑を浮かべた。

「それにしても、フィアさん、凄いです……ドリル霊れい能のう力りよくですね!?　やっぱり迸ほとばしるエナジーはドリルの形を取るというわけですか!?　とってもかっこいいです！」

「おおぅ。よくわからんところでテンションが上がるな、お前は……ドリルが好きなのか？」

「はいです！　強さの象徴ってカンジで！　一味違ったオカルトグッズとドリルが切子の好きなものツートップです……だから何かドリル的なオカルトグッズが集められれば最高だなと思っていつも探してるんですが、これがなかなか。まだ一個しかないんですよぅ」

「今、一個あるってことに物凄く驚おどろいた俺おれがいるぞ。どう使うものなんだ……？」

「えっと、削りカスの形と量で占うらなったりするんですよー。今日きようは残念ながら持ってきてないので実演できないんですけど──とにかくかっこいいのです、ドリルは！」

「おっと、ドリル話にはうちも参加せざるを得ない。確たしかにかっこよすぎると同意するー。やはりうちもドリル技を開発すべきじゃろうか」

「何言ってるんですか、恰かつ好こういい武器って言えばやっぱり日本刀ですよ。強さと美しさを兼ね備えた、あの完かん璧ぺきに洗練されたフォルム。伝統に裏打ちされた匠たくみの技わざがですね──」

　などと一同が話していたときだった。

　何かが砂と擦こすれる音が聞こえ、春はる亮あき達は潰かい道どうが地面に膝ひざをつくのを見る。

「先生っ!?　大丈夫ですか!?」

　先刻からふらついていたが、疲労がついに限界に至ったのだろう。彼女はスコップを取り落とし、大地に倒れ込もうとする自分の身体からだを手と膝で必死に支えていた。大きく揺ゆれる肩、繰くり返される荒い呼こ気き。

　怒りを堪こらえるように、その拳こぶしは固く握られている。だが彼女が抱いているのはそんな単純な感情だけではないように思えた。表情はなく、地面に向けられるその瞳ひとみには数多あまたの想念が渦うず巻まいている。それは愕がく然ぜんとしているようでもあり、何かを必死に否定しているようでもあり、しかし否定しきれず苦しんでいるようでもあり、やはり憤いきどおっているようでもあり、そして今にも泣き出しそうな悲痛さを湛たたえているようでもあった。

　春亮達は潰道に駆かけ寄ろうとするが、それを阻はばむように、横手から一本の腕が突き出される。

　フィアの腕だ。そして彼女は、自分に任せろ、というように一つ頷うなずいてから──

　単身、潰道に向かって歩き始めた。




　フィアは春亮が言ったことを思い出していた。機き会かいがあれば近付いて、距きよ離りを詰めてみればいいのだと。それは、本当にそうだと思う。近付かねばどうにもならない。近付かねばわからないこともある。

　切せつ子こに対しても同じだった。近付いたからこそ、いろいろ知ることができた。距離を縮ちぢめることができたような気がした。距離が縮まっていたからこそ、切子はこの自分達を救うために頭を使って必死に協力してくれたのかもしれない。

　だから──今、勇気を出して、潰道にも近付いてみようと思った。

　物理的にも。そうでない意味でも。

「……」

　無言で歩を進める。その足音を聞きつけてか、潰道の頭が上がった。

　足手まといだ、などと言ってしまったが。

　まだ間に合うだろうか。

　言ってしまったこと自体は後悔していない。それでも、それがけっして悪意から出たものでないことだけは知ってほしかった。

　立ち止まる。潰道の無表情な顔を見下ろす。彼女はこちらを見上げている。

　フィアは、ゆっくりと、手を差し伸べた。

「……立てるか、センセイ」

　目が合う。複ふく雑ざつな色を湛たたえていた潰かい道どうの瞳ひとみが、微かすかに揺ゆれた。

　言葉はなく。

　やがてその片腕だけが、差し伸べられた手を迎えるように持ち上がり。

　指を固めて作られていた拳こぶしが、握手の形のように開かれて。

　そして──




　ぱしん、と。




　月夜に高く、音が響ひびく。

　打ち払われたフィアの手には、柔らかな掌てのひらの温度ではなく、痛みだけが残っていた。
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　部へ屋やに戻る。けれど眠れるはずがなく、寝る気もなかった。

　先刻と同じく、ひとまず床とこにつき、少女が寝入ってから廊下に出ることにする。布団ふとんの中で隣となりの少女が寝付くのを待っていると、ふと、

「……ありがとう、ございました」

　小さな声。胸を摑つかまれたような、ひどく息苦しい感覚になった。

「自分は……何もしていない」

　違う。言い直す。拳こぶしを握りながら。

「何もできなかった」

「そんな、ことは……切せつ子このこと、助けてくれたじゃないですか」

　その言葉が苦しい。たとえ本心からそう思ってくれているのだとしても、苦しい。

　夜という時間のせいか。

　それとも同じ部へ屋やにいるこの少女が、どうしようもなく自分の心を揺ゆらすせいか。

　気付けば、弱よわ音ねが漏もれていた。

「鍛きたえて、少しは強くなれたかと思っていたが……このざまだ。情なさけない。しかも──」

　掌てのひらに走った痛みを、そして同じ痛みを彼女に与えてしまったときのことを、思い出す。

　八つ当たりだったのか。それ以外の理由だったのか。それは自分でもわからない。ただ、手が勝手に動いていた。

　そんなことをあのとき言うことはできなかったし、言う暇ひまもなかった。あれからすぐ、彼女は無言で踵きびすを返し、銀ぎん髪ぱつを翻ひるがえして自室に走り去っていってしまったから。

「ああ……あれは、ダメですよぅ。その、仲良くしてほしい、です。フィアさんのこと、嫌い、なのですか……？」

「……苦にが手てなだけだ」

　数時間前に発した言葉を繰くり返す。その言葉を含め、夜や知ち春はる亮あきに話したことの全すべてに、噓うそはなかった。自分でもよくわからないが苦手で、しかしそんなことはどうでもよく、どうでもいい理由は些さ事じなど無視してただひたすらに強くなりたいが為ためで──それでも。

「本当に、情けない。自分は、強くなってなどいないのだろう。あのときの、何も守れなかった弱い自分の、ままだ……」

　そのときだった。きゅっ、と手が握られる。驚おどろいて目を開くと、横の布団ふとんから少女がその手を伸ばしてきていた。暗い部屋の中、彼女の穏おだやかな微笑がぼんやりと見える。

「強く……なりたいん、ですか？　だったら、切子と、同じですね」

　なぜかその手を振り払おうという気にはならず、

「お前も、か」

「です。切子はほんとうによわよわで、ダメダメで、何もできない人間ですから……少しでもいいから、強くなりたいって思うのです。でも、なかなかそうはなれなくて、難むずかしいです」

「……本当にな」

　難しい。どうすれば強くなれるのか。どうなれば、強くなったと言えるのか。

　強くなれば、今はできないこともできるのだろうか。この少女の「ありがとう」を、胸を張って受け止めることができるのだろうか。自分でもよくわからない忌き避ひ感かんで近寄れないあの銀ぎん髪ぱつの生徒達にも、教師として正しく接することができるようになるのだろうか。

　わからない。どれもこれも、わからない。だが何かをしなければならないとだけ思う。

　ふと、言葉が途と切ぎれていることに気付く。耳を澄すまして聞こえるのは、

「すぅ……すぅ……」

　隣となりの布団ふとんからの、規則正しい寝息。もっと会話を続けたかったという残念さと、これ以上弱さを曝さらけ出さずに済んだという安あん堵どが同時に生まれる。

　再び廊下に出て夜よ這ばいの警けい戒かいに当たろうかと思ったが──

「……」

　それには、繫つながったままの手を解ほどかねばならなかった。

　解いた拍ひよう子しに起こしたら悪い、と思った。

　この状況なら夜這いにもすぐ対処できるだろう、とも思った。

　それに──

　布団から見上げる天てん井じようの木目は、かつて過ごした古アパートのものと似ていて。

　隣に聞こえる寝息は、かつて聞いていたのと同じようなリズム。

　そこに感じる懐なつかしさが、醜みにくく卑いやしい自じ己こ欺ぎ瞞まんだということは自分でもわかっていた。

　だから、なぜか滲にじんで見える天井に目を向けたまま、

「……ああ、そうか」

　欺瞞だとわかっていて、それでもこの手が離はなせないから弱いのだな、と。

　自みずからを恥はじて、笑った。







　第三章 「見渡せば水と肌色。あるいは、」/ "How to clean the whole stealthily"
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　それから数日間は、テストと切せつ子この護ご衛えいで忙ぼう殺さつされた。あの作戦でフォーティーンが諦あきらめたということが確かく信しんできない以上、ひとまずは安全第一に行動するしかなかったのだ。

　人の多い場所では襲おそってこないだろうから、彼女が学校に行く昼間にはそれほど問もん題だいはない。とりあえず登下校時は同行するようにして、後は人ひと気けのない場所に行かないよう厳げん命めいすればいいだけだったが、問題は夜の護衛だ。さすがに夜や知ち家けに連泊してもらうことはできず、彼女の家（マンションだった）に入るわけにもいかないので、隠かくれて外から見張るしかない──一般人よりは睡眠不足に強いフィア達（特にテストのない黒くろ絵え）を中心に、事情を知って手伝てつだいに来てくれた錐きり霞かを加え、交代で頑がん張ばることになる。彼女達が無理するなと言うのを聞きつつも、当然春はる亮あきも体力の許す限り手伝った。テスト勉強しつつ睡眠時間も削りつつ、というのは正直かなりキツいことだったが、彼女達がそうしている以上自分だけ楽はできない。

　だが逆に、楽をしてほしい、と思うこともあった。それは主おもに──最初の夜から現れた、切子のマンションを見張る自分達以外の人間に対して。

　潰かい道どうだった。勿もち論ろん春亮達が頼んだわけではない。フォーティーン襲しゆう撃げきの翌朝は宿泊の礼だけ言って立ち去っていたのだが、彼女とてあれで終わりにするわけにはいかなかったのだろう。

　潰道の前に姿を現せば「自分に任せてお前達は帰れ」と言われるに決まっている。だから春亮達は、狙ねらうならまず自分を狙え、とばかりに堂どう々どうと電柱に背中を預けている彼女とは距きよ離りを取って隠かくれつつ、さらに神経を使ってひっそりと警けい戒かいを続けるしかなかった。

　結局のところ、夜だけでなく昼間も含めて、潰道とはあの日から疎そ遠えんなままだった。授業はなかったし、テストの監かん督とく官かんとしてクラスに来たときも、睡眠不足のせいか他ほかの理由があるのかぼんやりとしていて、とても話しかけられる雰囲気ではなかったのだ。そして当然──フィアも、何も行動しなかった。あの日の出来事自体を忘れてしまったかのように。

　それはひどく寂さびしい光景に思えた。なんとかならないのだろうか、という漠然とした焦しよう躁そうが頭から離はなれなかった──フィアが切子とは日々仲を深めていくのがわかったから、余計に。

　言うまでもなく、二人が仲良くすること自体に文句はない。むしろとてもいいことだと思える。あの夜以来、切子のほうもフィアに対しては特別な親しみを覚えている様子で積せつ極きよく的てきに触れ合うようになっていた。どこかしら気の合う部分があったのだろう。

　ともあれ、潰道とフィアの関係改善についての上う手まい手は何も思いつかないまま、怒ど濤とうのテスト期間が終わりを告つげる。さらに数日が経たつと──ここまで何もないのならば、もう作戦が上う手まくいっていたのだと考えていいかもしれない、という話になった。注意を続けながらも、警けい戒かいレベルを徐じよ々じよに引き下げていく。

　もう切せつ子こも自由に動いて大丈夫だろう、と結けつ論ろんしたのは、テストが終わって初めての週末を迎えたころのことだ。その週末は、テストと事件解決という二重の解放感を味わえる特別なものとなり──ごく自然な流れとして、あの勉強会のときに話していた計画の実行が決定した。

　それはいい機き会かいだと思えた。いや、その機会は逃のがせなかった。

　だから週末の予定を立てると同時、春はる亮あきは一つの手を打つことを決める。上手くいくかどうかはわからず、当日にならないと結果の出ないことだったが、何にせよやらざるを得なかった。

　そして、長いような短いような、慌あわただしい準備の時間が過ぎて。

　訪れたのは、計画の実行当日、日にち曜よう日び──




「うー……うー……遅い。遅すぎる！」

「つっても、まだ待ち合わせ時間になってねえからな。俺おれらが早く来すぎたんだよ」

「そうですよ。あんまりうろうろしないでください、フィアさん。みっともない」

「まあまあ、こうやって待つ時間も醍だい醐ご味みじゃろ。にしても、プールなんて久しぶりじゃね」

「久しぶりなのはわかるけど、店を休みにしてまで来るほどのもんか……？」

「みんな遊んじょるときに一人ひとりだけ仕事なんて、寂さびしすぎて死ぬる。ハルはうちに死ねと言うのか。この人殺しー。うちみたいな美幼女が仲間外れ死する様さまにだけ興こう奮ふんする、特殊な快楽殺人鬼じゃと判断せざるを得ないー」

「わかったわかった……美幼女サマのぶんのチケットはないから、金は自分で出すんだぞ」

　春亮達がいるのは、櫃ひつ藤とう市しの中心部にある櫃藤グランドホテルの前だ。この街一番の高層建けん築ちくで、ほぼ正五角形のフォルムがずーんと空高くに向けて聳そびえ立っている。ここは高級ホテルというだけでなく、上階には今回の目的地たるプールなどのレジャー施設も備えられていた。《家族連れで気軽にお越しを》というよりは《ほんのちょっとだけ人より時間とお金が余っている人達向けです》という風ふ情ぜいが漂ただよう建物であり、本来なら必死に家計をやりくりする春亮などは端はなから来ようとも思わない場所なのだが──

「よくよく考えたらマジに豪ごう華か賞しよう品ひんだったんだな。体育祭の優ゆう勝しよう組ぐみなんて何百人っていたのに」

「なんか、ここの経営者さんが理事長とお友達だって聞きましたよ」

「あの人の交友関係もよくわかんねえな……友達だって言われれば納なつ得とくはするけど」

　そんなことを話していると、クマのようにぐるぐると辺あたりを歩き回っていたフィアが急にぴんと背筋を伸ばした。腕をぶんぶん振って、

「おう、キリカ！　こっちだ！」

「む……早いな。私も早めに出たつもりだったが」

「おはよー、いんちょーさん。こいつがさあ行くぞすぐ行くぞって起きたときからうるさくてさ。仕方なく早めに出たんだ」

「そ、そうか。なるほど」

　なぜか顔を合わせるなり、微妙に頰ほおを赤くする錐きり霞か。怪け訝げんに思った春はる亮あきは声を潜ひそめ、

「あのさ……ホント、無理に誘ったとかじゃなかったのか？　プールとかが好きじゃなかったら、俺おれは別にここを打ち上げ場所にしなくてもよかったんだけど」

「い、今いま更さら何を言っている。その……多た分ぶん、大丈夫だ。プールにいる人間が全員水着で泳いでいるというわけでもないだろう。私でも楽しめそうだから来たのだ。お前が心配することは何もない。わ、わかったか！」

「おう!?　なんで俺が怒られ風ふう味みになったのかはよくわからんが、わかった……！」

　ふん、と錐霞は鼻を鳴らしてぷいと顔を背そむけた。そして明後日あさつての方向に向けて、何事かをぶつぶつと呟つぶやく。

「……まったく……あんなことまで、やってしまったんだぞ。こんな機き会かい、逃のがせないではないか。そう、リスクはあるが、そんなものは、気をつけていれば済む話で……だから……」

「えーと、いんちょーさん……？　どうかした……？」

　な、なんでもない！　と錐霞はまた慌あわてたように顔を戻し、話を逸そらすかのように、

「そう言えば、やはり渦か奈なや伯はく途とは駄だ目めだったのか？」

「ん、ああ。二人ふたりとも部活の試合がバッチリかぶっててさ……泰たい造ぞうなんか、この世の終わりみたいな声で絶望してたよ」

　話を聞くと、前から泰造のほうがこちらを誘おうとしてくれていたようだが……いざとなると尻しり込ごみして、そのうちに文化祭やらテストやらがあってこの休みがラストチャンスだと思ったら試合が組まれてて、とかそういう感じでタイミングを逃のがしていたらしい。それを錐霞に伝えると、

「伯途も意外と小心者なのだな……まあ、二人には悪いが、あいつらがいないことでリスクが減ったのも事実だ。来週に回すと補習でさらに参加人数が減ってしまうし、それ以降にするとチケットの有効期限が切れるし、日程的に仕方ないだろうな」

「むっ。何やらフキツな響ひびきの単語が聞こえたぞ。しかしフキツなことに好んで近付くこともない。聞かなかったことにしよう」

　眼前でぴたりと立ち止まり、しかしまたうろうろと周囲を確認しにいこうとしたフィアの襟えり首くびを、今まで黒くろ絵えと談だん笑しようしていたこのはががっしと捕まえた。

「なにがフキツですか。逃とう避ひせずに自じ戒かいしなさい。まったく、勉強会まで開いたっていうのに……ほんとう、進歩のないひとですね」

「な、なにおう!?　呪のろうぞ！　いいか、よく聞け！　確たしかに古文は赤点を取ってしまったが、現代文はなんと中間テストのときより三点もアップ──」

「たった三点で威い張ばらないでください！　平均点が下がったからギリギリ赤点じゃなかった、っていうだけじゃないですか！」

　切せつ子この護ご衛えいやらでいろいろ忙しく、テスト中の勉強時間は勿もち論ろん中間のときより減っていた。春はる亮あきとしても全体的にいつもより少し悪いという感じの点数を取ってしまい（幸い赤点はなかった）、だから多少はフィアにも同情の目を向けてやりたいところではあるが──同じ条件なのに成せい績せきをあまり落とさなかったこのはが相手では、それもなかなか難むずかしい。錐きり霞かもいつも通りの点数だったようだし、やはり普段ふだんからの勉強が一番大事ということだろうか。

　結局どちらの援護もできないでいると、二人ふたりの言い争いはさらにヒートアップ。

「三点の重みがわからんとは、貴き様さま、やはり前から思っていたカンニング疑ぎ惑わくを追及せねばならないようだな……どうもお前は脳以外に別の記き憶おく器官を持っておるような気がしてならん。勿論普通の奴やつは持っておらんものだから、私が思うにそれはきっと普通の奴では考えられんほど不自然でイビツなクリーチャー的部分のはず……！」

「あ、あなたねぇ……！」

「おお、今、ぷるんと動きおった！　クロエよ、クリーチャーが目覚めたぞ、気をつけろ！」

「うわー。食われるー」

「黒くろ絵えさんも乗らない！」

　そろそろ止めるべきだろうか、と半はん眼がんで思ったときだった。

「うふふ、やってるねっ。こんちわー」

「往来で恥はずかしすぎるわね。他た人にんのふりをしましょう、サヴェレンティ」

　そこには白しら穂ほとサヴェレンティが到着していた。サヴェレンティも、今日きようはさすがにメイド姿ではない。しかしフィアがまず気になったのはサヴェレンティより白穂のほうらしく、

「シラホ！　いいところに来た、補習仲間としてぜひこいつに何か一言──」

「か、勝手に仲間にしないで。知らないわよ」

　ぷい、と顔を背そむける白穂。サヴェレンティから少しばかり話を聞いたところ、白穂は前回のように全教科赤点という伝説を作ることは辛かろうじて免まぬかれたらしい。二、三個とはいえ、赤点を回かい避ひできたのは確たしかな進歩だと思う。本人の努力と心こころ優やさしい恋人のサポート、そして錐霞が勉強のコツを丁てい寧ねいに指し導どうした結果だろう。

「……ああ、人間。一つ言っていいかしら？　私はね、サヴェレンティと遊びに来たのよ。そこにたまたま貴方あなた達がいたというだけ。一いつ緒しよに来た友達なんかじゃないなら、手加減の義理はないわ……いやらしい目でサヴェレンティや私の水着姿を見たりしたら、その瞬しゆん間かんに悲鳴をあげて監かん視し員いんを呼ぶつもりだから覚悟しておくのね。無む駄だな言いい訳わけをしながら事務所に連行されていく典型的な変態の姿を見るのがとても楽しみだわ」

「勝手に人を変態にするな！」

「はぅぅ。変態さんだったのですか……！　たとえどんな目で見られようと、負い目のある切子に文句は言えないのです……ああっ、それ以上のことは、せめて人のいないところで！」

「そしてお前はいつ来た!?」

　小さすぎて気付かなかった。ふるふるふる、と切せつ子こは相変わらず子犬のように怯おびえた目で震ふるえている。

「さ、さっきです。すみません、来る途と中ちゆうでちょっと、方向オンチな切子としては当然に迷いかけてしまいまして……少し遅れてしまいました。でも、こんなこともあろうかとポーチに《空洞地球ホロウアースコンパス》を忍ばせておいてよかったです。南なん極きよくにある地下大空洞の入り口を示すあのコンパスで方角を確たしかめてなかったら、今いま頃ごろどうなっていたことか……！」

「それ、実は普通のコンパスとあんまり変わらないんじゃ……ま、まぁいいや。今が待ち合わせ時間ピッタリぐらいだろ、別に全然気にしないで大丈夫だぞ」

「は、はい、ありがとうございます……」

　そこでフィアが切子に気付き、このはをからかうのを止やめて駆かけ寄ってきた。

「おお、セツコ！　よく来たな！」

　走ってきた勢いのまま、いぇーい、とフィアが切子に両手ハイタッチ。満面の笑え顔がおで、本当に嬉うれしそうだ。勿もち論ろん、切子も頰ほおを緩ゆるめながらそのハイタッチを控えめに受け取っていた。おそらく同じことを自分がやったら「はぅ、謎なぞの構え！　その両手で、今から切子の身体からだをダブルに弄もてあそぶつもりなのですね……!?」とか怯えられるだけだろう。別に二人ふたりの仲がいいのを羨うらやむつもりはないが、なんとなく複ふく雑ざつな気分だ。

「き、来てしまいましたー。というかこのたびは、誘っても面おも白しろくもなんともなくて目障りなばかりの切子ごときをお招きいただき……」

「なに、約束だったではないか。お前を誘わずにどうする。ああ、一応聞いておくが、昨日きのうからの様よう子すはどうだ？」

　フィアが切子の顔を覗のぞき込むようにして聞く。

「はい、もうおかしなことはなんにも……《開運クトゥルフおみくじ》でも《水晶玉ボウリング占うらない》でもいい結果ばかり出ましたし！　今まで本当にお世話になりました……！」

「む、むぅ。占いのことはよくわからんが……何もなかったとすると、どうやら本当に策は上う手まくいっていたようだな。騙だまされたことに気付いているなら、ここまで時間を置く理由がない。ま、もし万が一にも今後何かあったらすぐ連絡するのだぞ。一いつ瞬しゆんで駆けつけてやるわい」

　そこでフィアは切子の耳元に顔を近付け、ぼそぼそと、

「……ところで、アレだ、大丈夫なのか？」

「はぅ。ワンピースの水着なので、全然大丈夫だと思いますです……お気き遣づかいすみません……」

　などと二人で内ない緒しよ話ばなしを始めた。よくわからないが、仲良くなれば秘密の一つや二つできるものだろう。春はる亮あきは特に気にしないことにした。今は他ほかに気にすべきことがあったからだ。

「とにかく、これでだいたい揃そろったな。残るは一人ひとりだが……」

　ちら、とフィアが横目でこちらを見上げてくる。

「どう返事したかってのは聞いてないけど……来るような気はしてる」

　切せつ子こには悪いが、ある意味、彼女をダシにしたような部分もある。そして誘いは理事長を経由してのものだった。そもそも事の発ほつ端たんはあの人なので、勿もち論ろん快く協力してくれた。この打ち上げのことも、切子が来ることも、伝えてもらっている。だから、きっと──

「……ほらな」

　しばらくして現れたのは、いつものジャージにスコップという、春はる亮あき達以上にこの高級ホテルには似合わない人物。潰かい道どうは一歩一歩、まるで決けつ闘とう場じように向かう武士のような気配けはいでゆっくりと近付いてきて、

「──この一団には問もん題だい児じが多い。だから引いん率そつをしろと、理事長に言われた。聞いているとは思うが」

　春亮の前で足を止めるなり、そんな建前を呟つぶやいた。ちなみに、体育祭の優ゆう勝しよう賞しよう品ひんは白組の先生達にも配られており──それを未いまだに使っていないのが潰道しかいなかった、というのも理事長が彼女にその指令を出した建前になっている。

　ちらりと、潰道の目が動く。その視し線せんを受けた切子が「お久しぶりです……」とはにかむように笑うと、「……ああ。息そく災さいそうで何よりだ」と言葉を返していた。意い識しきしてそうしているような無表情で。

　表情を消していたのはフィアも同じだった。けれどすぐに、

「よし、やっと全員揃ったな！　では行こう、時間が惜しい！」

「急がんでもプールは逃げねえって……他ほかの人もいるんだから、あんまり騒さわがしくすんなよ」

　歩き始める。春亮は意識的に歩ほ調ちようを緩ゆるめ、一団の最後尾にいた潰道に並んだ。

「……来てくれて、ありがとうございます」

　あの日以来、話すのは初めてだったが、彼女はちらりと視線、そして言葉を返してくれる。

「理事長に言われた故ゆえだ。それ以外の理由はない」

　潰道のほうがそう言っても、春亮は彼女に感かん謝しやする。とりあえずはこの場所に来てもらわないと何も始まらなかったのだから。

　あの夜、潰道がフィアの手を打ち払った理由は聞けなかった。けれどフィアが自室に走り去った後、どこか愕がく然ぜんと自分の手を眺めていた潰道の姿からは──それが彼女にとっても意図しない、思わずやってしまった行為なのだろうと想像できた。ならばまだ関係修復のチャンスはある。フィアとの関係が本当にどうでもよければ、あのような顔などしないはずだ。

　しかしそのためにどうすればいいのかは依然としてわからなかった。わからなかったから、春亮は原点に立ち返ることにしたのだ。つまり──改めて、普通に距きよ離りを縮ちぢめてみよう、と。フィア達にも、普通に距離を縮めてもらおう、と。それしか思いつかなかった。

　いくら苦にが手てといっても、仕方なく話しているうちにいつのまにか苦手感が弱まったり払ふつ拭しよくされたりすることもあるだろう。勿もち論ろんそれは希望的観かん測そくで、逆にもっと苦手感が強くなるという可能性も考えられるが──あの夜のことを考えるなら、あれ以上の底はないはずだ。

　そう、簡かん単たんに言ってしまえば。

　もう怖こわいものはない、と春はる亮あきは開き直っていたのだった。

　だから潰かい道どうもここに呼んだ。たった一日という時間では何も変わらないのかもしれない。それでもやらないよりはいい。彼女との付き合いは、今日きようだけでは終わらないのだから。

「まぁ……その、理事長の言う通り、あいつらいろいろ問もん題だい児じなんで。いろいろ様よう子す見ててもらえると助かります。ヘンなことしてたらビシバシ叱しかってもらってもいいですから」

　春亮が言うと、

「──善処する」

　いつもの気き真ま面じ目めな顔で、潰道はそう返した。
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　ホテルは二十階のフロアがまるごとレジャープールのゾーンになっていた。その一階下の十九階もプールフロアではあるが、そこは競きよう泳えいやシンクロ、飛び込み競技などの専門的な施設で、大学や社会人クラブの合宿などに使われているらしい。一般開放はされていないようだった。

「ふーん。ま、どうせ飛び込みとかは怖こわくてできないからどうでもいいや。ええと、このフロアは……《特色ある五個のエリアに分かれています！》か……」

　何の変哲もないトランクス型水着に着替えた春亮は、手持ち無ぶ沙さ汰たに壁かべの案内板を眺めていた。一人ひとりで男子更衣室を出てからもうかなり経たっている。どうして女の着替えはこうも時間がかかるのだろう。

　やはり量よりも質で勝負する施設なのか、他ほかの客はそれほど多くはなかった。けれどまったくいないというわけでもなく、背後のプールからは水が跳はねる音や談だん笑しようの声が届いてきている。それを聞くだけで春亮も多少はワクワクしてくるのだが、一人でプールに突入しても虚むなしいことこの上ない。テンションの上がったフィアあたりが今後迷子まいごになる可能性を予測して、フロアの見取り図を今から頭に入れておくことにした。

「ここが《スタンダードエリア》で……ええと、隣となりが……」

　このフロアはそれぞれ二等辺三角形をした五つのエリアに分割されているようだった。建物自体が五角形をしているので、中心から各頂点にナイフを入れて五分割した形だ。見取り図で見て一番下にあるスタンダードエリアから、時計とけい回まわりに、ファミリーエリア、ジャングルエリア、スライダーエリア、コーストエリア。それぞれにそういう名前がついている。このスタンダードエリアだけは更衣室や受付、エレベーターホールなどを含んでいるので、他ほかよりも面めん積せきは小さめだ。

　どういうプールがあるのかな、とさらに案内板を見ようとしたとき、

「み、み、水だー！　水だらけだ！」

「当たり前です、プールなんですから。他のものが入ってても困ります」

「お酒とかが溢あふれてるプールじゃったら、それはそれで楽しそうじゃけど」

「……前言撤てつ回かいさせてください。ええ、それはそれでちょっと楽しいかもですね……？」

　などというフィア達の声が近付いてくる。やっとかよ、と春はる亮あきは嘆たん息そくしながら振り返り──

　どきん、心しん臓ぞうを跳はねさせた。

　勿もち論ろん、そうなるのが当然だった。理解はしていた。だが実感はしていなかった。見知った彼女達が揃そろって水着になっているという光景は、なんというか、やっぱり……どきん、とするものなのだ。

「な、なんという目だ……ハレンチ小僧め！　わかってはいたが、本領発揮ということか！」

「よし、その発言に文句を言う前に聞いとくぞ。フィア、そのスク水はどこで手に入れた」

　そう、フィアが着ているのは──実にスタンダードなスクール水着だった。野や暮ぼったい紺こん色いろと輝かがやく銀ぎん髪ぱつに白い肌が素す晴ばらしいコントラストを作っているような、そうでないような。

　水着なら大丈夫だ、とフィアはこのプールの予定を決めたときに言っていた。あまりに自信満々だったので、てっきり黒くろ絵えあたりに借りるか買ってもらうかで話がついたのだろうと思っていたが──

「これはだな、文化祭の後で記念として貰もらったのだ。カナの先せん輩ぱいとかいう女からな。少しばかり屋台を手伝てつだってやったから、そのお礼も兼ねて、ということらしいぞ」

「そういや、水泳部の客引きしたって言ってたっけな……しかしスク水は……」

「な、何か変なのか？　水着は水着であろう!?　クロエにも一応聞いてみたのだが、『是ぜ非ひそれで行くべき』と言っておったのだぞ！　見ろ、お揃いなのだ！」

　さっ、とフィアが黒絵の腕を摑つかんで前に出す。春亮はまたも嘆息した。黒絵が着ているのは白いスク水だった。噂うわさに聞いたことはあるが、本当に売っているものだったのか。

　黒絵はいつものぼんやり眼まなこのまま、

「……２Ｐカラーです。ふぃっちーとセットでお楽しみください」

「いや、意味わかんねえし」

　まあいい。子供は子供っぽい水着で丁度いいのだ、と思うことにしておこう。

　嘆息したとき、ふと、もじもじと身を捩よじっているこのはの姿が目に留とまった。眼鏡めがねでビキニだ。完全無欠のビキニだ。小さな三角の布が上下ともに紐ひもで結ばれており、なんというか──いろいろ零こぼれそうになっている。

「あ、あの……春亮、くん。じっと見られるのは……恥はずかしいん、ですけど。その、おかしく、ないですか……？」

「お──おかしくはないぞ。全然ないぞ。に、似合ってると、思う。すごく」

　ぷるんぷるんと春亮が首を横に振って言うと、このははほっとしたように息を吐はいた。そこにもぷるんぷるんという擬ぎ音おんが生まれた。
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「そ、そうですか。ならよかったです。ちょっと、大だい胆たんすぎちゃったかなって、思わなくもないんですけど……買っただけで今まで着てなかったし、丁度いいかなって感じで、その……似合ってる……うふふ……頑がん張ばった甲か斐いありました……！」

　なぜか含み笑いしつつ後ろを向いて、小さくガッツポーズ。よくわからないが、そんなに喜んでくれるのなら褒ほめた甲斐もあるなと思った。一方フィア達は「クリーチャーがその完全体の姿をついに……」「地球侵略の第一歩……救えるのはうちらのみ……」とかそんな感じの同盟会かい議ぎをぼそぼそと繰くり広げていた。

　次に更こう衣い室しつから現れたのは、サヴェレンティと白しら穂ほだった。サヴェレンティはチューブトップにボーイズレッグのアンダーという組み合わせで、白穂はお洒落しやれなホルタービキニにローライズ。本人のポテンシャルもあり、正直なところ、どこかのモデルのようにしか見えなかった。

　だが彼女にとっては自分よりも恋人がどう見られているかのほうが重要らしく、

「お待たせー！　さあ、もりもり遊ぶよー……って白穂、どうしたの？」

　さっ、と白穂がサヴェレンティの前に出て、こちらの視し線せんを瞬しゆん時じにブロック。ちっ、と聞こえるように舌打ちしてから、

「……死ねばいいのに」

「え、白穂、機き嫌げん悪い？　ボク、何かしちゃったかな……」

「違うわよ──貴女あなたがこれ以上なく可愛かわいすぎるから、私以外の誰だれにも見せたくないだけ。私の許可なく貴女を見た人間は皆死ぬ奇病とか流は行やり始めないかしら。今すぐ」

　不ふ貞て腐くされたように言う白しら穂ほ。サヴェレンティは満面の笑え顔がおになって、彼女を背後からぎゅーっと抱だき締しめた。ある意味いつも通りの二人ふたりだ。

　そのとき──恐る恐る、といった感じの足音。そちらを向くと、

「あ……」

「な、何だ。何か言いたいことがあるなら言え！　そんな珍ちん獣じゆうを見るような目でじろじろと見られるのは、その……ば、馬ば鹿かげている！」

　錐きり霞かだった。勿もち論ろん、フィア達と比べれば露ろ出しゆつ度どは段違いだ。上半身には、濃こい色をした厚手のＴシャツ。サイズも少し大きめで、その下に着ているものの姿を完全に隠かくしている。腕の部分はどうやら肩かた口ぐちあたりまで強引にずらして上げているらしい。そして下半身は自然にパレオを巻いており、これもその下にある黒革を上じよう手ずに隠かくしきっていた。

　それは彼女にとってギリギリの姿なのだろう。春はる亮あきとしても、彼女がこれほどまでに足や肌を剝むき出だしにしているのは見たことがなかった。いや、彼女にとっての全裸というのは何回か見てしまったことがあるのだが──隠そうとしたうえでギリギリの太ふと股もも、というのはまた別の存在感があるわけで……

「も、もう一度言うぞ。馬鹿げている！　こんな私の恰かつ好こうなど、見ても楽しくないだろう……」

「いや、楽しいとか楽しくないとかじゃなくて……新しん鮮せんだな、って。うん、似合ってるぞ、いんちょーさん」

　正直に答えると、錐霞はふいっと真まっ赤かになった顔を背そむけた。「馬鹿げている……馬鹿げている……」とひどく恥はずかしそうに呟つぶやきつつ、下半身のパレオを無意味に弄いじり始めた。

「んむ、それならばっちりだぞ、キリカ。似たような恰好の奴やつも他ほかにおるし、水着でなくとも全然おかしなことはない」

　フィアが言うと、錐霞ははっと気を取り直したように顔を上げた。

「そ、そうか。ありがとう、フィアくん」

「しかし……その恰好では泳げなくはないか？　よいのか？」

「それはまぁ、最初から考えの外だよ……夜や知ちにも言ったが、プールサイドにいるだけで結構楽しそうだぞ」

「そういうものか。だったらよいが……さて、また遅いのはあの二人だな……」

　と首を回していたフィアが、ぽかんと口を開けて動きを止めた。春亮もその視線を追ってみる。同じように口を開けることになった。

「はぅ。すみません、遅れましたです……」

　切せつ子こはスカート付きのワンピース水着を着ていた。小さな身体からだにはよく似合っているものの、似合いすぎていて本当に子供のようだった。だが正直、目に留とまっていたのはその切子の姿ではない。彼女の隣となりにいた人物だ。

「……すまぬ。受付がこれに文句を言ってきて、時間がかかった。理事長の名を出したらなんとかなったが」

　スコップを担いでいるのはもうどうでもいい。注意する気にもなれない。だが──

　どうしてその水着は誰だれよりも面めん積せきが少ないのか。布というより全面ヒモ的なのか。情じよう熱ねつ的てきに真まっ赤かな色で、際きわどいＶ字を執しつ拗ようなまでにアピールしているのか……！

　その姿を見るなり「なっ……方向性がカブったうえに負けた……!?　わ、わたしの大だい胆たんさの意味はいったい……!?」とフラフラし始めたこのはを視界の端はしに見つつ、聞いてみる。聞かざるを得ない。

「あ、あの、先生。その水着は」

「これか。自分は水着を所持していなかった。さらに如い何か様ような水着が的てき確かくかについても無知だった。故ゆえに、北ほう条じよう保ほ健けん医いに選えらんでもらったのだ」

　あの人の仕し業わざか……！

　ダルそうな眼鏡めがね保健医の顔を一斉に思い出す春はる亮あき達に、潰かい道どうは僅わずかに怪け訝げんそうな目を向け、

「……何か問もん題だいがあるのか？」

「えと、その露ろ出しゆつ度どはいろいろまずいような気がしません、か……？」

　潰道は軽く自分の身体からだを見下ろした。そして、

「──いや。水着とは水中での動作確保のために着用するもの。これは実に見事な軽量化が図られており、その意味での不ふ都つ合ごうは皆かい無むだ。自分は別に気にしない」

「気にしてくださいぃぃぃっ！」
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　第一のチャレンジ。素す。

「ぐふがぼごぼぼぼ」

　第二のチャレンジ。ビート板。

「とうっ……ぐふがぼごぼぼぼ」

　第三のチャレンジ。浮うき輪わ。

「お、おおっ……！　やったぞ、浮い……ぐふがぼごぼぼぼ」

　そして、第四のチャレンジ──

「み、見ろ春亮！　泳げたー！」

「泳げてねぇぇ！　そりゃお前が浮き輪と合体してるだけだ、お前・イン・浮き輪！」

　フィアはじたばたと水面でバタ足をしていた。しかし春亮に見えているのはほとんど彼女の指先と足の裏だけだ。二ふた桁けたにもなろうかという数の浮き輪を身に着けているその状態は、もはや泳いでいると言うよりは水面を浮かぶ筒つつにただ身体からだを突っ込んでいると言ったほうが正しい。

「申もうし訳わけありませんがお客きやく様さま、あまり一人ひとりで多量に浮うき輪わをお借りいただくのは……」

「す、すみません！　ほらフィア、とりあえず上がるぞ！」

　声をかけてきた監かん視し員いんにぺこぺこと頭を下げ、フィアを引っ張り上げる。フィアが勝手に持ってきていた無料浮き輪を元の場所に返させると、

「……むー。いいではないか、ちょっとくらい」

「いいわけねぇだろ。ま、いきなり普通のプールは無理があったな……お前には隣となりのファミリーエリアに行くことを勧すすめるぞ。子供用の浅〜いプールとかがお似合いだ」

「子供扱いするな、呪のろうぞ！　私にはもっと大人おとなっぽい雰囲気のプールがふさわしい！」

　ぷんすか、と歩き始めたフィアを追う。だが彼女は横手の壁かべに作られていた縦たて長ながの小窓を見て、「ん？」と足を止めた。そこはホテルの外側ではなく、中心部に向いた窓だ。このフロアはどうやら五つのエリアに囲まれたその中心部が吹ふき抜ぬけ的になっているらしく、その窓からは一つ下の階にある飛び込み用のプールが見えていた。飛び込み台には高さが必要なので、こういう作りになっているのだろう。

「ううむ、大人っぽいとはいっても、あれは勘かん弁べんしてほしいな。実に自殺的だ。誰だれがあんな競きよう技ぎを考えたのだか」

「確たしかに、あの飛び込みプールの深さはお前にはリアルに自殺的だな。お前の重さじゃ、どう考えても落ちたら浮かび上がってこられな──」

「う、うるさい黙だまれ呪うぞ！　ほれ、他ほかのプールに行ってみるのだ！」

　無人の飛び込みプールを眺めていても面おも白しろくはないので、また歩き出す。ここは最初にいたスタンダードエリアで、主おもに25ｍや50ｍのノーマルなプールが売り物だ。他にも、掘り込み式ではなく床上に出っ張った形で作られているジャグジー風ふうの小型プールがあり、そこを見てみると、

「あ……気持ち、いい、ですぅ……ところで、それ、大丈夫なのですか？」

「心配無用。防水だ」

　そのお風ふ呂ろ気分のジャグジーには切せつ子こと潰かい道どうが肩を並べて浸つかっていた。何が防水なのかは言うまでもない。そこに丁度このはが現れ、

「ええと……ご一いつ緒しよしていいですかね？」

　切子はすぐに笑え顔がおで頷うなずいた。だがこのははまだもう一人ひとりの返事を待つ。すると、腕組みして湯に浸かっていた潰道の片目がちらりと開き、

「……構わぬ」

「そ、そうですか！　では失礼して……あ、このごぼごぼが、気持ちいい、です、ねぇ……」

　このはも頑がん張ばってくれているのだ、と思った。あんな感じのちょっとした会話でも、積つみ重ねれば。何かが変わるのかもしれない。

　こいつにも少しは見習ってほしいなあ、と隣となりを見やるが、そこには既すでにフィアの姿はなかった。呆あきれるような半はん眼がんで、このはの背後にいた。

「なんとまぁ……年寄りくさいというか、なんというか」

「きゃあ！　フィアさんですか、聞き捨てならないことを……！　あなたも入ってみればわかりますよ、この気持ちよさが！　入りなさい、そして今の発言を撤てつ回かいしなさい！」

　このはが軽く腰を浮かせて振り向き、ジャグジーから上半身を乗り出してフィアに顔を近付ける。前傾姿勢なので、顔だけでなくむちむちぷるんとしたその胸の谷間も見せつけるようになっていた。フィアが気け圧おされたように小さく身を退ひき、

「うっ……」

「この気持ちよさを体たい験けんもせずに文句を言うなんて許せませんね。さあ！」

　さらにこのはが身を乗り出し──同じくさらに、フィアにその谷間が接近。

「うううっ……」

　そしてフィアはついに、ぐぐいとなおも近付いてくる谷間の圧力に負け──

　キレた。

「むがーっ！　目め障ざわりすぎて限度を超えた私のイライラが貴き様さまの弱点を暴あばく！　見えた、貴様はアッパーに弱い！　くらえ！」

「ひゃんっっ!?」

　言葉通りのアッパーカットだった。垂直に突き上げられたフィアの腕は、ずぼっ……と、

　このはの胸の谷間を貫通する。

「お、おおう……かつて感じたことのない、この不可解で苛いら立だたしい手て応ごたえ……」

「きゃあっ！　ふ、フィアさん、抜きなさい！　抜いてくださいよ、早く！」

「抜きたいところだが、死なばもろともだ！　フフ、動けまい！」

「動けません！　動けませんから早くー！」

「くくく。こうすれば貴様はさらに困るのだろうなぁ。上〜、下〜、上〜……！」

「あ、あんっ……止やめて、ください……！　ずれますー！」

　フィアは一息にその腕を引っ張ってこのはに致ち命めい傷しようを与えるのではなく、じっくりたっぷり緩かん慢まんに苦しめることにしたようだった。このははもはや必死の形ぎよう相そうで水着を押さえているばかりだ。

　勿もち論ろんそのとき、春はる亮あきは全力で他人のふりをしていた。




　──それは、無言でその建物を見上げている。

　ほぼ正五角形をした、二十階建ての威い容よう。幾き何か学がく的てきに一部の隙すきもなくデザインされた、曇くもり一つない銀ぎん色いろの外がい壁へき。

　感心した。

　この国の建物は基本的に綺き麗れいだ。無む機き質しつではあるが、それなりに好感が持てる。

　それから見たのは、ホテルの正面入口。そこも綺麗に掃除され、ゴミ一つ落ちていなかった。素す晴ばらしいとは思うものの、さすがにそこからは入れない。

　だからそれは入れる場所を探して歩き始めた。

　顔の布をふわりと揺ゆらしながら。
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　コーストエリアは、建物の外側に向かって人工の海のようなプールが設置されていた。勿もち論ろん周期的に波が立ち、壁かべには南国の海と空がペイントされている。ご丁てい寧ねいにも陸地側は砂浜だ。

　そこに立っていた錐きり霞かが、手中のものを掲かかげながらぎらりと目を細めた。そして、

「いくぞ。古こ今こん東とう西ざい──《高級な食べ物》。キャビア」

　ぽーん、と打ち上げられるビーチボール。フィアが反応早くそれを拾い、

「こ……高級おせんべ！」「松まつ坂さか牛ぎゆうのステーキ！」「ウニ！　ボクは食べたことないけど！」

「……今度、お寿す司し食べに行きましょうね。フカヒレ」「近おう江み牛ぎゆうのステーキ！」「こ、高級ゴマおせんべ！　死ねウシチチ！」「わたしばっかり狙ねらって──ってはいはい、物言い！　さっきからフィアさんのはおかしいです！」「なにおう!?　高級な食い物などあんまり知らんのだ、仕方ないだろう！　文句を言うならば何か貴き様さまの金で食わせろ！」……

「元気だなあ……」

　春はる亮あきは人工砂浜に座ってそのビーチボール合戦をぼんやり眺めていた。さっきまで参加していたのだが、体力が尽きてきたので休きゆう憩けいモードに入っていたのだ。まだ参加しているのはフィアにこのは、サヴェレンティと白しら穂ほ、そして錐霞──錐霞は砂浜付近に位置取りしているので、濡ぬれる心配もなく楽しんでいるように見えた。サヴェレンティやフィアなどは腰まで水に浸つかってじゃぶじゃぶしながらだが。

　切せつ子こや黒くろ絵えは今まで「頑がん張ばってください、フィアさん〜！」とか「ボールがこのさんのとこで瞬しゆん間かん的てきに三つに増えるよ。惑まどわされるなー」とか適当に一同を応援していたのだが、少し前からその声は止やんでいる。今は何してんのかな、とふと春亮が横を見ると、子供っぽい二人ふたりは揃そろって浜にしゃがみ込み、砂でピラミッドを作っていた。本当に子供か。

「おお……素晴らしい。せっちー、次は定てい番ばんの城でも作らん？」

「あ、いいですねー。でも、結構砂がいるような気がするんですけど……あ」

　ざっくざっく。

　切子が周囲に視し線せんを向けるのと同時だった。潰かい道どうが無言で砂浜にスコップを突き立て始める。初めて本来の役割で使われるところを見た。近くに監かん視し員いんがいたのでどうかと思ったが、彼は何やらいろいろ諦あきらめた表情でちらりとその潰道の姿を見やっただけだった。最初に理事長の名前を出したことで何かＶＩＰ待たい遇ぐう的てきなものになったのかもしれない──《危険。関かかわるな》的な指令だったのかもしれないが。

「……この砂を使え」

「あ、ありがとうございますー！　これで楽にできそうですね！」

　切せつ子こが嬉うれしそうに言い、黒くろ絵えもいつものぼんやり眼まなこで潰かい道どうを見上げた。

「ありがとお。一いつ緒しよに作る？」

「遠えん慮りよしておく」

　潰道が踵きびすを返しながら答え、「……そう」と、黒絵はどことなくしょんぼりとした気配けはいを滲にじませて視し線せんを落とす。だが潰道の背中が発した次の言葉で、その頰ほおが微妙に緩ゆるんだ。

「……出来上がったら見よう。城は自分も興きよう味みがある」

「もちろん。精根込めて作り上げちゃるよ……精巧な安あ土づち桃もも山やま城じようを！」

「うむ」

「えっ!?　お二人ふたりが分かり合えてるってことは、西洋風のお城だと思ってた切子が少数派なんですかっ……!?　やっぱり切子はダメダメです……！」

　ダメじゃないぞ、と春はる亮あきは思った。先刻のジャグジーも、今のことも。切子がこのはや黒絵を触れ合わせる緩かん衝しよう材ざいの役目を果たしてくれている。

　実のところ──このプールに誘ったとき、春亮は彼女に一つのお願ねがいをしていたのだった。潰道先生はほっとくと一人ひとりで地じ蔵ぞうモードになりかねないので、できるだけでいいから遊びに誘ったり話を振ったりしてもらえると助かる、と。それはきっと、春亮達ではなく切子だからこそできることなのだ。フィア達と潰道が触れ合うきっかけとなる、楔くさびの役割。快く引き受けてくれて本当に助かっている。

　そんなとき、海プールのほうから、

「と、届くかなっ？　とおっ！　……あ、あれっ!?」

　ざっぱーん！　という水音と、サヴェレンティの声。どうやらボールを追いかけて水にダイブしたらしい。だが様よう子すがおかしかった……ボールは辛かろうじて弾はじいたのだが、サヴェレンティは慌あわてた様子で足元を見回していた。砂浜のほうに背中を向けたまま、そしてなぜか両腕は身体からだの前でずっと組んでいるようであり──

「さ、サヴェレンティ、どうしたの？　って、まさか……！」

「ん？　どうしたのだ、どこか怪け我がでもしたのか？」

「違いますよ！　いつものベタなドジに決まってるじゃないですか、大変です！」

「あ、あはは……上がどっか行っちゃったー」

　首だけを動かして振り向き、愛あい想そ笑わらいするサヴェレンティ。対照的に白しら穂ほはまるで「今から巨大隕いん石せきが衝しよう突とつして地球は滅亡する」と聞かされたようにさっと顔を青くし、しかし一いつ瞬しゆん後にはその隕石を単身破は壊かいしに出しゆつ撃げきするパイロットのような使命感を抱いた目で、
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「サヴェレンティ、絶対そこから動いちゃ駄だ目めよ！　こっちも向かなくていいから！　水着は私が探すわ！　そこの眼鏡めがねの貴女あなた、沖に流れてないか探して！」

「わかりました！」

「貴女は岸に流れ着いてないか見て！」

「あ、ああ。わかった」

　と、水に入れない錐きり霞かが頷うなずく。残ったフィアが「わ、私は!?　私はどうすればいい!?」と白しら穂ほの焦あせりが伝染したようにおたおたしながら言うと、白穂はキッとさらに瞳ひとみを鋭するどくし──なぜか春はる亮あきのほうをびしりと指さした。

「貴女はあのいやらしい人間の目を潰つぶして！」

「了解だ！」

「了解するなっ!?」

　突進してくるフィアから逃げようと、春亮が腰を浮かせたときだった。

「あっ。あったー！」

　サヴェレンティが白穂の努力を全すべて無む駄だにしていた。高く掲かかげたその手には、足元から拾い上げた自分の水着。その顔は満面の笑えみ。勿もち論ろんばっちりとこっちを向いているので、やはりばっちりとその剝むき出だしの胸が春亮の目に飛び込んできて──

「えっと、よく考えたらどっちでもいいようにってこういう水着にしてたんだったよ。別に焦あせることなかったねっ」

　そう、剝むき出だしの。フィア以上に真まっ平らな、

　少年モードになったサヴェレンティの、胸が。

　春はる亮あきはほっと安堵の息を吐いたが。

「……なぜかしら。より許せない気分になったわ。だからやっぱりその人間の目は潰つぶして」

「うむ。男でもハレンチな気がするな。任せておけ」

　理り不ふ尽じんすぎる。




　建物の裏手は、正面よりは多少雑然としていた。業者に回収されるのを待っている段ボール箱ばこ。植え込みの土に混ざった雑草。風で舞まい込んだらしきビラ。

「掃除人は何をしている……？　許せん。箒ほうきはあるが、時間がな……」

　そんなことを、それは不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやいた。

　裏口に近付く。当然ながら警けい備び員いんがいた。それの普通ではない服装を見やり、警備員はこれが何かの撮さつ影えいではないかと疑ったようだった。周囲を見回すその男にそれは歩み寄り、

「──《geist》」

　光。そして、ばじっ、と弾はじけるような音。

　その異常が過ぎ去れば、そこにはもう警備員の姿はない。

　消えていた。




　　　　[image: ]




　スライダーエリアはその名の通り、何種類ものスライダーが設置されている派は手でなエリアだ。角度の急なもの、ぐるぐると複ふく雑ざつに回っているもの、透明チューブ風ふうになっているもの……そんな他種多様のスライダーが、普通に泳ぐということができないフィアにはいたくお気に召したらしい。何度も繰くり返して滑すべり降り、さらには新たな楽しみを見み出いだしたようで、

「秘技・スクリュー降り！　うはははははは！」

　横方向にギュルギュル回転しながら滑り落ちてきたフィアが、浅いプールで激はげしい水みず飛沫しぶきをあげる。ぶぱー、とすぐにその濡ぬれた銀ぎん髪ぱつが水中から起き上がり、

「どうだ、見たか春亮！　セツコとクロエの協力を得て完成したこの荒あら業わざ、とても常人には真ま似ねのできぬ……おお、ふらふらするぅ……!?」

「あんなに回ったら当たり前だろ。ったく」

　スライダーの進入口が集まっている台の上では、新技の成功を喜ぶかのように黒くろ絵えと切せつ子こがぱたぱたとこちらに手を振ってきていた。今の激はげしい螺ら旋せんのベクトルは、滑り降りる直前に彼女達がフィアの身体からだに横回転を加えることで生まれていたらしい。頑がん張ばりすぎな協力技わざだ。二人ふたりの背後には彼女達を見守るように潰かい道どうも立っていたが、彼女すらどこか呆あきれた目をしているような気がする。

「うむー、うちらは恐ろしい技を編あみ出してしまった。でも今のも一個だけ惜しいところがあったねぇ、せっちー？」

「ええ……フィアさ〜ん！　ダメですよぅ、技の名前は《ドリル降り》にしないと〜！」

「おう、そうであったな。次からはそうしよう！」

　スライダーの上下でそんな言葉と笑えみが交換され、そして黒くろ絵え達の姿が見えなくなる。自分達もスライダーを滑すべり降りるべく、その進入口へと移動したのだろう。やれやれ、と春はる亮あきは肩を竦すくめながら浅いプールを歩き、まだ水に浸つかったままのフィアの救出に向かう。

「あんまり危ない技するなって……ほれ、立てるか」

「ぬはは、しかしこれは楽しいな！　これだけでも来た甲か斐いがあった……おおお、まだ回る」

「うおう!?」

　手を摑つかんで立ち上がらせようとしたところで、目を回すフィアがくるんとその身体からだを再びプールに倒れ込ませる。けたけたとフィアはまた笑うだけだったが、手を摑んでいた春亮はその転倒の反作用を受け、フィアの重い身体に振り回されるようにして投げ捨てられた。

「ごぼぼ……こら、フィアっ！」

　と浅いプールの中に手足をつき、とりあえず顔だけを上げたとき、

「あ。春亮、危ないぞ」

「へ？　って、どわああぁぁぁ！」

　フィアに投げられたせいで、いつのまにか別のスライダーの真下に移動していた。それに気付くのと同時、滑り落ちてきた誰だれかの身体が激しくぶつかってくる。予想外にもそれはひたすらに布ぬの面めん積せきが小さい水着を着ている人物で、

「……む。すまぬ」

　状況は最悪だった。なぜか先生に押し倒される恰かつ好こうになっているというか、顔を持ち上げなければ溺おぼれてしまうのだけど持ち上げすぎると眼前のアレに挟はさまってしまうというか。そしてやっぱり潰道はそこを気にすることもなく、「……大丈夫だろうか」というような目でじーっと至し近きん距きよ離りから春亮を見下ろしているだけだった。それより早くどいてほしい。

「ふひゃあっ……！　はぅう、怖おそろ楽しいです……どうですか先生、やってみれば意外と楽しくなるものだと思うのですよ〜、って、あれ？」

　続けて隣となりのスライダーから滑り降りてきたのは切せつ子こだ。意外にも運動神経は悪くないらしく、見事な着水姿勢。降りてくるなり目をぱちくりさせた切子に、潰道が呟つぶやく。

「……一理あるやもしれん。だが人をいきなり突き落とすのは感心せん」

「はぅ、すみません……えと、その、そうしないと一いつ緒しよに滑ってくれないかなーっと思ったもので……」

「そ、それより早くどいてくれませんか先生!?」

　切せつ子こが先生を遊びに引き込むためにやってくれたのは理解できるが、下方の確かく認にんはきっちり行ってもらいたいものだ。そんなことを考えつつなんとか先生の下から脱出し、「忘れたころに白い天使が舞まい降りるー」とこちらは完全にぶつかるタイミングを計って滑り降りてきた黒くろ絵えのヘッドスライディングをひらりと回かい避ひしてから、ようやく岸へと退避。しかしそこも完全に安全だとは言い切れなかった。なぜならそこでは錐きり霞かが水に足を浸ひたしており、

「お帰りか。あの露ろ出しゆつ度どの先生と密着できたのだ、さぞ嬉うれしかったのだろう。まったく、馬ば鹿かげている……もう少しで首を絞しめにいくところだったぞ」

「じ、事故だったんだよ、しょうがないだろ!?」

　ふん、と不ふ機き嫌げんそうに錐霞が鼻を鳴らす。苛いら立だたしい誰だれかの顔を蹴けり上げるかのように、プールにつけていた足をばちゃばちゃと動かした。跳はねる飛沫しぶき。浅いプールの上に広がっていく波紋──錐霞の視し線せんはどこかぼんやりとしたものに変わり、それらを無言で見下ろす。

　その視線を見た途端とたん、春はる亮あきの胸の奥で、何かがもぞりと動いた。

「いんちょーさんは……こういうとこ来るの、久しぶり、なんだよな」

「ん？　それはまあ、そうだが。しかしだな、言っておくが、私は毎日風ふ呂ろに入っている。水に浸つかる、などという行為を別に特別視してはいないぞ」

　それは違うだろう、と思った。風呂に入るのと。みんなと一いつ緒しよに来たプールで、みんなと同じように、ずぶ濡ぬれになって騒さわぐのとは。

　もぞり、とまた何かが心で蠢うごめく。我が慢まんできない何かが。春亮は周囲を見回した。その動作をどう思ったのか、

「ほら、フィアくんがまた登っていくぞ。お前ももう一度くらい滑ってきたらどうだ」

「……そうだな。ところで俺おれもさっきのフィア達みたいな大おお技わざを使ってみたくなった。いんちょーさん、暇ひまなら手伝てつだってくれるか？」

「私はこのはくん達がトイレから帰ってくるのを待っているのだが……やれやれ、お前も思っていたより子供だったのだな。テンションが上がるのもわからなくはないが」

　渋しぶ々しぶといった感じで錐霞が立ち上がる。春亮は彼女と共ともに階段を上り、スライダーの出発点へ。今日きよう一番の大仕事に緊きん張ちようしてきたが、ここまで来たらやるしかない。

「で、どうすればいいんだ？　さっきのフィアくんのように回せば──」

「いんちょーさん、ごめん！」

「な!?」

　春亮は背後から錐霞の肩を摑つかみ、そのまま体当たりするようにして、錐霞の身体をスライダーの中に押し込んだ。反射的に凄すごい抵抗が返ってきたので、ままよ、と一緒になって飛び込む。

「こ、こら、夜や知ちっ！　なんという、ことをっ……ひあっ！」

「暴あばれると危ないぞ、いんちょーさん！　うお、速はえぇー！」

　切せつ子この言葉を思い出していた。そう、滑すべってみれば意外と楽しくなる、ものなのだ。二人ふたり分の体重がすぐにスピードに乗り始める。スライダーの中を流れる水で、既すでにどちらの身体からだもぐしょ濡ぬれだ。足の間に挟はさみ込むようになってしまっている錐きり霞かの身体を努めて意い識しきしないようにしながら、ただ重力に身を任せること数秒──

　どっぱーん。

「ふ、あ……やだ……夜や知ちっ！　お前、お前、何をっ……！」

　真まっ赤かになった顔で、しかし瞳ひとみにはまるでこの世の終わりのような絶望感を見え隠かくれさせ、錐霞は両腕で身体を隠かくしてプールの中にしゃがみ込んだ。ずぶ濡れになったＴシャツが身体に張り付いている。パレオはずれて、その下の黒いものをちらりと覗のぞかせている。が、

「大丈夫だって。そんなに目立ってないっつーか、Ｔシャツがあるから、よっぽどじっくり見なきゃわかんないよ。わかっても黒い水着なんだなーって思うだけだって」

「そ、そんなわけが……」

「それにさ、今はなんかあんまり他ほかの客もいないみたいだし。今までずっと見てたけど、同じ学校の生徒達とかは絶対いないな。あと、こんなに立派な施設なんだ、監かん視し員いんの人達にもし見られてもプライバシーは絶対守ってくれるだろ」

　睨にらむような錐霞の視し線せんは離はなれない。春はる亮あきはそれを跳はね返すように笑ってやり、

「それでも、もし誰だれかがじろじろいんちょーさんのこと見てたりしたら、俺おれが一言言ってやるよ。何か文句でもあるんですかって。それは絶対約束する」
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「あ……」

　ふ、と錐きり霞かの目が揺ゆらいだ。それから、その肩がぷるぷる震ふるえ始め──

「ははっ……あははっ……」

　ゆっくりとゆっくりと、身体からだを搔かき抱いだいていた腕を解ほどいて。

　ちゃぽん、とそのまま浅いプールの中に横たわった。大の字になって、水面をたゆたう。

　おそらくは──数年ぶりに。

　ややあって、

「そうだな。考えすぎなのかもしれない。気にしすぎなのかもしれない、な……」

「だよ。不自然に隠かくしてたら余計目立つってこともあるだろ。もっと人が多かったりすれば俺も無理は言わないけど、人はいねぇしＴシャツとかパレオとかが頑がん張ばってるし、全然大丈夫」

「どうでもいいと、思えるのは──とても不ふ思し議ぎだ。今ばかりは、どうでもいい。一番大事なものが、それだけ気にしてさえいればいいというものが、これでいいと言ってくれるのなら……そう、何も気にすることは、ないのかもしれない……」

　その錐霞の言葉はよくわからなかったが。ぷかぷかと浅いプールを漂ただよう彼女は、

「ああ……こんなのは、久しぶりだ。気持ちいい。とても、気持ちいいな……」

　とても自由そうで。

　そして、とても、幸せそうだった。

　いささか強引ではあったが、やってよかったと思える。せっかくみんなでプールに来ているのだ。みんなで楽しく遊べないと、勿もつ体たいないではないか。

「おお、キリカもついに参戦か！　うむ、全然問もん題だいない。にしてもいきなり合体技わざを繰くり出すとは……やりおるな！　負けてられん、春亮、私もやるぞ、合体する！　来い！」

「ちょっと待ってください！　トイレから帰ってみればいきなり看かん過かできない光景を見てしまいましたよ!?　春亮くん、次はわたしと滑すべりましょう！　えと、その、今日きよう初めての滑りは怖こわいのでやっぱり誰だれかと一いつ緒しよでないとダメなのです、だからぜひわたしと合体を！」

　スライダー乗り場から見下ろしてくるフィアと、プールサイドに帰ってきたこのはが同時に言う。そしてお互いに睨にらみ合う。

「え、ええと……じゃあ、お前らが二人ふたりで滑ればいいんじゃねえの……？」

　返事として届いてきたのは、なぜか猛もう烈れつに寒々しいフィア達の視し線せんと。

　ひっそりと笑う錐霞の肩から生まれた、ひどくささやかなプールの小波さざなみだけだった。




「ようこそ、いらっしゃいま……せ……」

「あ、あの……？」

　カウンター越しに、二人の受うけ付つけ嬢じようの首筋に手を伸ばす。二度の閃せん光こう。

　そして残るのは、決して客ではないそれの姿だけ。

　さらにマントを翻ひるがえしてカウンターを乗り越え、スタッフルームに侵入。そこにいた何人かの人間も、同じようにする。これからすることのためには、少なくともこの階にいる無関係な人間は排除しておかなくてはならない。スタッフルームを出て、次は男子更こう衣い室しつ。続いて女子更衣室。さすがに女子更衣室では多少騒さわがれたが、それ以外は問もん題だいなく仕事を済ませる。

　そうすれば、後は中だけだ。まずすべきことは今までと変わりない。ひっそりと、徹てつ底てい的てきに、ただ黙もく々もくと──邪じや魔まなものを排除する。そういう行為を何と呼こ称しようすべきかと言えば、それは間違いなく、

「……大掃除だな。さあ、片付けよう。そして片を付けよう……」

　どこか楽しそうに呟つぶやきながら、それは──

　フォーティーン・クーンズベリは、大掃除をすべきプールゾーンの中へと。

　そして、それが済めば戦場となる場所へと、その足を踏み入れていった。




　　　　[image: ]




「ふはー……結構滑すべったのう。しかしまだ行っておらんエリアがあるな。春はる亮あき、次はジャングルエリアとやらに行ってみようではないか」

「元気だなあ、お前。って、あれ？　なんかずいぶん人が少なくなってないか？」

「そうか？　もともとこんなものだったような気もするが」

　春亮達がいるのはまだスライダーエリアだが、もう周囲に他ほかの客の姿は見えなくなっていた。フィア達の危険行為を注意するのに疲れた監かん視し員いんがぼんやりと嘆たん息そくしているだけだ。

「閉へい館かん時間ってわけでもないですしねえ。やっぱりお値段がちょっとアレだから、量より質でお客さんを選えらんでるんでしょうか……わたし達は招待チケットなんであまりお金も落としてないですけど」

「む、金で思い出したぞ。白しら穂ほ達はまだ帰ってこんのか？」

　そう言えば、と春亮も思う。白穂とサヴェレンティが飲み物を買いに行くと言ったので、ついでに自分達のぶんも頼んでいたのだ。コーストエリアにあった海の家的な売店か、このフロアに入ってすぐのスタンダードエリアにあった売店か……どちらに行ったとしても、こんなに時間がかかるとは思えないのだが。特にこんなガラガラさ加減では。

「サヴェレンティくんのことだ。コケて金をばらまいたとか、コケてジュースを零こぼしたとか、いろいろ失敗しているということも考えられるな」

「はぅ……それはちょっと大変ですねぇ。大丈夫でしょうか」

　錐きり霞かと切せつ子こが心配そうに言い、それを受けた潰かい道どうが、

「……不安ならば自分が見に行くが」

「あ、いいっすよ、先生。どうせジャングルエリアに行くつもりですし、移動のついでにちょっと遠回りして売店を覗のぞいてみましょう」




　桜さくら参まいり白しら穂ほは憤いきどおっていた。ありえない。

「……どうして誰だれもいないのよ！　商売をする気があるのかしら……!?」

　無人の売店カウンターを指先でこつこつ叩たたきながら、白穂は苛いら々いらと呟つぶやいた。もう十分ほども待っているのに、誰も来ないなんて。文句を言ってやろうかと周囲を見回しても、なぜかこのスタンダードエリアには一人ひとりの監かん視し員いんも、そして客すらもおらず、完全な無人状態になっている有あり様さまだった。

「おかしいね。ボク達が気付かなかっただけで、実はここ自体がもう閉店しちゃったとか？」

「そんなわけないでしょう。まだ日が落ちる時間でもないのに」

「えーと、じゃあ、火事とか何かがあって、みんな避ひ難なんしちゃった説」

「サイレンとか非常ベルなんて聞こえなかったじゃない」

　振り返りながら言うと、そうだよねえ、と恋人はいつもの笑え顔がおで頰ほおを搔かいた。ふ、と白穂は表情を緩ゆるめて、

「もう待ちくたびれたわ。諦あきらめて帰って、あいつらに『プールの水でも飲んでろ』って優やさしく言ってやるか──受付まで戻ったらさすがに誰かいるでしょうから、水着のままあそこまで戻って文句を言ってやるかの二に択たくね。どっちがいい？」

「あははは。そうだね、ボクとしては……」

　と、サヴェレンティが口を開いたときだった。

　その背後に突とつ如じよとして現れた影かげに、白穂は目を見開く。

「サヴェ……っ！」

「え？」

　サヴェレンティが振り向くよりも早く、その影が──顔に布を垂たらし、ひらひらした服にマントを羽は織おった影が、その首に手を伸ばす。青白い光がばぢっと弾はじけた。それはスタンガンのような効果を持っていたのか、ふらりと彼女の身体からだがよろめく。だが倒れる寸前で辛かろうじて踏み留とどまり、

「くっ……白穂、逃げ……！」

「耐えた。人ではないためか。だが、それでも──弱い」

　影はもう片方の手を伸ばし、サヴェレンティの首を両手で挟はさみ込むように、再度の閃せん光こうを発する。その謎なぞのスパークで、ついにサヴェレンティは完全に意い識しきを失った。そして、影が自分の服の下にサヴェレンティの身体を押し込むような仕し草ぐさを見せると──

　意識を失ったサヴェレンティの姿が、完全に、消える。

「なっ……！」

　怒り。困こん惑わく。恐怖。数多あまたの感情が白しら穂ほの中に溢あふれるが、その身体からだだけは正直に動いた。誇り高く、彼女らしく動いた。白穂は売店カウンターの上にあったジュースのサーバーを無む理り矢や理りに持ち上げ、眼前の敵へと叩たたきつけようとする。が──

「当然……お前も、弱い」

　意い識しきを失う前に白穂が見たのは、やはり、自分の首筋で弾はじけた光だった。




　そして、春亮達はそれを見る。

　その人ひと影かげの服の下に、白穂の身体が吸い込まれるようにして消えたのを見る。

「なっ……！」

「貴き様さまはっ！」

　ガラス扉とびらを潜くぐってエリア移動した瞬しゆん間かんに見えたのは、信じられない光景。だがそれを信じないものはここにはいない。春はる亮あき達は一斉に身構え、売店の前にいる敵の後ろ姿を睨にらむ。睨まなかったのは、一人ひとりだけ。小さく呻うめくようにして身を竦すくませた、切せつ子こだけ。

　フォーティーン・クーンズベリは、そこでゆっくりと振り返り──

　春亮達の視し線せんをその顔の布で受け止めながら、悠ゆう然ぜんと言った。




「オレの目的は変わらない。一言で片付く……《本物》を、渡してもらおう」







　第四章 「騒そう乱らんが許可される。さらに、」/ "Because we are friends,"
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　このはが手しゆ刀とうを構える。深呼吸しながら、潰かい道どうが震ふるえる手でスコップを持ち上げる。黒くろ絵えは濡ぬれた髪をぴくりと動かし、錐きり霞かは自分の腰のパレオに手を遣やる。そしてフィアは──

「……ちっ」

　自分のスクール水着を撫なでた後、舌打ちを漏もらしていた。さすがにその恰かつ好こうではルービックキューブなど持ち込めない。しかしフィアがそれで臆おくするはずもなく、

「シラホを──どうした！　サヴェレンティもだ！」

「掃除させてもらった、の一言で片付く。ついでのようなものだが」

「ついで、だと……？」

「言っておくが、助けを求めても無む駄だだ。今現在、このフロアにお前達以外の人間はほとんどいない──全員、オレの管理下にある」

　春はる亮あきは歯は嚙がみする。急に人がいなくなったのは、こいつが何かをしたせいだったのか。先刻、意い識しきを失った白しら穂ほがその姿を消したように。

「何をしたんだ!?　みんなはどこだ、無事なのか！」

　不安に駆かられて春亮は叫ぶ。答えてくれるとは限らなかったが、幸運にもフォーティーンはあっさりと答えを返してきた。

「眠っているようなものだ。生きてはいる──今のところは」

「今のところは、ですか。で、あなたをぶっ飛ばせばみんな返してくれるんですかね？」

　このはが殺意漂ただよう声で言うと、

「……オレがそう望めば」

「なるほど。なら、そう望むしかないほど傷いためつければいいだけですが……人ひと質じちのつもりですか。最低ですね」

「途と中ちゆうで邪じや魔まをされるわけにはいかんし、お前達に逃げられても困るからだ。《本物》の在あり処かを聞き出すまでは」

　その単語を聞いて、びくり、とまた切せつ子こが身体からだを震ふるわせた。フィアはそんな彼女をちらりと見てから、嘲あざけるように唇を曲げる。

「は、完全に騙だまされてくれた間抜けだと思っておったがな……どうして気付いた」

　フォーティーンの返答までは僅わずかに間があり、

「……街で見た」

　一いつ瞬しゆんだけその言葉の意味を考え、そして春はる亮あき達は気が抜ける理解に辿たどり着く。切せつ子こはあの偽にせ物ものの首無し人形の材料──クマの人形を、クレーンゲームで取った、と言っていた。筐きよう体たいの中で山やま積づみになっているそれをどこかで見てしまったのだろう。運が悪いとしか言いようがない。

「いえ、あの、違うんです！　何度も言ってますけど切子は本当に持っていなくて──！」

　切子が声を絞しぼり出す。が、フォーティーンは無情にも首を横に振り、

「信じられん。偽にせ物ものまで用意してオレを騙だましたのなら、やはり貴き様さまがあれを持っているに違いない……だからやはり、いかなる手を使っても在あり処かを聞かせてもらう」

「持ってないと言っちょるのに、話の通じん人じゃね。一応聞いちょくけど、どんな手を使うつもりなのかしらん」

「痛覚なき無機物を羨うらやむような拷ごう問もんをしてみるのもいい。女という性に生まれたことを後悔するような恥ち辱じよくを与えてみるのもいい。他ほかには──そう」

　黒くろ絵えの言葉に答えながら、フォーティーンは腕を微かすかに持ち上げる。そこに光が生まれた。だがそれは以前見たような刹せつ那なのスパークではない。もっと巨大で、光という現象のままに存在を続ける──青白い鬼火のようなもの。しかも一つではない。ぱっと見ただけで三個。それは朧おぼろな残像を残しながら、交差するようにすれ違うように、左右の腕の周囲を不規則に漂ただよっていた。

　そしてフォーティーンは、静かな敵意の伝わる声で言葉を続け、

「──仲間の死体の前で聞いてみるというのも、いいな。進んで喋しやべり始めるだろう」

「やってみるのは自由ですがね。後悔することになりますよ！」

「そう言える根拠がわからん。この前の戦せん闘とうでオレの力が量はかれたと思っているのなら大きな間違いだ。まだオレは何も見せていないも同じだというのに」

　刹那──

　不規則だった鬼おに火びの動きが急に変化した。フォーティーンが前に突き出した右手の周囲を、円を描えがくように高速で回る。ときには円の逆側へ直ちよく線せん的てきに移動し、ときには鋭えい角かくに方向転換し、ときには円の内部にもう一回り小さな円を描く。そうして春亮達の視界に刻まれるのは、まるで、複雑な文様が描かれた魔方陣の如き光の残像で──

「……騒そう乱らんを、許可する──《geist》！」

「なんだっ……!?」

　その光の陣の中心。フォーティーンの突き出した手の先から、何かがずるりと現れてくる。テスト前日に見た角材ではない。似ているが、違う。それは角材を遥はるかに大きくした何かだ。いくら四角い棒状のものであろうとも、同じ木材であるように見えても──その数倍の長さと数十倍の太さを具そなえたものを角材とは呼ばない。それは喩たとえるなら、四角い鳥とり居いの足が虚こ空くうから横向きに生はえてくるような異常。

　瞬間、このはがはっと顔色を変え、

「あんなの、手に持てるわけがありません。だったら──撃ってきます！　よけて！」

　このはの予想は正しかった。春はる亮あき達が慌あわててその場を飛び離はなれると、フォーティーンは狙ねらいをつけるように腕を固定し──鋭するどい呼こ気きと共ともに、空間から生はえていたその長大な杭くいを高速で射出した。コンクリートが破は壊かいされる、重くけたたましい音。衝しよう撃げきで床ゆかが激はげしく揺ゆれる。

「……なっ？」

　一つだけ予想外だったのは、その狙いが春亮達ではなく──その遥はるか横。このプールゾーンの入り口に向けられていたことだった。

　射出された巨大物体は入り口の上部に直撃し、そのコンクリートを完全に崩ほう落らくさせている。灰はい色いろの粉ふん塵じんがもうもうと舞まい散る中、崩くずれた壁かべのコンクリートとその巨大杭自体で、更こう衣い室しつや受付へと通じる自じ動どう扉とびらが完全に塞ふさがれてしまっているのが見えた。

「……散らかすのはオレとしても不本意だが、逃げられては困る」

「ふ、ふざけおって！　あれでは取りに行けんではないかっ……！」

　フィアが拳こぶしを握にぎり締しめて呻うめく。フィアが自分の力──似に姿すがたたる偽装立方体エミユレーシヨンを展開するには、あのルービックキューブを媒ばい介かいにしなくてはならない。まずはそれを更衣室に取りに行こうと考えていたのだろう。しかしあの状況ではとても無理だ。全員で力を合わせればコンクリートくらい取とり除のぞけるのかもしれないが、フォーティーンがその時間を与えてくれるはずがない。今の巨大杭があの角材と同じく《倉庫外がい套とう》とかいうものの中から取り出されたものだとすれば、時間が経たてば消えてその分スペースが開くというものでもない──テストが終わった後、どれだけ苦労して庭の角材を片付けたことか。

「憤いきどおるのは自由だが、何が次に取り出されるかを注意したほうがいい」

　フォーティーンが告つげ、再び鬼おに火びが残像を描いて奔はしる。今度は光の陣の中、その光を反射して輝かがやく何かが無数に生まれ、

「っ！　モード《クッショニング宗むね盛もり》！」

　一同の前に飛び出した黒くろ絵えの髪が爆ばく発はつ的てきに広がった。柔らかな盾たての役目を終えたその髪がうねり、巻き取っていたものを床に落とす──それは大小様さま々ざまの透明なガラス片だった。

「うお、あぶねぇ……黒絵、助かった！」

「むー。モリモリ飛び道具を使ってくるね。前のときは使わんかったのに……手加減しちょったのかしらん」

「奥の手のつもりで出し惜しみしてたんじゃないですか。どっちにしろわたしは近付いて倒すだけです」

　そんなことを話しながら、黒絵とこのはが前に進み出る。

「お、おい？　どうするんだ？」

「とりあえず敵の狙いはまだ切せつ子こさんです。だったらまずは切子さんを逃がしましょう」

「そうじゃね。非常口がどっかにあるじゃろ。うちらが足止めしちょる間に探して」

「……私も足止めを手伝てつだおう。《黒くろ河かわ可か憐れん》はある」

　パレオを軽く捲めくる錐きり霞か。ベルトとして正しい位置に黒の革が巻かれていた。パレオを巻き込んで固定するのに使っていたのだろう。

「いえ……上うえ野のさんも、切せつ子こさんの護ご衛えいをお願ねがいします。まだ仲間がいたりするかもしれません。春はる亮あきくんも、フィアさんも──先生も。ここはわたし達だけでなんとかしますから！」

　春亮は二人ふたりの様よう子すを窺うかがう。

　フィアは素す手での拳こぶしを握にぎり締しめていた。その瞳ひとみは単純。戦いたくても戦えないという不満。切子を守るためだけではない。人ひと質じちに取られた白しら穂ほやサヴェレンティ達を自みずからの手で取り戻すことができないのは、どれだけの苦痛なのだろうか。それはきっと、今の自分の胸中と同じだ。

　潰かい道どうもスコップを握り締めていた。その瞳は複ふく雑ざつ。フォーティーンが再び現れた瞬しゆん間かんから、ずっとだった。何かに迷っているように、怒っているように、脅おびえているように──フォーティーンを凝ぎよう視ししたまま、息を吸っては吐いているだけ。

　春亮は一瞬で決意した。ここはこのは達に任せるしかない。肩を縮ちぢめて震ふるえている切子の様子も、その考えを後押しした。何にせよ、一刻も早く彼女を逃がさなければ。

「ああくそ……無理すんなよ！　逃がしたらすぐ戻ってくるからな！」

「それまでに終わってるかもしれませんよ！」

「わ、また来た！」

　髪を広げ、再度のガラスナイフ攻こう撃げきを受け止める黒くろ絵え。その髪の下を擦すり抜け、このはがフォーティーンに疾しつ駆くを開始する。その姿を最後に見やり、春亮は踵きびすを返した。

「行くぞ、フィア！」

「お、おのれ……！　素手でぶん殴ってやってもいいのだが……仕方あるまい！」

「はぅぅぅ。みんな、切子のせいで、ごめんなさい……」

「話すより前に足を動かせ、切子くん！」

　最後に先生が残った。春亮は振り向き、

「先生……行きましょう！」

　潰道がそっと目を閉じ──数瞬の間。

　そして瞼まぶたが開くと同時、彼女も走り始めた。

　これはフォーティーンから逃げているのではなく、切子を追いかけているのだ、と。

　そう自分に言い聞かせているかのように──あの複雑すぎる視し線せんを、小さな少女の背中に固定したまま。
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　交こう錯さくする鬼おに火びの狭はざ間まに、五つの角材が同時に出現。それらはガトリングガンのように時間差で高速射出された。

　このはと黒くろ絵えはプールサイドを横に走って回かい避ひする。二人ふたりの身体からだの通り過ぎた場所が、一いつ瞬しゆん遅れで順々に弾はじけた。コンクリートの硬質な破は砕さい音おんと、騒そう々ぞうしく噴ふき上がる水みず飛沫しぶきの音。

「これ、誰だれが弁べん償しようするんじゃろ……」

「知りませんよ！　とにかくわたし達じゃないことは確たしかです！」

「……オレも払う気はない、の一言で片付けよう」

　律りち儀ぎに言葉を挟はさみつつ、フォーティーンはさらに煉れん瓦がを生み出して射しや撃げき。このはと黒絵がお互いに飛とび離はなれるように動くと、煉瓦はその中間で粉こな々ごなに砕くだけた。プールサイドの床ゆかに巨大な穴を穿うがちつつ。

「ああもう……近付かなきゃ始まらないんですが、好すき放ほう題だいに撃うってくれますね……！」

　黒絵に防ぼう御ぎよを任せ、物品射出を搔かい潜くぐることには何度か成功している。が、そのときにはフォーティーンのほうが後退して間合いを開けるのだ。

「足止めにはなっちょるんじゃけどね」

　背後にある次のエリア──コーストエリアへの入り口をちらりと見やり、黒絵。

「それはそうですが、こんなに連射されるとこっちの身が保もちません。白しら穂ほさんやサヴェレンティさん達のことも気になりますし」

「そうじゃね。あのマントの中にいるんじゃとしても、時間経過で衰すい弱じやくしていきます、とか言われたら困る。早く決着をつけられるならそれに越したことは──このさん！」

　柄えをこちらに向けた箒ほうきが槍やりのように飛んできた。身を捻ひねりつつ、肩に当たりそうになったので手しゆ刀とうを振るう。痺しびれる手て応ごたえがあったが、なんとか弾けた。背後の壁かべにそれが突き立つ音を聞きながら、

「箒ごときが斬きれないなんて、プライドが傷つきますね……今度はこっちから攻めてみましょう。まず黒絵さんが攻撃をしかけてください。その隙すきにわたしが走り込みます。回避は各自で頑がん張ばれということで」

「了解。では──モード《ペネトレイター良よし将まさ》！」

「……む」

　槍のように伸びる髪の房ふさ。それと並走するようにこのはは身を屈かがめて疾しつ駆くする。呻うめいたフォーティーンは後退しようとするが、黒絵の髪は伸長を諦あきらめない。しつこく伸び、ついに敵は足を止めた。鬼おに火びの輝かがやきと共ともに生まれた角材を摑つかみ取り、髪の先端を弾く。狙ねらいを逸そらされた黒絵の髪が床を削ったとき、既すでにこのはは目標に肉にく薄はくしていた。

　手刀を振るう。角材と交こう錯さく。二本目を生み出す時間は与えない。刃やいばと化した片方の手を、もらった、と繰くり出したとき──このははフォーティーンの片腕がカウンターとして伸びてくるのを見た。何も武器を持ってはいないのに。いや、

　その手には鬼火が纏わりついている。

（っ!?）

　脳のう裏りに浮かんだのは、フォーティーンの姿をこのプールで見定めたときのこと。意い識しきを失った白しら穂ほの首筋に一いつ瞬しゆんだけ見えていた、微かすかな輝かがやきの残ざん滓し。この鬼おに火びが弾はじけたのだ、とすぐに理解が至った。スタンガンのような効果があるのか。くらっても自分がそう簡かん単たんにやられるとは思えないが、隙すきができないとまではさすがに言い切れない。一瞬の隙がこの距きよ離りでは致命的だ。まずい──

　無理に飛とび退のこうとしたのが悪かったのか、さらなる失敗。プールサイドであるから当然、足元は濡ぬれていた。だから滑すべった。バランスを崩くずして片かた膝ひざをつき、背筋に冷たいものを感じたとき、

「モード《カオティック忠ただ盛もり》！」

　ふっと身体からだが軽くなった。ぐるぐると黒くろ絵えの髪に巻きつかれ、強引にその場から引っこ抜かれたのだ。プールサイドまで引き戻される。態勢を立て直すためか、黒絵はフォーティーンから最も遠い位置──50ｍプールを挟はさんだ逆側に移動していた。ここまで距離があれば射しや撃げきされても楽にかわせるし、向こうが距離を詰めようとするならプールサイドを回り込むしかない。

「あ、ありがとうございます、黒絵さん……！」

「なんのなんの。お礼はちょっとこのままこのさんの身体を味わわせてくれればよさげ。おおお、なんというむちむち感じゃあ……エロい！」

「ふざけてる場合ですか！　早く下ろしてください！」

　引き戻された後も、なぜか身体に絡からみついたままうねっていた髪の毛がようやく解ほどける。このははプールサイドに降り立ち、

「さあて、ちょっとドジっちゃいましたけど。次はどうし……って、ええ!?」

「……《geist》……」

　大きな水みず飛沫しぶきが連続して立っていた。眼前の50ｍプールに次々と撃うち込まれているのは、敵が放つ金属棒──２ｍほどの物もの干ほし竿ざおだ。それは水底に斜めになって突き立ち、フォーティーンは水面に出ているその先端を足場にして近付いてきている。跳ちよう躍やくと射出と着地、その一連の動作を流れるように繰くり返しながら。

「まずい、このままだとすぐ間合いに入るよ。ここは狭くて避けにくい。移動しよう」

「移動と言っても……」

　第一候補は背後にある次のエリアへの入り口だが、自分達の役目は足止めだ。そう簡単には下がれない。

「もし次のコーストエリアに非常口があったんなら、さすがにもう脱出しちょるじゃろ。なかったんなら、もうその次のエリアに行っちょると思うよ。ちょっと策も思いついたし、ここは一つ」

「策ですか……わかりました」

　迷っている暇ひまはなかった。背後のガラス戸を素早すばやく開けて次のコーストエリアに移動。春はる亮あき達の姿はない。さくさくと砂浜を踏ふみ締しめてその中ほどまで進み、

「さてさて、どうじゃろか。上う手まくいけばスタンとスロウと盲目あたりのステータス異常を期待できるかもしれん。その間にこのさんが仕し留とめて」

　黒くろ絵えが髪をざわざわと動かし、「新技じゃから、名前決めんとー」などと言いつつ準備を始める。このははその髪の動きで黒絵の意図を悟り、無言で手しゆ刀とうを構えた。

　数秒後──

「……逃げないでほしいものだ。貴重な物もの干ほし竿ざおを使ったというのに」

　そんなことを言いながらフォーティーンが姿を現す。そのまま彼女が数歩、この砂浜の中に足を踏み入れたとき、

「ええと……よし決めた！　モード《モンゴリアンデスワーム良よし門かど》！」

　砂の中に潜り込んでいた黒絵の髪が一斉に持ち上げられる。砂を掬すくい上げるように纏まとめられた髪の房ふさが隆起する様さまは、まさに砂さ漠ばくの人食い蠕虫ワーム。その犠ぎ牲せい者しやは勿もち論ろん、この罠わなにノコノコと踏み込んできた一人ひとりの敵だ。髪で持ち上げられた多量の砂が、一気に彼女の頭上を襲おそう。そして砂さ塵じんを巻き上げつつ吞のみ込んだ。

「もらった……！」

　それを確かく認にんすると同時、このはは走り出す。砂というのは量が集まれば予想外に重くなるものだ。あれではもはや動けまい。

　だが。

　もうもうと舞まっていた砂塵が僅わずかに晴れたとき、このはの視界に映ったのは、

「──砂か。砂も好きではないな。掃除しにくい」

「なっ……！」

　頭の上に傘を掲げて平然としている、フォーティーンの姿。そんなものまで用意していたのか。いや、そもそも傘かさなどであれだけの砂が防げるはずは──

「取り出したものは強化される、と言ったはずだが」

　こちらの目に浮かんだ驚きよう愕がくに気付いてか、フォーティーンがそんなことを呟つぶやく。そのとき足を一いつ瞬しゆんだけ止めてしまっていたのが致命的だった。

「さあ……騒そう乱らんを許可する──《geist》！」

　中空に紋を刻む鬼おに火び。そこからずるりと現れたのは、先刻見たのと同じ、巨大すぎる杭くいだった。さすがにあれだけは直ちよく撃げきを受けてはならない。このはと黒絵が回かい避ひ行動に移ろうとするが、その杭の狙ねらいもまた、先刻と同じだった。

　やや上方へ向けて射出されたその杭は、このは達のさらに背後──次のスライダーステージに通じる入り口を完全に破は壊かいする。轟ごう音おんの中、このはは疑問に思う。なぜあそこを狙ったのか。自分達の背後に逃げた切せつ子こを追うのが目的ではなかったのか──

　しかしフォーティーンが踵きびすを返してスタンダードエリアに戻っていったのを見て、はっと気付く。黒くろ絵えもその考えに思い至ったようだった。

「いかん、このさん……逆から回られる！」

　このフロアは五つのエリアが円を描えがくようにして配置されている。ならば当然、逆進してもいつかは春はる亮あき達のもとへと辿たどり着く──

「くっ……させません！」

　このははぎりぎりと拳こぶしを握にぎり締しめつつ、黒絵と共ともに全力でフォーティーンの後を追った。
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　非常口を探してエリアを移動する春亮達にも、いくつかの問題が起こっていた。まずスタンダードエリアから移動して入ったコーストエリアで切せつ子こが砂に足を取られて転び、足首を捻ひねった。潰かい道どうが無言で彼女を背負ったものの、やはり多少は進行速度の低下が生まれる。

　次のスライダーエリアでは、フォーティーンの《掃除》を免まぬかれたらしき監かん視し員いんが残っていた。プールエリアへの進入口が崩ほう落らくした轟ごう音おんに驚おどろき、しかし持ち場を離はなれることもできない様よう子すできょろきょろしていたのだ。いろいろ見られても困るし騒さわがれても困るし、ということで錐きり霞かが彼を《黒くろ河かわ可か憐れん》で背後から首を絞しめて気絶させ、スライダーの陰に隠かくして事なきを得る。得ていない気もするが他ほかに上う手まい手が考えつかなかった。

　次に到達したのはジャングルエリア──流れるプールがメインになっているエリアだ。流れるプールはアマゾン川的なものを意い識しきしたのか曲がりくねっている。それとは別のプールもエリアの外周に沿うようにして存在しており、その上にはアスレチック用の滑かつ車しやとロープが取り付けられていた。ジャングルらしく、これでターザン気分を味わえということなのだろう。

　そしてプール以外の場所にもここは意い匠しようが凝こらされていた。プールサイドをはじめとしたこのエリアのほぼ全面に、シダ類るいや棕しゆ櫚ろなどの亜あ熱ねつ帯たい植物の造木がところせましと配置されている。植物園の中にプールがある、というような印象だ。

「ぬあっ!?　び、びっくりした、恐きよう竜りゆうまでいんのか」

「作り物ではないか。お前の声でこっちが驚おどろいたぞ」

　生い茂るシダの隙すき間まから、電気仕掛けだろう、のっそりと頭を出してきたトリケラトプスをぽこりと叩たたいてフィアが言う。

「それよりも──春亮、立方体のものがあれば見み逃のがすなよ。私には必要だ」

「あ、ああ」

　そう、別にルービックキューブである必然性はない。フィアが言うには、《ほぼ立方体であるもの》であれば偽ぎ装そう立方体の展開は可能らしい。その《ほぼ》がどれだけの誤差で許されるのかは、やってみなければわからないようだが。

「それも探すべきではあるが、第一は非常口だ。スライダーエリアになかったならば、位置配置的にこのエリアにあると思うのだが……切せつ子こくん、足は大丈夫か」

「はぅぅ。ご迷めい惑わくかけてすみません……」

　潰かい道どうの背中にいる切子が肩を縮ちぢめる。もう少しだから頑がん張ばれ、と錐きり霞かがさらに彼女に声をかけたとき、ふと潰道が背筋を伸ばした。

「……見つけた。非常口だ」

　その視し線せんを追う。亜あ熱ねつ帯たい植物が不自然に途と切ぎれて見える壁かべに、燦さん然ぜんと輝かがやく緑みどりのランプとＥＸＩＴの文字。

　おお、と安あん堵どの息を漏もらしたのも束つかの間ま。そこで新たな、そして最低の問題が起こった。

「……《geist》……」

「く──伏せろ、春はる亮あきっ！」

　フィアに押し倒される視界の中、緑のランプは一いつ瞬しゆんでその救きゆう世せい主しゆの役割を終えた。巨大な杭くいの直ちよく撃げきで崩ほう落らくする非常口の光景は悪夢としか思えない。

「……三本目だ。大おお盤ばん振ぶる舞まいがすぎる気もするが……」

「フォーティーン！　なぜ……！」

　流れるプールを挟はさんだ逆側にいるのは、間違いなく切子を狙ねらう敵だった。どうして。このは達はどうしたのか。無事なのか。ぞっとする考えが春亮の頭に浮かんでくる。

　次に動いたのは錐霞だった。そしてそれに反応したフォーティーンだった。

「《黒くろ河かわ可か憐れん》！」「《geist》！」

　手首に巻き直されていた黒の革ベルトが伸長する。同時、跳はねるような動きで鬼おに火びが複ふく雑ざつな陣を描えがき、そこから赤あか煉れん瓦がが高速で射出された。

「が、はっ……!?」

「い、いんちょーさん！」

　咄とつ嗟さに身を捻ひねって直撃は回かい避ひしたようだったが、煉瓦は錐霞の首を掠かすめただけでその肉を深々と抉えぐり取る。瞬時に飛び散る単一色。遅れて切子が悲鳴をあげた。だがそれでも錐霞は、

「舐なめる、な……！」

　革ベルトに意志を伝え続けた。ベルトの先端がフォーティーンの肉体を捉とらえたと知ると、錐霞は自分の身体からだが崩くずれ落ちる勢いすら利用するかのように、ぐいと敵の身体を引っ張る──だが溢あふれる痛苦の中で導みちびかれたベルトが絡からんでいたのは、首などの急所ではなく、腕。錐霞が為なしたのは、フォーティーンのバランスを崩し、足元の流れるプールに落としただけだった。それを責められる人間はいない。

　春亮は慌あわてて錐霞に駆かけ寄り、彼女の身体を支えようとする。しかし錐霞の出血は多量すぎた。春亮の手が届くより前に、

「に、逃げろ、夜や知ち……私は、大丈夫だ。すぐ……」

　顔がん面めんを蒼そう白はくにした錐きり霞かが、言葉の途と中ちゆうでその場に倒れ伏す。さらに切せつ子この絶叫が強まった。いろいろ説明したいところだが、その時間はない。

　水深深めの流れるプールの中を、フォーティーンはその流れなど関係ないかのように平然と立っていた。力を失った《黒くろ河かわ可か憐れん》を適当に腕から外し、そのままざこざこと水底を踏ふみ締しめてプールの中を歩いてくる。水中でも、その腕の周囲を漂ただよう鬼おに火びの輝かがやきは変わっていなかった。どことなく違和感がある。

「ああ、ああああ、あああ、は、あっ……！」

「落ち着け、落ち着けセツコ！　大丈夫だ、キリカは大丈夫だ！」

「そ、そうだぞ、なんつーか、大丈夫じゃないけど大丈夫だ！　それよりも──」

「──夜や知ち春はる亮あき。この子を頼む」

　後ろ向きに近付いてきた潰かい道どうが、目と口を見開いたままがくがくしている切子の身体からだを背から下ろし、強引に春亮に押しつける。当然ながら切子は立ってなどいられなかった。へたり込んだ彼女の肩を抱えるようにしながら、

「せ、先生っ!?　まさか……！」

「上うえ野の錐霞が戦えぬのであれば。自分しかいない。もう一度だ。もう一度、機き会かいが来た。だから立たなければならぬ。確たしかめねばならぬ。自分の中に……強さがあるか……」

　言葉の意味はよくわからないが、その瞳ひとみにあるものははっきりと見えた。複ふく雑ざつに揺ゆれていた瞳は、今は渾こん身しんの力で無む理り矢や理りに単純化されていると思えた。

　それは、意志。ここに在あるのだと、ここに在らねばならないのだという、あの夜と同じ意志。

　ゆっくりとプールの中を歩いて近づいてくるフォーティーンを待ち受けるべく、スコップを携たずさえた潰道が一歩を踏み出す。が、

「──待て。自分しかいない、という台詞せりふはヘンだ。むしろ、私しかいないのだ。センセイは下がっているがよい」

　その横から、フィアが腕を伸ばした。潰道と同じ方向を向きながら、彼女の歩みを押おし留とどめるかのように。潰道がちらりと鋭するどい視し線せんを横に動かしたが、フィアはそれを受け止めない。

「ただの人間には危険すぎる相手だ。私なら奴やつの攻こう撃げきを受けてもそれなりに耐えられる。キリカのようになりたくなければ退ひくべきだ」

「……自分の返答は、否いな、だ。退くという選せん択たく肢しは自分の中に存在しない。武器も持っていないものが戦うのは愚ぐの骨こつ頂ちよう」

「ならばセンセイの武器を私に寄よ越こせばよいのだ」

「断る」

「ちょ、ちょっと待て二人ふたりとも！　今はそんな言い争いしてる場合じゃ──」

　破裂しそうな緊きん張ちよう感かんが高まってくる。何が正しい選択なのかもわからないが、少なくともこの不ふ穏おんな空気の中で正解が出てくるようなことはないだろう。慌あわてて二人を制止しようとするが──時すでに遅く、その緊きん張ちよう感かんは破裂する。敵によって破裂させられる。

　水底を蹴けり、フォーティーンが一気に水面から飛び出した。異常なほどの跳ちよう躍やく力りよくだ──またも春はる亮あきの胸中に違和感が生まれる。だが今は切せつ子こと錐きり霞かの身体からだを背後に押しやることのほうが重要だった。フィアと潰かい道どうも無益な論ろん議ぎを止やめ、それぞれの力を振るうべく動き始める。

　フォーティーンは空中で鬼おに火びを煌きらめかせ、右手に箒ほうきを、左手に角材を生み出した。それに臆おくすることなく、フィアがその着地点に滑すべり込む。跳躍の勢いで叩たたきつけられる箒をその左腕で受け止め、

「っ……痛い、ではないかっ！」

　お返しとしてはあまりにも貧ひん相そうな、その小さな拳こぶしを繰くり出す。しかし貧相といってもそれは見た目だけの話。本気になったフィアの肉体は、人間を悶もん絶ぜつさせる力をその拳だけでも充分に発揮できるはずだった。だが──当たらない。

　着地したフォーティーンのマントと顔の布がふわりと翻ひるがえり、ついでとばかりにその足をフィアの下半身に引っ掛ける。たたらを踏んでよろめいたフィアの身体は、フォーティーンの脇わきからスコップを振り上げていた潰道にぶつかった。春亮は絶望的な心持ちでそれを眺める。連れん携けいどころではない。お互いが好き勝手に動いて、あれではいつも合わない合わない言っているフィアとこのはのタッグのほうがまだマシではないか。

「く……」

　潰道はスコップを片手持ちし、フィアの小さな身体を迂う回かいするように攻こう撃げきを繰くり出す。しかし勿もち論ろん、それは両手持ちの威い力りよくとは比べるべくもない──フォーティーンの箒が軽くそれを受け止め、流れるように角材で反撃を繰り出す。フィアはその動作を肩越しに振り返って見やっていた。

　春亮はその刹せつ那な、フィアの瞳ひとみに浮かんだ葛かつ藤とうを見る。けれどそれは一いつ瞬しゆんで一つの答えに辿たどり着いた。フィアはフィアであるゆえに──避けない。潰道に抱きつくような姿勢で動かず、その衝しよう撃げきを甘受する。

「ぐ、ああっ……」

「お前──離はなれろ！」

「……自じ己こ犠ぎ牲せい。陳ちん腐ぷの一言で片付く……」

　フォーティーンの呟つぶやきが聞こえたか、

「あ、あほーめ。これはだな、その、ただ、足が痺しびれて動けんだけだ……ぐ、う、あっ!?」

　潰道をその背で庇かばうフィアが強がる。その間にもフォーティーンの攻撃は止まらなかった。角材。角材。箒。角材。その小さな身体に竜たつ巻まきのような連撃を浴びせる。一撃のたびにフィアの身体がびくんびくんと跳はね、苦く悶もんの呻うめきが上がり、しかしいつしかその声が発せられないことも多くなり──

　ばきん、とフォーティーンの角材が折れた。少女の悲鳴がただの吐と息いきに変わったことに満足したかのように、折れた。そして、

「……弱いな。やはり一人ひとりでは……」

　そんな言葉と共ともに、箒ほうきが横よこ薙なぎに強く振るわれ。

　力の抜けたフィアの身体からだを、大きく弾はじき飛とばした。




　何かをべきべき壊こわしながら、自分の身体が停止する。肉体の節ふし々ぶしに走る激げき痛つう。

　起きろ、とフィアは自みずからに命じた。

　起きなくてはならないのだ。切せつ子こを助けるためには。

　思い出す。あの風ふ呂ろ場ばで見た、切子の傷だらけの身体を。ずっと一人ひとりだったと呟つぶやく声を。

　それが当たり前だと。

　自分はそうなって当然なほど、駄だ目めで最低な存在なのだと。

　そんなことを、受け入れていいはずがない。

　それは、かつての自分だ。人を何百人も殺し傷つけてきたから、一人でも仕方ないのだと──自分に噓うそをついて、噓をつくしか耐える方法がなくて、ただ暗くら闇やみに閉とじ籠こもっていた拷ごう問もん処刑の立方体だ。

　しかし彼女は違う。今は違う。内側からは絶対に開けられなかったあの地下室とは違い、彼女は、そこから抜け出せる。自分が手を伸ばせば。そして彼女も手を伸ばせば。いや、抜け出しつつあるのだ。もう少しなのだ。

　だから──だから、立ち上がらなければ。

　四し肢しに力を込める。動かない。痛い。その痛みを呪のろう。起き上がってどうなるのかという思いがちらりと頭を掠かすめた。敵は強い。自分と決して触れ合ってくれないあの人間の女と協力すればどうにかなるのだろうか。できるのか。できないからこんなことになっているのではないのか。痛い。身体と、身体ではないどこかも痛い。ああ、とにかく。

　早く。

　早く、起き上がらなければ──




　横手にあった恐きよう竜りゆうの模も型けいの首をへし折りながら倒れたフィアは、うつ伏せになって痛苦に耐える息を吐はいている。それだけだった。そちらに駆かけ寄りたい衝しよう動どうに駆られる春はる亮あきだったが──残った二人ふたりから、視し線せんを外せない。

「う……あ……」

　潰かい道どうは吹ふき飛んでいったフィアを凝ぎよう視ししていた。そしてその視線がゆっくりと、眼前に立つ敵へと戻される。そのまま、早く大きく、痙けい攣れんするかのような呼吸が数度繰くり返され──やがて唐とう突とつに、何かのスイッチを入れたかのように──

「──う、ぉ、おおおあああああっ！」

　爆ばく発はつ的てきな咆ほう哮こう。渾こん身しんの力で振るわれるスコップ。だが、

　それがフォーティーンを害することはない。箒ほうきで受け止められていた。飛んできたボールをただ受け止めただけというような気軽さで、片手で無む造ぞう作さに、彼女の渾こん身しんを見捨てていた。

　──先生は強い、と春はる亮あきは思っていた。重いスコップを苦もなく振るう力に、拳闘家ボクサーも舌を巻くであろう速度。強いとしか言いようがない。その認にん識しきは今でも変わらない。けれどそれはあくまでも、一般人としては、という枕まくら詞ことばを纏まとって使われるものであり──

　今彼女の眼前にいるのは、その範はん疇ちゆうから足を踏み出している、敵。異常な、敵。

「あ……」

　潰かい道どうの瞳ひとみが揺ゆれる。それは春亮が今まで見たこともないほどに歪ゆがんでいた。紛まぎれもない崩ほう壊かいの予兆を孕はらんでいた。

　フォーティーンが半歩、間合いを詰める。

　そして、潰道に息を吹ふきかけられるような距きよ離りで、囁ささやくように──

　終しゆう焉えんの言葉を、贈おくる。

「……当然だが。弱い」

「っ、ぅ、あ──！」

　瞬しゆん間かん、潰道の瞳が崩壊した。数多あまたの感情に押おし潰つぶされ、思考を放棄し、愕がく然ぜんと頭を左右に振って、ただ獣けもののような呼こ気きを漏もらす。

　フォーティーンはそれを見み逃のがさなかった。見逃す意味もなかった。

　箒がまた振るわれ、今度はフィアと逆方向に潰道の身体からだが吹き飛ばされた。亜あ熱ねつ帯たい植物の枝を折りながら横の壁かべに激げき突とつし、ずるりと崩れ落ちる。

「せ、先生っ……！」

　春亮は拳こぶしを握った。もはや自分しかいない。どうなるかはわからないが、どうにかなるとも思えないが、自分しかいない。ならばやるしかない──

「さて。どちらも死んではいないはずだが……」

　別れて吹き飛んだ二人ふたりのどちらにとどめを刺そうか迷っているかのように、フォーティーンが視し線せんを左右に動かしながら一歩を踏み出す。とどめなどやらせるわけにはいかない。そして春亮が震ふるえる足でその前に立たち塞ふさがろうとしたとき、




「もう……いいと、思うのです。狙ねらいが切せつ子こなら、もう……」




　それより先に、切子がフォーティーンに向けて歩き出していた。

「な……おい待て、切子！」

「待たないの、です。あの人の狙いは切子で、切子が出て行けば、それで済むんですよね……だったら、いいんです。切子が行けば、フィアさん達がもう傷つくこともなくなるんです……切せつ子このせいでこんなことになってるの、もう、嫌いや、嫌なんです……！」

　愕がく然ぜんとした。

「ま、待てって！　お前、やめろ！　どうなるかわかってんだろ、お前があいつのところ行ったら──！」

「……拷ごう問もんとか、ですか。いいんです。こんなの見てるよりは、全然……それに、切子が人形なんか持ってないって、ずっと言い続けたらいつかは信じてくれるかもしれませんし……」

「や……やめ、ろ……ごほっ……」

　至し近きんから聞こえてきた声にはっとする。錐きり霞かが薄うす目めを開いてこちらを見上げていた。首の傷はまだ完全に塞ふさがってはおらず、苦しそうに眉まゆが寄っている。さらに喉のどの奥から小さな声が絞しぼり出され、

「私は、大丈夫だ。死なない……だから……」

　止めろ、と目で訴えかけられる。そうだ。今切子を止められるのは、自分しかいないのだ。大きな頷うなずきで錐霞に答えてから、視し線せんを切子の背中に戻す──だがその瞬しゆん間かん、フォーティーンの手がすっとこちらに向けて動いた。一歩足を踏み出せば、間違いなく何かが射出される。それでもこのままではいられない、と自分の反射神経を信じて動こうとしたとき、

「駄だ目めです、危ないです……いいんです。本当に、いいんです……」

　切子の悲痛な声。そしてその歩みはフォーティーンと春はる亮あきを結ぶ直ちよく線せんの中に入り込んできた。フォーティーンが春亮に何かを射出してきても、自分の身体からだで阻そ害がいできるように。自分の身体で、春亮を守れるように。息を吞のんだ春亮の足が止まる。

「っ……何が、いい、ものか……！」

　そのとき、フィアがずるずると銀ぎん髪ぱつを滑すべらせて起き上がった。手足には幾いくつもの打だ撲ぼく痕こんが残っており、満まん身しん創そう痍いとしか言いようがない。それでも立った。唯ゆい一いつの武器である拳こぶしを握にぎり締しめて、一歩。

「……馬ば鹿かな真ま似ねは、よすのだ。私達が、なんのために戦っていると思っている！」

　痛みに顔を顰しかめつつ、フィアは視線を動かす。その先には、動けないのだろう、床ゆかに倒れたまま顔だけを上げてこの状況を見つめている潰かい道どうの姿があった。黙だまっているのは、声を出せないのか──出さないのか。

「切子のため、ですね……でも、だから……すみません……もう、いいんです。もう切子ごときのために戦わなくても、いいですから」

　切子の背中は頑かたくなだった。けれどその頑なさは間違っている。絶対に間違っている。フィアの顔を見て、彼女もそう思っていることを確たしかめて勇気を得、再び切子の背中に目を向けたとき──視界の端はしに、何かが見えた。

　一言で言えば、それは、救いだった。

　フィアはそれに気付いていないらしい。さらに語ご調ちようを荒らげ、

「いつもの《ごとき》か！　愚おろかすぎる！　お前は一人ひとりではない──もう、一人ではない！　お前は私の友達だ。友達を見捨てるような真ま似ねなど、できるはずがないではないか！」

　ゆっくりとフォーティーンに近付いていた切せつ子こが、その声を聞いて足を止めた。しかし振り返ることはしないまま、

「切子達は……ともだち、ですか……？」

「当たり前だ！　少なくとも私はそう思っている──お前はどうなのだ！」

　その問いに、切子は僅わずかに顔を上げたようだった。あの救いの姿が見えただろうか、と春はる亮あきは思う。

　見えていたらもうその足を動かさないはずだが、切子は再び歩き出した。ならばやはり見えていないのだ。あの、フォーティーンの背後から忍び寄っている救いの人ひと影かげは──

　切子が呟つぶやく。

「はい。切子も、ともだちだと思っています。もう、完全なともだちです。ああ、だから……」

　拳こぶしを固めたフィアが走り出す。切子がついに敵のもとに辿たどり着く一歩を踏み出す。フォーティーンはその彼女を受け入れるように腕を広げる。

　そして春亮は見る。やった、と胸のすくような感覚と共ともに見る。

　フォーティーンの背後、無言のまま忍び寄っていたこのはがその手しゆ刀とうを振り下ろすのを。

　だが。

　その胸中の感覚は一いつ瞬しゆんにして、世界が砕くだけたような困こん惑わくに形を変える。なぜなら、




「だから──ともだちになれたのなら、もう戦わないと駄目ですね」




　切子が傍にいたフォーティーンの身体に手を伸ばし、そのサラシ布の下から抜き取った武器で、フォーティーンを庇うようにこのはの手刀を受け止めていたからだ。
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　理解、できなかった。その光景が何を意味しているのか。

　切せつ子こがフォーティーンの中から取り出していたのは、日にち曜よう大工用の電動ドリル。拳けん銃じゆうのような握り。だがその先端に取り付けられた細いドリルは、普通ならありえないほどの長さ──一メートルほどまで伸びていた。このはの手しゆ刀とうを弾はじいたのは、その小さな鋼こう鉄てつの螺ら旋せんだった。

「な……なに……？」

「勿もち論ろん、ドリルです。ドリル好きってこの前言いましたですよ？　切子ごときの発言は覚える価値もないというのは当然なのでアレなのですけど、やっぱり寂さびしいです……そしてやっぱりかっこいいですよねドリル！　ロマンが溢あふれてる感じで──」

「そ、そんなことは聞いておらん！　お前、いったい……なぜ……」

　フィアは愕がく然ぜんとした目で切子を見ている。フォーティーンは切子の隣となりでただ佇たたずんでいる。その顔の布が向けられているのは、攻こう撃げきが弾かれて慌あわてて距きよ離りをとったこのはと、彼女と同時に追いついてきていた黒くろ絵え。錐きり霞かは倒れたまま、一同と同じ困こん惑わくを視し線せんに乗せている。潰かい道どうも錐霞とほとんど同じ状況だったが──その瞳ひとみに浮かんでいるのは、この場にいる誰だれよりも大きな混乱。

「なぜ……と言われますと。ええとですね、いつも言ってるんですけど、切子は弱いのです。弱々のダメダメ人間なのです。だから強くならなくちゃならないのです……先生には言ったことあるんですけど」

　潰道のほうをちらりと見ながら、切子。けれどすぐにまた視線をフィアに戻し、

「それでですね、強くなるには精神面も鍛きたえなければ駄だ目めだ、といつも上の人に言われていたわけなのです。その通り、強い人は心も強いと思うのです。例えば──そう、いざ友達が敵になっても躊躇いなく戦えるような。じゃあ自分もそうしなくちゃ、と切子は思ったのです。辛つらくて苦しいけれど、それを果たすことで自分の心も強くなるはず……という感じで。だからこうしたのですよ？」

「な……わからん。わからんぞ。何を言っておる……？」

「同感です。簡かん単たんに言ってください──いえ。言いなさい」

　手刀を構えつつ、このはが言い直した。

「簡単にと言われても。そうですね……だからですね、あえて皆さんとお友達になってみたのですよ。いろいろ噓うそをついて、演技して」

「噓うそ……どこからが？」

　黒くろ絵えが首を傾かしげて言うと、切せつ子こはいつもの気弱そうな笑えみを浮かべて、

「えっと、ですね……一言で言えば、ほとんど全部です」

「っ──」

　一同が息を吞のむ。その空気に気付いているのかいないのか、切子はさらに軽く続けた。

「切子は学生じゃありませんし、家も親のことも噓ですし、春はる亮あきくんのお家うちにお邪じや魔ましたのは皆さんと仲良しになるためですし、《哭なき噭さけぶ首無し人形》なんて存在しないですし、勿もち論ろんフォーティーンに狙ねらわれてるなんていうこともないですし、ていうかこの子は切子のパートナーですし、追い払ったときの作戦も皆さんに信頼してもらえるように最初から決めてたことですし……さっきまでのは、せっかくプールに誘われたからもっと仲良くなるのに丁度いいかなって思って。丁度いいピンチ感を作るのに苦労したんですよぅ……足をくじいたフリでフォーティーンが回り込んでくるまでの時間を稼かせいだりとか、いろいろ細かく頑がん張ばりました。ええと、本当だったのは……切子が方向オンチでオカルトグッズ好きってことくらいですかね。だから最初に迷ってダウジングしてたのも本当なので、たまたま出会えて本当にラッキーでしたです。あ、勿論、穏おん天てん崎ざき切子って名前も本名ですよ？　切子ごときの名前なんてどうでもいいのかもしれませんけども……」

　フィアはもはや呆ぼう然ぜんと彼女の言葉を聞いているだけだ。フィアのその表情を見ながら、春亮は思い出していた。切子の声。気弱な笑え顔がお。彼女と触れ合っていた、フィア達の楽しそうな顔。

　ああ。ほとんど、全部だ。

　最初から。今までの。

　切子が家を訪れて起こった出来事の全すべてが、噓だったというのか。

　まさか、と今でも思う。けれど彼女が噓をついていたのだとすれば──今まであった彼女のいくつかの言動を、そこに潜ひそんでいた些さ細さいな違和感を、別の意味で説明できる。できてしまう。

　彼女はやけに簡かん単たんに呪のろわれた道具のことを受け入れた。事情の理解が早いな、とそのときも少し不ふ思し議ぎに思った。オカルトグッズ好きだからと言われて納なつ得とくしてしまったが、元からこちらの世界の住人だったのなら当然すぎる。彼女は教科書を開いて固まっていた。学生でないのならばそういうこともあるだろう。親に電話をしていたときの態度も少しだけ気になった。勿論、親には気安い口く調ちようで話して当然だ。だが、相手が親でなく──そう、たとえば、気心の知れたパートナーだったとしても──当然だ。そして電話は便利に使える。泊まりの許可を貰もらうためにも、深夜に襲しゆう撃げきをかける手て筈はずを整ととのえるためにも──

　ぐらぐらする。この世界自体が夢だと不意に気付かされたような感覚。現実から現実感が消えていく。わからない。どうしてこうなっているのか。まだ何も、理解できない。

「パートナー……そう言えば、騎き士し領りようの騎士には後方支援員オーグジラリというパートナーがいたんでしたか。ということは、あなたが──」

　このはが厳きびしい瞳ひとみで切せつ子こを見み据すえる。が、切子はきょとんと首を傾かしげた。

「あ、いいえ。それも噓うそです。切子は騎き士し領りようの人達とはまったく何の関係もないですよ。切子が狙ねらわれている、という設定に都つ合ごうがよかったので名前を借りただけで」

「なっ……騎士領の人間ですらないだと!?　ならば、どうしてだ！　どうしてこんなことをする!?　わざと仲良くなって──それから敵に回るなど！」

「それはですね、さっきも言いましたけど」

「心を強くするなどという戯たわ言ごとは聞いた、意味がわからん！　どうしてそうまでして強くなろうとする!?　お前の目的は何なのだ！」

　そのとき、今まで黙だまっていたフォーティーンがふと顔の布を揺ゆらした。

「──切子。オレが思うに、お前は一番大事なことを言い忘れている。事情を話すのはいいが、あまり時間をかけるのは無む駄だだ。早く片付けろ」

「い、今言おうと思っていたのですよ!?　もう、フォートはいっつもタイミングが悪いです！　それに、フォートが無口だから切子がこーやって頑がん張ばって喋しやべってるんですよぅ！　早くしろ、なんてひどいです！」

　フォートというのは愛称か。フィア達を相手にしているときとは違い、その切子にはいつもの不必要な気弱さは感じられなかった。その態度に、やはり二人ふたりは親しい仲なのだという事実を突きつけられる。「……それはすまなかった」とフォーティーンがどこか投げやりに呟つぶやくと、切子はむーと頰ほおを膨ふくらませて、

「誠意が感じられませんです！」

「あ……」

　すー、と指先でフォーティーンの顔の布を滑すべらせた。その下にあったのは思っていたよりも幼い印象のある少女の顔。何の変へん哲てつもない少女の顔。しかし彼女は見る見るうちにその頰をリンゴ色に染そめ、オクターブ高い声で、

「か、カーテンを開けられたら恥ずかしい……切子、やめて……！」

「反省してますか？」

　ふににに、と切子はさらにフォーティーンの顕あらわになった頰を軽く摘つまむ。フォーティーンはその折せつ檻かんでさらに涙目になりつつ、

「し、してる。すごくしてる。だから早く閉めて……！」

　ならいいです、と切子が指を離はなす。どうやらその布は横に滑らせることができるようになっていたらしい。しゃっ、とフォーティーンは素早すばやく自分の手でそのカーテンを閉め、いつものようにぼそりと、

「……勘かん弁べんしてくれ」

「フォートが悪いんですよぉ。あともう少しで掃除拒否一週間の刑でした」

「……それこそ、勘弁してくれ……」

　意味がわからない。そのやりとりをただ見ているしかなかった春はる亮あき達に、切せつ子こが向き直る。

「ええっと……お騒さわがせしましたー。じゃあ、とりあえずこれを見てくださいね？」

　言いながら、切子は手にしていた長いドリルの先端を自分の水着の脇わきに差し入れた。ゆっくりと横に動かし、びりびりとワンピースの水着を破っていく……そして顕あらわになるのは当然、その白い肌。切子は自分が破ったせいでセパレートになったその水着の切れ目に手をかけ、よいしょ、と下半身側に残った布を押し下げた。肌の面めん積せきがさらに増す。そして小さな臍へそのさらに下、下腹部と言っていい場所ギリギリにぽつんとある痣あざのようなものが春亮の目に飛び込んでくる。普段ふだんなら容よう赦しやなく目を潰つぶしてくるであろうフィアやこのはも、そのときばかりは春亮と同じように、切子のその痣を凝ぎよう視ししていた。

　すぐにわかる。それは痣ではない。刺いれ青ずみだ。

　緑みどりを基き調ちようとした色で、六角形に近い形状の、そう、まるで爬虫類の鱗をモチーフにしたかのようなデザイン。

「……なんだ、それは……？　お前は、あのとき、大きな傷があるからと……」

「ああ。そうですね、フィアさんにはもう一つ噓うそを言ってました。ここに傷があるというのは噓です。ただ見られてバレると困るから隠かくしました。でも、それ以外の傷については──昔苛いじめられていたのは本当ですよ。そのときの傷も確たしかにあります。単純に戦いの中でついたものも多いんですが」
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「な……」

　絶句するフィアに、切せつ子こが微笑ほほえむ。本当に嬉うれしそうに、微笑む。

「フィアさんが切子とお友達になってくれたのは、切子が苛いじめられてて、ずっと一人ひとりぼっちだったことに同情してくれたからですよね？　そこに噓うそはないわけですから、やっぱり切子とフィアさんのお友達関係も噓じゃなかったということで……えへへ、嬉しいです。で、これの話に戻りますけど」

　破れた水着を自分で押し下げる切子は、その刺いれ青ずみをどこか春はる亮あき達に見せつけるようにしながら続けた。

「これは、しるしなんです。切子達みたいな《竜島／竜頭師団ドラコニアンズ》の団員は、みんな身体からだのどこかにこんな刺青をしてるんですよー」

「《竜島／竜頭師団ドラコニアンズ》……!?」

　その名前だけは春亮も聞いたことがあった。最も詳しそうな錐きり霞かに視し線せんを向けてみるが、彼女はその生き返りかけの状態のまま、無言で首を横に振っただけだった。

「ああ、でもフォートにはないですね。団員と言っても、この竜創ウーンズがあるのは人間の人達だけですから」

「そう……何か違和感があったんですが、そういうことですか。そこの彼女は人間ではなく、わたし達の同どう類るいだったというわけですね。どうりで動きが人間離ばなれしているわけです」

「プールに物もの干ほし竿ざおを刺してぴょんぴょん、とかうちらでもできるとは思えん動きじゃしね」

「こないだの文化祭で、できそうな人間を一人見ちゃったんですよね……あの人のせいで判断基準がどうもズレてたみたいです」

「あ、そう言えば《倉庫外がい套とう》なんていうのも噓ですよ？　マントはただのおしゃれで、いろんなものを出したり入れたりするのも単にフォートの力です。マントのせいにすることは決めてたんですけど、その名前はアドリブでフォートが言っちゃったので……今思うとすごく適当ですねぇ。なんでそんなことしたのかって言うと、フォートが禍具ワースだってすぐにバレて《持ち主》について疑問を持たれたりしちゃうと困るからです」

「そんなことは……どうでもいい」

　握にぎり締しめられた拳こぶしは弾はじけ飛とびそうだった。嚙かみ締しめられた奥歯は砕くだけ散ちりそうだった。フィアは全身を震ふるわせて叫ぶ。

「言え、《竜島／竜頭師団ドラコニアンズ》とは何だ！　何が目的の組そ織しきだ!?」

「えーと、それは今まで何度も言った通りですよ──つまり、強くなること。誰よりも何よりも強い、最強の存在になること」

「なに……？」

　切子はドリルのグリップを軽く握り、その回転音をプールサイドに数度響ひびかせた。そしてその得え物ものを見やりつつ、

「これは《汝、長大なる対形象MR・BIG》……もちろん禍具ワースです。禍具ワースはとても恐ろしくて、凄すごいものですよね。こんなものが何のためにあるんでしょう。これを手に入れたら、人は何をすればいいんでしょう。こんな凄いものを手に入れたら、強くなれるのが当たり前。凄いことがいろいろできますからね。だったら──これは、人が強くなるために存在しているものだと思うしかないじゃないですか」

「……」

「禍具ワースの存在意義がそういうものなら、最強を目指さなければ意味がないのです。皆がそれぞれの方法で最強を目指しています。勿もち論ろん、切せつ子こごときには話しかけるのすら畏おそれ多い師団長も、今でもずっと目指し続けてます」

「ばかばかしいですね……最強なんてどうやって決めるんですか。決けつ闘とうでもするんですか」

　嘲あざけるようにこのはが言うが、切子は真ま面じ目めな顔で頷うなずいた。

「あ、しますします。でもそれは強くなるための修しゆ行ぎようの一いつ環かん、みたいな感じで……ええとですね、切子達の《最強》は、まだ人類の誰だれも到達していないものなのですよ。だからみんな目指すのです。師団長が言うには、その《未到の最強存在》は……未いまだ誰も見たことはなく、触れたことはなく、語らったことはなく、概がい念ねんとして最強である、新しい生物原種の如ごときものなのだと。つまりその存在のことを、切子達はこう呼んでいるのですよ──《竜》と」

「ふざ……ける、な。私達が、強さのために在あるだと？　ウシチチの言う通りだ、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。私達は──ただ在るだけだ。罪を犯して、呪のろわれて、ただ在るだけだ」

「……呪いは、オレ達がここに在る理由だ。ここに在る意味ではない……」

　フォーティーンが呟つぶやくと、フィアはその同どう類るいをきっと睨にらんだ。

「狂っておるな。お前は、あの家族会フアミリーズの十字と同じように、しかし違う形で、狂っておる……」

「オレはそうは思わない。人を傷害し、そして人を傷害するための能力を有するようになったのならば、そこには意味があるのだ。そこに意味があるのだ」

　何度も見たように、顔の布を指先で撫なでつつフォーティーンが答える。ぎり、とフィアが奥歯を鳴らした。そこで切子がフォーティーンに歩み寄り、フィアの厳きびしい視し線せんは再び彼女に向けられる。

「そんなわけでだいたい説明は済みましたですね……はぅ、そんな目で見ないでほしいのです、フィアさん。切子だって心苦しいのです。ええと、上の人から与えられた戦せん闘とう許可は夜や知ち家けの近辺にいる人達みんなですけど、特にメイン相手に想定されてたのはフィアさんだったので。だから切子も頑がん張ばって、特にフィアさんとだけは何が何でも仲良くなれるように頑張っていたわけで……」

　ああ、だから、なのか。

　だから、切子はフィアと一番仲良くなっていたのか。気が合う合わないとかの話ではなく、意い識しきして、打算的に距きよ離りを縮ちぢめて──そして、フィアの気持ちを、踏ふみ躙にじった。

　最低すぎる。

　春はる亮あきの頭に浮かんでいたのは、ただその一言。

　だが切せつ子こは続けて、さらにその最低さが伝わる言葉を口にした。

「ああ、でも、睨にらんでくれたほうがいいのかもしれませんね。切子をまだ仲良しだと思ってくれて、そのせいで全力で戦ってもらえないようなことになっちゃうとそっちのほうが困りますし……うん、今は切子がフィアさんのことを友達と思ってるかどうかが大事で、フィアさんが切子のことをどう思ってるかは全然関係ないのでした」

「っ……」

「わわ、さらにみなさんの目がコワイことに……！　えと、その、ではそろそろ戦いましょうね！　せっかく許可が貰もらえたんですから、こんなヨワヨワな切子も一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばらないと……フォート」

「……ああ……」

「じゃあ、まずはホルスターを」

　切子が相棒の胸のサラシをまさぐるように手を動かす。んっ、というフォーティーンの軽い吐と息いきと共ともに、そのサラシの間から言葉通りのものが落ちてきた。ベルトに大きな革の固定具が何個もついたもの。切子はそれを片手で自分の太ふと股ももに巻きながら、さらに呟く。

「……《非同ドクタ一性ー・デイ論証ステイン嗜好ギツシユ》」

　今度は赤黒く汚れたメスが落ちてきた。ホルスターに固定する。

「《倫りん理り線せんインピーダンス》」

　凶悪なギザギザのついた冷凍包丁。ホルスターへ。さらに、金かな槌づちを、ナイフを、そしてよくわからない刃物とよくわからない鈍どん器きをいくつか。全すべてホルスターに装着する。

「お、おい、まさか……それが全部、呪のろわれた道具なのか……？」

　信じられない。それだけの呪いを受けるなど、自殺行為だ。春亮が呻うめくと、

「大丈夫ですよー。呪いは軽いものがほとんどですし。重いのは、そうですね、このドリルと、フォートと……あ、もう一個。《礼らい澤ざわ瀬せ璃りの証明》出してください」

「わかった」

　そして最後に切子がその手に握ったのは──一つの黄き色いろいカッターナイフ。どこにでもある文房具。けれどそれに劇げき的てきな反応を示した人間がいた。

　今までのやりとりを倒れたままで呆ぼう然ぜんと見守っていた潰かい道どうが、目を見開く。震ふるえる腕を床ゆかにつき、そしてその全身すらもがくがくと震わせながら、顔を持ち上げた。

「な……ぜ……」

「え？」

「なぜ、だ！　なぜ、それがここにある!?」

　血を吐くような叫び。その視線はただ一点、切子が手にしたカッターナイフに凝ぎよう集しゆうしている。

「それは……ああ……刹が、持っていた……ここに、あるはずが……！」

「あれ、これを知ってるんですか？　運命っぽいですねー。でも、なぜとか聞かれても困るのです。これは元々切せつ子こが持ってたものではないので──さっき言った通り、たまに団員同士で決けつ闘とうみたいなこともするのですが、そこで勝ったら負けた人の持ってる禍具ワースを一個だけ貰もらってもいいって決まりになってるのです。勿もち論ろん切子ごときヨワヨワな人間が勝てたのはまぐれなのですけど、これもそういう流れで……」

「く、うっ──」

　潰かい道どうが唇を嚙かむ。怒りではなく、無力感に苛さいなまれているように。

「さて、準備はできました！　切子はとっても弱いのですけど、こんな感じでいろいろ使って頑がん張ばりますのでよろしくです！」

「ま、待てよ……ちょっと待てよ！」

　慌あわてて春はる亮あきが言うと、切子はかくんと首を傾かしげた。それはただ脳を落ち着かせる時間が欲しくて出た言葉だったが、彼女が勝手に解釈してくれる。

「何を待つんですか？　あー、呪のろいの話が途と中ちゆうでしたっけ。でもホントにたいしたことはないですよ。このドリルとカッターの呪いは人を傷つけたくなるっていうベタなもので、ドリルは何か対策されてるみたいですし、カッターのほうは普段ふだんはフォートの背中とか借りたりしてますし、ていうか今からのバトルでも解消できますし。で、フォートの呪いは……まあ、こんな感じで成長が止まるっていうのも切子的には呪いっぽいんですけど。実は切子、これでも二十一歳ですので」

　まったく予想外な年ねん齢れいが聞こえてきた。春亮達は目を見開くが、フォーティーンは平静な口く調ちようで呟つぶやく。

「それは呪いどころか利点だと片付けよう。その不老を求めてオレに入ってきたものもいた」

「ですかねえ。魔女は歳を取らないっていうのはよく聞きますからそういうことになるんでしょうけど。ホントの呪いは、フォートの中に人を拉ら致ちして衰すい弱じやく死しさせなきゃいけないってことです。やらなかったら自分がそうなっちゃうんですよぅ……呪いが強くなったら追いつかなくなって、結局はみんなそうなっちゃうみたいですが」

「……できるだけ遠い未来であることを希望している」

　切子はさらに語る。最初に拉致して制服や鞄を貸してもらった女子高生、その彼女の自宅マンションにいた家族、今回のプールの人達。一度にたくさん入れればいいというものでもないが、これでしばらくは大丈夫そうだと。

　その言葉を聞いて春亮が考えたことはいくつかあった。彼女がその最初の女子生徒の立場をカモフラージュとして手に入れていたということならば、その噓うそを察知できるチャンスはゼロではなかった。警けい固ごをしていた夜、おそらくは切子一人ひとりしかいなかったあのマンションに一回でも足を踏み入れていれば。昼間は勿もち論ろん授業に出ることはできず、自分達に送られて学校に行った後はどこかに隠れて時間を潰つぶしていたのだろうから、授業中の彼女を一日でも見守るようにしていれば。

　けれど、それらは全すべて手遅れだった。手遅れなことをいくら考えても仕方がない。最も大事なのは、今考えるべきなのは、もっと単純なこと──人間がフォーティーンの中に拉致されている、という事実それ自体。

　つまりは、サヴェレンティと白しら穂ほを。

　そして、捕らわれている他ほかの人達を、助けなくてはならない。なんとしても。

「よく考えれば、そっちの事情はどうでもいいんでした。わたし達にとって今大事なのは、あなたが噓つきの敵だったということと……」

「あとは、誰だれかを苦労して逃がすなんて面めん倒どうがなくなってラッキーということだけじゃね。うちらのやることは何も変わらん」

「そうだ。今度は私も、協力できる」

「大丈夫なのか、いんちょーさん……？」

　ようやく傷が治ったらしく、錐きり霞かがゆっくりとその身を起こしていた。肉が抉えぐり取られていた首を擦さすりつつ、首しゆ肯こうで答えてくる。

「ああ、問もん題だいない。お前は先生と……フィアくんを連れて下がれ。武器もないし、そう簡かん単たんには──フィアくんは、気持ちを切り替えられないだろう」

　後半は、春はる亮あきだけに聞こえる小声で。フィアはまだ切子を睨にらんだままでいる。どうしてこんなことを、という疑問を──全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって、彼女に問いかけていた。

　だがその問いは届かない。あるいは切子にとっては既すでに答えている。

「それでは、やっと本番ですね！　切子、弱いなりに頑がん張ばります！」

　彼女は右手にドリル、左手にカッターナイフを携たずさえている。そして勿論、その太ふと股ももには先刻取り出した武器の入ったホルスター。一方、フォーティーンは片手の箒ほうきと、腕の周囲を飛行している鬼おに火びだけだった。

　一歩を踏み出した二人ふたりに対抗するように、このはと黒くろ絵え、そして錐霞も足を動かす。

「相変わらずよくわかりませんが、どういうものなんですかね、あなたは……同どう類るいのよしみで教えてもらいたいところです。やることが不ふ思し議ぎすぎてさっきからずっと疑問に思ってます」

「簡単に片付く話だ。オレはオレの中にあるものを動かしているにすぎない……オレの中にあってしかるべきものは、取り出せば強化されるし、射出もできる。オレの中に本来はないもの──切子の禍具ワースなどはそのままただ出すのみだ。不思議は何もない」

「中にあって……しかるべきもの？　何かの容いれ物ものですか、あなた」

　このはがさらに問うと、フォーティーンは鬼火の動きを活発化させ、新しい角材を中ちゆう空くうに召しよう喚かんしながら──

　自みずからの正体を、告つげた。

「ある意味では。元々の名を言うなら、オレは《クーンズベリの死の屋敷アベニユー14番地》。魔ま術じゆつに傾倒した精神異常者の女が何十人もの人間を監かん禁きんして殺し、そして魔女が棲すんでいたのだと後に語られるようになった──」




「……呪われた家だ」
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　青白い鬼おに火びが、幾いく条じようもの軌跡を描いて踊る。

「霊よ《geist》。この魔女の屋や敷しきを闊かつ歩ぽする怪あやしの火よ。貴き様さまらの得意な無む秩ちつ序じよの時間だ──手の届く全を踊り躍おどらせるがいい。加減は不要、この屋オ敷レこそが騒そう乱らんを許可する！　さあ、霊よ《geist》、霊よ《geist》！　騒がしくあれ《polter》──霊よ《geist》！」

　角材。割れた窓の破片ガラスナイフ。物もの干ほし竿ざお。赤あか煉れん瓦が。それらが無数に、鬼火の軌跡の中より現れた。そしてフォーティーンが腕を突き出すのと同時、その怪かい異いが一斉に飛来──

「呪のろわれた家とは。さすがにそんなスケールの大きなお仲間を見るのは初めてじゃー……とか驚おどろいてる場合でもなさげ。さすがに全部は止められん、適当に避けて！」

「わかりました！　春はる亮あきくん達は下がって！」

　黒くろ絵えの髪がうねり、このはと錐きり霞かは今まで立っていた場所からばっと飛とび離はなれる。一いつ瞬しゆんの後、破は壊かい音おんの多重奏がプールを揺ゆらした。

　始まってしまった。春亮は唇を嚙かみつつ、立ち尽くしていたフィアの腕を摑つかんで引っ張る。何にせよ、錐霞の言う通りなのだった。こいつが素す手でで──しかも切せつ子こ達と戦って無事で済むとは思えない。

「こ、こら春亮、離せ。私も、戦──」

「さすがに今は無理だろ。とりあえず先生のとこ行くぞ。怪け我がしててどっかに避ひ難なんさせる必要があるなら、俺おれ一人ひとりじゃ手が足りん。手伝てつだってくれ」

「む……」

　不満げながらも口を閉じたフィアと一いつ緒しよに、このは達を回り込むようにしてプールサイドを移動する。壁かべに叩たたきつけられていた先生は、その壁に背を預けた体勢で、がくがくと足を震ふるわせながらも辛かろうじて立っていた。

「先生、大丈夫ですか！」

　聞いてはみたが、とても大丈夫なようには見えなかった。派は手でな出血はないにしろ、あれだけの強さでコンクリートに身体からだをぶつけたのだ。骨にヒビくらいは入っているだろう。それに、一点を見つめているどこか虚うつろな瞳ひとみ……肉体だけではなく心も大怪我をしていると思えた。致ち命めい傷しようなのかどうかは、わからない。

「とりあえず下がりましょう。次のエリアまで」

「……」

　視し線せんは動かなかった。だから春はる亮あきは嘆たん息そくしつつ、強引に彼女の身体からだの下に潜もぐり込んでその肩を支えた。そして歩き出すと、潰かい道どうも足を引ひき摺ずるようにしながらようやく動き始める。自みずからの意志ではなく、身体が動いているから仕方ない、という無気力な惰だ性せいを感じた。

「フィア、後ろからもし何か飛んできたら教えてくれ」

「う、うむ……」

　そんなとき、

「あ……ち、ちょっと待ってください！　逃げないでくださいー！　フィアさんと戦うのが本来の目的なのに、困りますぅー！」

「うっ……うるさいっ！」

　フィアが振り返って怒ど鳴なる。

　フォーティーンの傍かたわらにいた切せつ子こは、両手のドリルとカッターをぶんぶんと振りつつ、

「みなさんには全力でやってもらわないと困るのですー。立方体のアイテムなんてなくてもいいじゃないですか……自分自身を春亮さんに使ってもらえば」

「っ……」

　フィアが顔を歪ゆがめる。それは、フィアにとっては絶対にしたくないことのはずだった。真の意味で自分自身が使用されるという行為は、もう誰だれも傷つけたくない、というフィアの願ねがいとは完全な対極にあるものなのだから。

「聞くな、フィア。行くぞ！」

「その通りです、ぼやっとしない！　この人の相手はわたしが！」

　このはが切子に向けて走り込んでいくのが見えた。無理すんなよ、と願ねがってから、春亮はさらに足を動かす。フィアは無言で後をついてきた。

　ガラス戸を潜くぐってエリア移動し、静かなスライダーステージへ。

「先生、怪我は……？」

「……」

　適当な壁かべ際ぎわに先生を座らせ、聞いてみる。だが返事はなかった。ぼんやりとした瞳ひとみを足元に落としているだけだ……よほどショックを受けているのか。

（弱ったな。せめて大丈夫かどうかぐらい聞いてからでないと、あっちの手伝てつだいにも安心して戻れないんだが……）

　何が手伝えるというわけでもないのだが、選せん択たく肢しは多いほうがいいだろう。このはが刀になろうとしても、そこに誰だれもいなければどうにもならないのだ。

　どうしたものか、と春亮が嘆息したとき、ふと目に映ったのは──

　少し離はなれたところに立っていたフィアが、何かを決意したような顔で、のっしのっしと先生に歩み寄る姿だった。




「はぅぅ。フィアさん達はいつか戻ってくると信じて、とりあえずは……パジャマとか借りたりした優やさしいこのはさんと戦わないと駄だ目めなのですね。やりにくいですよぅ……心が痛いです。でも、そうでないと意味がないので頑がん張ばりますね……」

「実はわたしは優しくないのであまり痛みません。手加減は期待しないように」

「うう。切せつ子こは弱いので、そのへんを念頭に置いてよろしくです……」

　肩を縮ちぢめて言う切子の影かげが変化する。小さな体たい軀くは勿もち論ろんそのままだが、両手に持った得え物ものが、殺意に喜ぶようにその形を変えていた。

　右手に持った電動ドリルは、ぎゅるぎゅるぎゅると。

　左手に持ったカッターナイフは、きちきちきちきちと。

　それぞれ音を立てながら、細いドリルの螺ら旋せんと薄うすいカッターの刃はが伸びていく。もともと長かったドリルはさらに長く。刃が隠かくされていたカッターは、小さな刃片を無数に繫つなげた一メートルほどの長さに。共ともに普通では考えられない長さだった。どちらの道具も、そんな長さを収められる機き構こうが存在しているはずがない。だがこのはにとっては不ふ思し議ぎではなかった。それが呪のろいというものだ。

「では……」

　切子のお団だん子ご頭あたまが軽く揺ゆらいだかと思うと、刹せつ那なに前傾姿勢で疾しつ駆くしてきた。速い。

「っ！」

　突き出されたドリルの螺旋をかわし、同時に襲おそいかかってきたカッターの刃を手しゆ刀とうで受ける。蹴けりで反はん撃げきしたが、それは素早すばやく引き戻されたドリルの螺旋に阻はばまれた。

「わー、ごめんなさい、切子ごときが相手だから手加減してくれてるんですね……？　でもそれだと修しゆ行ぎようにならないので、どうか本気でお願ねがいしますー！」

　切子は身を屈かがめるようにしながら、腹部を狙ねらってカッターの刃を振り上げてきた。手刀で叩たたき斬きろうとする。斬れた。いや──そのカッターは、自みずからその刃の連結を中ちゆう途とで解いたのだ。予想していた手応てごたえは伝わってこず、僅わずかにバランスが崩くずれる。そこにまた、再びきちきちと刃の長さを取り戻したカッターが逆方向から戻ってきた。慌あわてて後退する。

　フォーティーンの角材と同じようなやりにくさがあった。しかもこのカッターは使い手の意志でその刃を自じ壊かいさせることができるらしい。どうやら何度でも伸ばせるようだし、これが限度の長さという保証もない──実に間合いが計りにくい。

「なにが、弱い、ですか！」

　切子の表情は相変わらず気弱におどおどしているようなものだったが、身体からだの動きだけは冗じよう談だんのように速い。手加減などできない強さではないか。

　このはは今後切子の言葉は一切信用しないことに決め、再びその手刀を電動ドリルの螺旋にぶつけていった。




「ととっ……このさんはあっちにかかりきりになりそうじゃね」

「ああ。そう簡かん単たんに片付く相手ではないようだな……どこまでも噓うそつきということか」

　飛来してきた角材を回かい避ひしながら、錐きり霞かは黒くろ絵えの言葉に答えた。しかしそのとき、

「……切せつ子この名誉のために、オレがその考えを訂正しておこう。あれは噓ではない……切子は《最テイル弱エンダ誤ー・シン信ドローム》と呼ばれている」

「なに？」

　顔の布を撫なでつつ、プールを挟はさんだ向かいにいるフォーティーンが言ってきた。

「……真実、切子は自分が弱いと信じている。自分などが強いはずがないと思い込んでいる。そういう性格なのだ、という一言で片付けられるだろう……そしてそのひたすらな自信のなさが故ゆえに、彼女は逆説的に、どこまでも真しん摯しに強さを求めていく。だからこそ──オレは切子を所有者と認めた」

　言葉の終わりと同時、鬼おに火びが円を描く。長話をする気はないらしい。

「モード《クッショニング宗むね盛もり》！」

「……《黒くろ河かわ可か憐れん》！」

　柔らかく広がった髪に受け止められた煉れん瓦がが、運動エネルギーを失ってぽろりと落ちる。錐霞は革ベルトを使って中ちゆう空くうのそれを摑つかみ取り、投石器スリングのようにベルトを撓しならせて逆にフォーティーンへ投げ返した。相手の射出スピードとは比べるべくもないが、それはただの牽けん制せいだ。フォーティーンがマントを翻ひるがえしてそれを回避すると同時、

「またも見えた！　新技・《ダイナソア業なり盛もり》！」

　黒絵がその髪で付近にあったトリケラトプスのロボットを抱え上げ、ハンマーのようにフォーティーンへ叩たたきつける。が、敵は素早すばやく自分の中から丸テーブルを取り出した。それを盾たてにして恐きよう竜りゆうアタックを回避──トリケラトプスはその衝しよう撃げきであっさりと部品を散らして弾はじけ飛とんだ。テーブルのほうも割ってはいたが、フォーティーンは「また散らかったな……苛いら立だたしい」と呟つぶやいているだけで、ダメージはない。

「むう。しかし残念ながら一発技じゃね。ここでしか使えん」

「黒絵くん……真ま面じ目めにやっているか？」

　吞気のんきな口く調ちように、つい非ひ難なんするような言葉が出てしまった。だが彼女は気にした様よう子すもなく、

「勿もち論ろん。うちは、できることがあればなんでもする。かっこ悪くても意味がなさそうでも、とりあえずやってみるよ……サヴェちゃんと白しら穂ほちゃんを助けるためじゃもの」

「……そうだな。すまない」

　黒絵の目はいつも通りの眠たげな半開きにされていたが、それでもどこか真剣な色を湛たたえているように思えた。いや、真剣というよりは──必死、だ。その瞳ひとみに滲にじんでいるのは、決意に満ちた焦しよう燥そう感かん。あえて表には出さないようにしている怒り。

「だが一つだけ。私は別に、今の攻こう撃げきについて文句を言ったつもりはないぞ……破は壊かい力りよくを補ういい手だったと思う。真ま面じ目めかどうか気になったのは、技の名前の件だ」

「残念ながらそれは聞けんかも。必殺技は技の名前を叫ぶことで威い力りよくが増すという掟おきてがあるので、できる限り考える必要があったりする」

「……そ、そうか。そこまでポリシーがあってしていることなら、別にいいが……っ！」

　何かが飛んできた。横よこっ跳とびに回かい避ひ。かすった腕に裂傷が走ったが、この程度ならば何も問もん題だいはない。すぐさま立ち上がることで黒くろ絵えの視し線せんに応こたえ、

「とにかく、できることがあればなんでもするのは同感だ。身体からだも頭も道具も、使えるものはなんでも使おう……そう言えば一つだけ、こちらにとっていい情報に気付いた。あの一番巨大な──おそらく家の柱だろうが──あれの投とう擲てきは、おそらくない」

「ほう。なんで？」

「何本も打てるのならとっくにやっている。きっとあれは本当に家の中にあるものを出しているだけで、つまり奴やつにとっては自分の身を削りながら撃っているようなものなのだろう。煉れん瓦がなどはいくらでもあるだろうが、家の柱はそうもいかんはずだ」

「なるほど。撃うちすぎて自分が崩くずれたら元も子もないしねー……っと！」

　撃ち込まれた角材を、黒絵の髪が素早すばやく弾はじいて軌道を変える。プールに飛び込んだそれが大きな水みず飛沫しぶきをあげた。

「柱をもう撃ちたくないのは事実だが……弾たま切れを狙ねらうのは無む駄だだと一言で片付けよう。オレは、広い。霊れい達が玩具おもちやにできるものはいくらでもある」

「部へ屋やが六畳一間なうちを馬ば鹿かにするなー。モード《キリングマシン将まさ門かど》！」

　よくわからない文句を言いつつ、黒絵が髪を伸ばした。錐きり霞かも同時攻撃をしかけるために《黒くろ河かわ可か憐れん》を動かしながら、ちらりと背後を窺うかがう。

　春はる亮あき達が戻ってくる気配けはいは、なかった。
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　そしてフィアは、潰かい道どうを見下ろしつつ──不ふ遜そんに胸を張って、片手を伸ばした。

「……よこせ」

　軽く、あっさりとした言葉だった。自分がそれを要求するのは当然だというような、その台詞せりふの前に「おせんべを」と付け加えてもまったく不自然ではない響ひびき。

　だが今、フィアが求めているのは煎せん餅べいではなかった。

　潰道の持つスコップだ。

　潰道は長い髪を滑すべらせ、フィアを見上げた。スコップを握る手の力は、緩ゆるまない。

　フィアはふうと息を吐はいた。

「渡す気はないというのか。ふむ。ならば──どうして動かない？」

「おい、フィア……」

「お前は黙だまっていろ、春はる亮あき。私は今、センセイと話をしておるのだ」

　フィアは先生を睨にらむ。その眼光を黙だまって見返していた潰かい道どうの目がふと揺ゆらぎ──久しぶりに、言葉を返してきた。

「彼女のカッターナイフは……自分の妹が、持っていたものだ……」

　湧わき上がるいたみに耐えるように、瞼まぶたが下ろされる。けれど言葉はそのまま続いた。大筋はテスト前の夜に聞いていたが──それを、さらに詳しく。いじめを受けていた妹のこと、それに気付けなかった自分のこと、妹がどういう経いき緯さつか手に入れていたカッターナイフのこと。ある日突然、妹にそのカッターで切りつけられてしまったこと。自分の為なしたその行為にショックを受けた妹が、飛び降り自殺で命を捨て去ったこと。

「それを……あの子が、妹に似たあの子が、持っている……わからぬ……なぜ……」

　それは勿もち論ろん、春亮にもわからない。先刻話していたことを信じれば、おそらく切せつ子こ自身にもわからないのだろう。誰だれかが回収して、それを誰かが奪うばい取って──最終的に竜島／竜頭師団ドラコニアンズの切子のもとに流れ着いたというだけだ。おそらく武器として使いやすいものだったのだろう。

「うむ……ここで私がセンセイに言えることは一つだ」

「……？」

　話を聞き終えたフィアは腕組みをして、さらに潰道へと顔を近付けた。すう、と息を吸って──どこか嘲あざけるように唇を曲げて──




「それがどうした？　とな」




「っ……」

　潰道が息を吞のむ。構わず続けた。

「今のは単純なるセンセイの過去だ。理解した。だがそれは、今ここで動かないことの理由になるのか？　私達は狙ねらわれておる。奴やつらは無関係な人間達と、私達の仲間を人ひと質じちに取っておる。それでも動かないということは──私達はともかく、このハレンチな春亮やキリカやシラホという生徒がどうなってもいいと思っていて、そして人質になっておる奴らも関係ないからどうでもいい、と思っておるわけだな？」

　答えはわかっていた。自分が卑ひ怯きようなこともわかっていた。それでもフィアは聞く。

「違う……自分は……」

　ぎゅっ、とスコップが握られて。

「……そう、自分は……生徒を救うべき教師だ。ただの人としても、人質がどうでもいいなどという考えは断じてありえぬ。だが、それでも……それでも自分は、弱い……」

　吐と息いきが聞こえる。全すべてを認める、諦あきらめの、吐息。

「……思い知らされた。強くなったつもりでいたが、誤りだった。こんなときのために鍛きたえてきたはずが──無力、だ。斯か様ような自分には、戦いくさ場ばに立つ資格はないのだと思える。あの夜のように、自身の弱さを欺あざむいてまで立つ理由も今や消えた。ああ、妹を重ねて守ろうとしていたものが、けして妹ではないことなど……元より、気付いてはいたが」

　ぼそぼそとした言葉で、自みずからの弱さを吐と露ろしながら。潰かい道どうはゆっくりと立ち上がった。

　そしてその腕を持ち上げ──横向きにしたスコップを、フィアに差し出す。

「せ、先生……」

「……これが必要なら、持っていくがいい。弱い自分が持っていても、もう役には立たぬ」

　春はる亮あきが驚おどろきの視し線せんを向けてくる中、フィアは無言でそのスコップを受け取った。重い。

　そのとき、胸中にあったのは──やはり、疑問。

　潰道は、自らが弱いから戦えないのだという。

　それを聞いたところで、自分のすべきことは変わらなかった。さっきと同じだった。

　だから同じ問いを繰くり返す。

　何気なく場所を移動し、潰道の横に回り込むようにしながら──




「ふむ。センセイは弱い、と。で……それがどうした？」




　ぺしん、と。

　潰道の、際きわどい水着のせいで肌はだ色いろばかりが多い尻しりを、スコップの平で叩たたいた。

「ぬっ……？」

「ふ、フィア!?　お前、なんつーことを!?」

「ふん。なんだかな……苛いら々いらしたのだ。センセイがおかしなことばかり言っておるので、どうしようもなく苛々したのだ。だからオシオキをしたのだ。何かおかしいか？」

「お、おかしすぎるだろ！」

　言葉通り、フィアは苛立っていた。弱い奴やつは邪じや魔まなだけだからいないほうがいい、と言うのならば──

　ここにいる春亮は何なのだ。

　いないほうがいい奴なのか。

　確たしかに、弱いからこその危険はあるのかもしれない。いないほうがいいのかもしれないが──なぜか、思うのだ。

　いてほしい、と。

　今の潰道の言葉が正しいと仮定するなら──その、いてほしいと思っていること自体が間違いだ、と言われているような気分になる。そんなわけがなかった。では、どうしてそんなわけがないと思えるのか、という疑問の答えを自分の中に探すと──

「ああ……そうだな。一人ひとりで戦う強さなんて、どうでもいいのだ。心しん底そこどうでもいい」

「どうでもいい、だと？」

　少しは痛かったはずだが、尻しりを擦さすろうともせず、潰かい道どうが視し線せんを向けてくる。

「私は、自分が強くなったと今までに何度か感じた。それは憎らしい敵をブッ倒したときに思ったのではないぞ。なぜなら倒すと決めて戦っておったのだから、倒せるのは当然なのだ」

「……」

「強くなったと思ったのは、そんなときではなく──そう、たとえばシラホやサヴェレンティが助けにきてくれたり、みんなの顔を思い浮かべたら十字架を砕くだく力が湧わいてきたり、キリカやみんなのためだと思えば自分で自分を拷ごう問もんする痛みも我が慢まんできたり。そんなときに、思ったのだ。私は強くなった、と」

　そう、誰だれかとの繫つながりを感じたときに。

　強くなったと、思えた。だったら──

「だったら、私の言う強さとは、センセイの思っているような──竜島／竜頭師団ドラコニアンズの奴やつらが考えているような強さとは違うのだ。そしてセンセイの必要としている強さは、きっと今ここには必要ないのだ」

　だから、と。

　フィアはぽいとスコップを潰道に返した。じっとこちらを見つめてくる春はる亮あきの視線が何やら急に恥ずかしくなり、明後日あさつての方向に視線を逸そらして、

「……センセイが、私のことを苦にが手てに思っているのは知っている。なぜそうなのかも理解できる。仕方のないことだと思う。だが──私がどう思っているか、何を考えているかを直接言ったことはない気がする。それを言っておかねば始まらない」

　喉のどがひどく渇いているのに気付く。不ふ思し議ぎだった。本心を伝えようとしているだけなのに、どうして自分はこうも緊きん張ちようしているのだろう。

「私は人のように在ありたい。許されないかもしれないが、憎まれて当然の私だが、それでも思っている。そして、人のように、というのは私自身の存在に関してだけではない。人は周りの奴らと繫がってこその人で、その強さを持ってこその人で、つまり──私も、人間みたいに、そうなりたいのだ。だから、その……私を強くするために、手伝てつだってはくれんだろうか。共ともに強くはなれんだろうか……？」

「これは……必要ない、と……？」

「ここでそれを私が持って行ってしまったら終わりな気がする。私とセンセイが共ともに強くなれる機き会かいは、もう二度と訪れんような気がする……から、な」

　潰道は困こん惑わくしたような瞳ひとみで、戻されたスコップを見下ろしていた。フィアが苛いら々いらと自分の腕を指で叩たたいて返事を待っていると、春はる亮あきがくすりと笑って、

「えーと、先生。こいつの言うことはなんかいろいろわかりにくいんですけど……俺おれなりに解読したことを伝えますね。簡かん単たんに言えば二つだと思います。一つ、こいつは先生ともっと仲良くなりたいと思ってて、だから手伝てつだってほしいって思ってる」

「仲良く……？」

「な！　そ、そんなことは言っておらんだろーが！　呪のろうぞ！」

　ぽこぽこと春亮の背中を殴ってみるが、春亮は意に介した様よう子すもなく、

「二つめは、そうやって仲良くなれたら、もっと強くなれるってことです──フィアだけじゃなくて、先生も。で、勿もち論ろん、俺達も」

「……強くなれる、か」

　潰道が小さく息を吐はいたように思えた。

　そして数秒の間があり──ようやく、彼女の視し線せんがスコップから離はなれる。

　その瞳はもう、虚うつろに揺ゆらいではいなかった。

「何か、自分にもできることがあるのか……？」

「お……おお。まずは一つ頼みがある。手を思いついたが、センセイに手伝ってもらわねばならんのだ」

　なぜだか、ほっとした。

　続けて胸中に生まれてきたのは、あの感覚。

　これで上う手まくいくと──また一つ、強くなったと。

　その感覚を快く思いながら、フィアは早口でこれからすべきことの説明を始めた。




　　　　[image: ]




「たー！」

「あっ、フィアさん！　ついに切せつ子このお相手してくれるんですね、嬉うれしいです！」

「は、春亮くんっ……？　先生も！」

　春亮達は戦場となっているジャングルエリアへ同時に走り込んだ。このはは切子と切り結んでおり、黒くろ絵えと錐きり霞かはフォーティーンと遠えん距きよ離りで戦っている。このはも黒絵も無傷ではない。特に錐霞は左腕をだらんと下げ、敵の攻こう撃げきを避けるたびに顔を顰しかめ、肉の抉えぐり取られた肩から多量の血を零こぼしていた。見るからに痛々しい。すぐに加勢したいところだが──

「くそっ、みんな悪い！　もうちょっとだけ踏ん張ってくれ！」

　敵の動向に注意しながら、探し始める。フィアも潰道も、このは達の助力には向かわず、混こん沌とんとしたプールサイドで目当てのものを探していた。このは達の怪け訝げんな視線に胸が痛くなる──実のところはこのはに手伝ってもらえればもっと簡かん単たんなのだが、近距離でゴリゴリ押してくる切せつ子この相手ができるのはこのはしかいない。手伝てつだわせるわけにはいかなかった。

　ほどなくして、

「よし、これがよい！　見つけたぞ、退却！」

「ええっ!?」

「ちょ、切子の相手はしてくれないんですかー!?　全然修しゆ行ぎようにならないじゃないですかー！」

　二人ふたりと共ともに再び安あん寧ねいのスライダーエリアに戻る。フィアが床に置いたのは、プールサイドに転がっていた──フォーティーンが射撃してきた煉瓦。大部分が砕くだけてはいるものの、奇跡的に一部は塊かたまりとして残っている。一握りできるほどの塊として残っている──

「センセイよ、頼む」

「ああ」

　床に置いたその煉れん瓦がの塊に、潰道がそのスコップの先端を押し当てた。金属の部分を踏み込み──ガリ、と煉瓦が削られる。

「まだだ。あとはこっちを」

「……ここか」

「そうだ。む──もう少しだ。この面が長い。二ミリくらい」

「承知」

　ガリ、ガリ、と硬いスコップで削られていく煉瓦。春はる亮あきがいろいろ考え事をしながらその共同作業を見守っていると、いつしかその煉瓦の塊は一回り小さくなっていた。

　そう、六面全すべてが同じ面めん積せきを具そなえている──立方体の姿で。

「できた！　偽装立方体エミユレーシヨン……展開スタート！」

　フィアが喜び勇んでその煉瓦の塊に手を押し当てると、それは一いつ瞬しゆんで黒金の巨大立方体に変じる。そしてさらに歯車の音が巨大な螺ら旋せん槍そうを生み出した。

「よし、これでいけるぞ！　反はん撃げきだ！」

「ち、ちょっと待て！　行くのはいいが、なんか策とかあるのか？」

「なんだ春亮、ウシチチ……はどうでもいいが、クロエやキリカを早く助けねば！　策なんて考えずともどうにかなろう！」

「どうにかならんかったら困るから言ってるんだよ……」

　切子とフォーティーンの二人ふたりが、簡かん単たんに勝てる相手だとは思えない。そして一番の問題は、フォーティーンに絶対に逃げられてはならないということだった。サヴェレンティに白しら穂ほ、そしてプールの客達はおそらく彼女の中にいるのだ。白穂達を拉ら致ちされたまま逃げられることだけは避けなければならない。

（じゃあ……どうする……？）

　考えながら、なんとなく視し線せんを巡めぐらせる。そうしていると、ふと、プールの壁かべのある一点に目が吸いついた。

　ゆっくりと顔を戻す。そして、早く行くぞと鼻息を荒くしているフィアの──そのスクール水着に包まれた身体からだを眺め回しながら一つのことを思い出して、

「な、なにをじろじろ見ておるのだー！　ハレンチ小僧め、呪のろうぞ！」

　作戦が、決まった。




「このは！　ちょっと来てくれ！」

「ウシチチのクリーチャーはもう見飽あきただろう、次は私だ！」

　春はる亮あきがこのはを呼ぶのと同時、螺ら旋せん槍そうを構えたフィアが、流れるプールの手前にいた切せつ子こに突っ込んでいく。切子は嬉うれしそうにその手のドリルを回転させた。

「わー、やっとですね！　ううう、仲良しになったフィアさんと戦うなんて心苦しいですけど、仕方ありません……切子ごときの相手なんてつまらないかもしれませんけど、よろしくお願ねがいします！」

「何が仕方ないか！　全部お前の企たくらみだろう、お前達も──私が今まで見てきた者達と同じだ！　狂っているようにしか見えんぞ！」

「ひどいですぅ。ストイックと言ってほしいです、切子達はただ頑がん張ばって強くなりたいだけなので……」

　子犬のように肩を震ふるわせながら──しかし突き込むのは、人体を容易たやすく貫かん通つうする呪われた螺旋。それをフィアも手中の巨大ドリルで弾はじいた。

　切子の相手をフィアに任せたこのはが、その様よう子すを窺うかがいながらも戻ってくる。

「春亮くん……あの子の使える道具が見つかったんですね」

「見つかったっていうか、作った。先生に手伝てつだってもらって」

　背後にいる潰かい道どうをちらりと示す。潰道は厳きびしい目で切子を見やっていた。だがそこに、今までのような狼ろう狽ばいや困こん惑わくはない。自身の中に何かを刻み込もうとしているかのような、意志ある目だった。

　このはも潰道の様子を確かく認にんして、軽く表情を緩ゆるめる。先生のことについては何も言わなかったが、

「で、どうしますか。フィアさんが来たのなら、わたしはフォーティーンのほうに回ったほうがいいのかもしれませんね。上うえ野のさんや黒くろ絵えさんではいかんせん火力不足です……血が出てるんであんまりあっちのほうを見られないんですけど、それくらいの戦況はわかりますよ」

「そうだな。でもその前に刀モードになってくれるか。ちょっと考えがある」

「考えって言っても……刀になるってことは、剣けん殺さつ交こう叉さですか。でもあの家は武器を持ってないから、やっぱり切子さんの武器を壊こわすと……？」

　軽く首を傾かしげるこのはに、春亮は頭を横に振る。

「いいや。剣殺交叉でドリルを壊こわしても、フォーティーンに逃げられたらどうにもならない。サヴェレンティ達を返してもらうのが第一の目的だからな。まずなんとかすべきはあいつのほうだ」

「それはそうなんですが。だったらわたしが刀になる意味が」

「うん、だから作戦を伝える。お前にはちょっとアレなのかもしれんけど、我が慢まんしてくれ……できるだけ見ないようにするから」

　手早く作戦を説明する。このはは溜ため息いきをつきながらもその策に乗ってくれた。

　彼女が、ぽん、と刀の姿に戻る。春はる亮あきは微妙な気分になりながら、その鞘さやや柄つかに引っ掛かっていたビキニの水着を引っぺがした。

「あ……ぬ、脱がされちゃいました。ぜんぶ、春亮くんに……」

「へ、変な声出すなよ！　行くぞ！」

　そして春亮はこのはを携たずさえ、切子達ではなく、少し離はなれたところでプール越しに飛び道具の応おう酬しゆうをしていた錐きり霞か達に走り寄った。

「いんちょーさん、無事か!?」

「夜や知ち……ああ、そろそろ腕は動く。このはくんはあまり見ないほうがいいだろう」

「すみませんが、全力で視し線せんを逸そらしている最中です……」

「……援軍かしらん、助かるー」

　黒くろ絵えもちらりと横目でこちらを見ながら言ってきた。その髪の先端は槍やりのようになって敵を追い、フォーティーンは手元に生み出した箒ほうきでそれを払いながら位置を変えている。春亮もそれを見ながら、錐霞に問いかけた。

「状況はどうなってる？」

「膠こう着ちやくしている、というところか。どちらかが攻こう撃げきをしかけていればそれなりに射撃の邪じや魔まにはなるしな……しかし正直なところ、今までは手加減されていたという気がしないでもない。フィアくんが戻ってからが本番という心こころ積づもりだったのだろう……そしてどうやらそれは正しそうだ！」

「……霊よ《geist》！　霊よ《geist》！」

　急に密度を増した弾だん幕まくがプール越しに飛んできた。煉れん瓦が、ガラス、椅い子すの背らしきもの、何枚もの皿。それらのいくつかは黒絵の髪が受け止め、いくつかは回かい避ひし、いくつかはこのはの刃やいばが勝手に動いて叩たたき落とす。

「……ようやくか。さあ、死力を尽くそう。それこそがオレ達を高みへと昇らせる」

「知ったことじゃないな……いんちょーさん、黒絵。作戦を聞いてくれ。上う手まくいけばすぐ終わる。いい位置にいるぞ、あいつ」

「作戦はいいが……位置？」

　間断なく放たれる家具の騒そう乱らんを避けつつ、二人ふたりにも早口で策を伝える。

　その通り、位置が重要だ。このジャングルエリアは、他ほかのエリアと同じく二等辺三角形の形状をしている。入ってきたスライダーエリアから見て右手の壁かべ際ぎわ、この建物の外周でもある二等辺三角形の底辺付近には、壁に沿うようにしてターザンロープ付きの細長いプールがあり、そしてエリアの中央では曲がりくねった流れるプールが循じゆん環かん中ちゆう。切せつ子ことフィアが戦っているのは、その細長いプールのある底辺の中点近く。一方、自分達は三角形の中ほど辺あたりのスライダーエリア寄りにいて、フォーティーンは中央の流れるプールを挟はさんだその逆側にいる。ああ、特にフォーティーンの位置が素す晴ばらしい。

　説明はすぐに終わる。了解、と二人ふたりは頷うなずき──それぞれの伸長武器をフォーティーンに向かって繰くり出した。挟み込むのではなく、同じフォーティーンの左手側から。反はん撃げきの射出をしつつ、それに搦からめ捕とられまいとフォーティーンは横に移動する。それが契けい機きとなった。

「行くぞっ！」

　春はる亮あきは手中の刀を思い切り放り投げた。くるくると回転しながら飛んだ刀は流れるプールをあっさりと飛び越え、空中で人の姿に戻ってプールサイドに着地。そのときにはもう黒くろ絵えと錐きり霞かは踵きびすを返しており、

「このさん、体育祭のときのであの移動方法に味を占めたんじゃろか。なるほど、合法的にハルにむちむちぷるんを見てもらえるしねー」

「……ば、馬ば鹿かげている！　もしそうなら、クラス委員長として、今後は禁止令を出さざるを得ない！」

　それぞれそんなことを言いながら、切子のほうに向けて走り出している。

　着地したこのははプールに沿って間合いを詰め、さらに手しゆ刀とうでフォーティーンを追撃した。

「ぬっ……」

　フォーティーンが後退する。反撃のためには手中に箒ほうきやら角材やらを召しよう喚かんしなくてはならない。その数すう瞬しゆんを稼かせいだのだろう。その数歩も契機だ。

　春亮の視界の端はしに映るのは、急きゆう激げきな横移動で床ゆかと平行に靡なびく銀ぎん髪ぱつ。

「はっ……悪いが、私はお前とドリル対決などする気はない！　一人ひとりでそこの角材に穴でも空あけていろ！　きっとこんな戦せん闘とうよりは何倍も楽しいぞ！」

「そ、そんなわけないですよぅ!?　どこ行くんですか、切子とのお友達バトルは……！」

「知らん！」

　春亮がこのはを投とう擲てきしたのと同時、フィアも走り出していたのだ。目的地は決まっていた。ただその一点を目標として、このは達はそこにフォーティーンを追い込んだ。

　このはから飛とび離はなれて間合いを取り、近接戦闘用の武器を召喚し終えたフォーティーンがいる場所は──窓の前。この二等辺三角形のエリアの頂角であり、この階の中心であり、一階下から吹き抜けのようになっている場所に向けて設置された、嵌め込み式の縦長の窓。

　その場所に向けて先読みで走り込んでいたフィアにとっては、フォーティーンが自みずから間合いの中に飛び込んできたように思えただろう。だから一瞬の迷いもなく、フィアは手中のドリルを新たな形態へと変化させる。

「二十三番機構・穴式釘面態《生涯坐しない聖者"maraNa-asana"》──禍動curse/calling！」

　それは、一言で言うなら剣山だった。大きなテーブルほどの面めん積せきをした鉄の厚板に、長さの不ふ揃ぞろいな無数の針と刃やいばが直立している。おそらくかつてのフィアの持ち主は、その上に犠ぎ牲せい者しやを立たせ、力尽きて倒れるまでの様さまを──つまりは全身を刃に貫つらぬかれて死ぬまでの様を、ワイングラスでも片手に眺めていたのだろう。しかし今、フィアはそれを横向きにして盾たてのように構えていた。凶悪なブルドーザーと化してフォーティーンに突進する。

　フィアがその拷ごう問もん具ぐを選えらんだのは、回かい避ひ不能な突進力が為ため。そう、大事なのは《避けられない》ということ。そして《圧力を持って押しつけることができる》ということ。

　一いち撃げきでフォーティーンを破は壊かいするのは難むずかしいだろう。だが、押しつけるだけなら。

　その背後の、飛び込み用プールを覗くためにある窓に押しつけるだけなら──その拷問具は、充分すぎる呪のろいだと思えた。そう、それだけでいい。錐きり霞かが死にながらも《黒くろ河かわ可か憐れん》でフォーティーンをプールに落とした光景が、その後水底を歩いて接近してきた彼女の姿が──その理由となる。

　だから、いける。いけるはずだ。

　そんな祈りを込めた視し線せんの先、ついにフィアがフォーティーンと接触する。

「……っ!?」

　春はる亮あきは息を吞のんだ。

　期待通り、フィアの拷問具はフォーティーンの身体からだを捉とらえている。が、それだけだ。

　窓と拷問具の間に挟はさまれながらも、呪われた家は不ふ吉きつな鬼おに火びを強引に煌きらめかせ──

　虚こ空くうから出現させた何かの巨大な質量で、フィアの圧力を受け止めていたのだった。




　無視された。フォーティーンのほうに行ってしまった。

　やっぱり自分が弱いからだろうか。相手をしていて楽しくなんてないからだろうか。困る。とても困る。戦ってほしいのだ。だから、仲良くなったのだ。ああ、本当に友達みたいに思ってて、本当にみんなと戦うのはとても苦しいけれど──それでも。戦うのを止やめたら、全すべての意味がなくなってしまう。

　穏おん天てん崎ざき切せつ子こはその思いと共ともに、強さを求めるただ純粋な欲望のために、フィアの背を追って走り出そうとする。しかし、

「邪じや魔まは──させん！」

　錐霞が眼前に立たち塞ふさがり、《黒河可憐》を伸ばしてきた。何度か身を捻ひねって回かい避ひしたが、革ベルトはまさしく蛇のように執念深かった。ついには右の手首に巻きつかれてしまう。邪魔だ、と左手のカッターナイフでベルトをすぐさま切断して自由を取り戻し、

「はぅ、弱くてこんな単純な攻撃しかできなくてすみません……！」

　と本心から謝あやまりながら、走り込んで右手のドリルを突き出す。返答は意外なものだった。

「単純。素す晴ばらしいではないか。単純な攻こう撃げきなら、いくらでも盾たてになれる……から、な、あぁああっ！」

　錐きり霞かはそのドリルに向かって掌しよう底ていを繰くり出した。勿もち論ろん刺さる。長いドリルの先端が彼女の手首まで潜もぐり込み、螺ら旋せんに鮮せん血けつが跳はね回る。握り込まれて抜けない。トリガーを押し込んでさらに螺旋を回転させつつ伸ばすが、押し殺した悲鳴の頻ひん度どが増えるだけで何も変化はなかった。もう少し伸ばせば肘ひじから先端が突き出てしまいそうなのに。

「ああ、凄すごい、こんなことができるなんて、とっても強いです……！　切せつ子こ、感服しました！　そんな錐霞さんに勝てたら、こんなヨワヨワの切子もちょっとくらいは強くなれるでしょうか。無理かもしれませんけど、えと、お願ねがいします……！」

　ドリルを抜くのは諦あきらめ、左手のカッターナイフの刃はをちきちき伸ばして振るう。さすがにドリルが刺さった腕自体を切り取れば抜けるだろう。と思ったとき──

「あーああー。実はさっきから使うチャンスを窺うかがっちょったギミックでうちが登場」

　がくん、と左手も重くなった。見れば手首に黒髪が絡からみついている。このジャングルエリアの壁かべに沿って存在していた、細長いプール上のターザンロープ。それに摑つかまって黒くろ絵えはこちらの背後へと一気に移動してきたのだ。

　寝ね惚ぼけ眼まなこのままロープにしがみついている黒絵の髪で、左手は動かせない。右手のドリルは錐霞の腕に刺さったままだし、いつのまにか革ベルトも再度巻きついてきている。

「はぅ、ピンチです。でも、ここを乗り切れば切子はさらに強くなれるはず──」

　とりあえず空あいている足で錐霞を蹴けり上げようとしたときだった。その錐霞の顔が意味深に歪ゆがんでいるのが見え、

「──乗り切れればな」

「え？」

　もう一人ひとりの声が背後から聞こえた。次の瞬しゆん間かん、二度の激げき痛つうが身体からだに走る。一度目は左手。二度目は右手から。それぞれの手を何か硬いものが打うち据すえ──手加減なく、骨を砕くだく。

「かっ、は……うああっ!?」

　痛い。痛い。痛い。両手の武器を取り落としてしまう。涙で滲にじむ視界の中、首を回して見えたのは──

「そうだ……お前は妹ではない。断じてありえぬ。刹せつは自みずから命を絶たつほどに、こんなものを振るったことを恥はじたのだ。こんなものを振るって強くなったとは──思わなかったのだ！」

　床ゆかに落ちたカッターナイフ目掛け、手中のスコップを力強く振り下ろす潰かい道どうの姿。

　ばきん、と刃はが折れる音。プラスチックの部品が弾はじけ飛とぶ音。

　そして切子は、革ベルトか髪かが自分の首に巻きついているのを感じながら──

（はぅぅ。やっぱり切子はまだまだ弱いですねえ……）

　と胸中で呟つぶやいて、その意い識しきを失った。




「く……があっ！」

「騒がしくあれ《polter》──霊よ《geist》！」

　全体重を込め、フィアは剣けん山ざん板ばんをその肩で押し込む。だがフォーティーンは自みずからが窓と拷ごう問もん具ぐに挟はさまれたと見るや、その狭い隙すき間まで鬼おに火びに陣を描えがかせた。拷問具が盾たてになっているから、鬼火自体のスタンガン効果で攻こう撃げきされる恐れはない──ならば相手の狙ねらいは零ぜろ距きよ離り射撃だ。

　不意に、フォーティーンの押し返す力が強くなった。この重み。角材や煉れん瓦がなどではない、もっと巨大なものが空間を押し広げて現れようとしている。おそらくはあの柱だ。

「まだ、残しておったか……！」

　だがここで退ひくわけにはいかない。さらに全身の力を込めて押し込む。

「お、い……これが、お前の全力なのか。これが、お前の、強さだというのか」

「だとしたら、どうする……！　何をしようとしているかは知らんが、もうすぐ──」

　フォーティーンの言葉通り、ぐぐ、と剣山がまた数センチ押し返される。それでもフィアは笑った。そして、

「なぁに……だとしたら、こう言うしかないなと思ったのだ。私の強さに比べたらたいしたことはないな、と！」

　刹せつ那な──身体からだの両りよう脇わきから、だん、という音。

　自分の横に加わった新たな二つの重みが、一いつ緒しよになって拷問具を押してくれる。押し負けていた拷問具がじりじりと盛り返し始めた。

　そこにいる二人ふたりは、自分の強さになってくれる二人は──

　春はる亮あきと、このは。

「今ばかりは感かん謝しやするぞ、ウシチチよ……お前はこういう役にはピッタリだ。なぜならその目め障ざわりな肉の重さが──」

「それ以上言ったらぶっ飛ばしますよ!?」

「ぐ、お、おおお重ぇ……！」

　他ほかにも足音が聞こえる。黒くろ絵えか、錐きり霞かか、潰道か。それを頼もしく思いながら、フィアはさらに拷問具を押し込んだ。ただひたすらに押し込んだ。最後まで。最後まで。最後まで──

「ぬぅっ……!?」

　フォーティーンの呻うめき声ごえと同時、全すべての重みが消失する。

　ガラスがけたたましく割れる音。それでもフィアはさらに拷問具と自みずからの身体を前進させた。ここで逃のがしてはならない。確かく実じつに──落とす。

　消失した重みの中には自らの体重も含まれていた。浮遊感。勢い余ってフォーティーンと共ともに飛び出してしまったのだとすぐに理解したが、どうでもよかった。
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「ははっ、呪のろわれた家よ！　お前は間違いなく、この私よりも重い！　なぜなら、お前は、家だからだ！　私が泳げんのに──お前が泳げるはずはないな！」

「な、に──っ!?」

　フォーティーンは自みずからの身体からだが落ちていく先を悟ったようだった。

　深い深い、何十メートルもの深さがある飛び込み用プール。

　いかに人じん外がいの身体能力があろうとも、独力では絶対に浮かび上がれないだろう。自分達は呼吸できなくても行動不能になるだけで窒ちつ息そく死しはしないし、しばらくは水底でうろうろすることくらいできるかもしれないが──それだけだ。

　もはや自分のすべきことはない。今からでは一いつ緒しよに落ちていくより他ほかはないが、瑣さ末まつなことだ。あそこに落ちても、黒くろ絵えか錐きり霞かがどうにかしてくれるだろう。

　そんなことを考えていたとき──

　ふと、がくん、と全身に衝しよう撃げきが走った。浮遊感が失われ、身体の重みが取り戻される。

　その理由を確たしかめるべく、頭上を見やる。

「……っ！」

　潰かい道どうがいた。

　彼女は必死に身を乗り出し、割れた窓ガラスで腕に裂傷を作りながらも──

　こちらの手首を、がっしりと摑つかんでいた。

　かつて自分が差し出したこの腕を、痛みと共ともに打ち払った、その手で。

「一つ、謝あやまらなければならぬことがある。漸ようよう自分の感情が理解できた」

「……？」

「自分は……きっと、お前のことが怖こわかったのだ。それを苦にが手てという言葉で誤ご魔ま化かしていた」

　真しん摯しな目が、こちらに向けられている。だからフィアも、その目をきちんと見返した。

「お前は《人を傷つけるもの》なのだと──そうとだけ、思っていた。故ゆえに恐怖した。また害されるのではないかと。過去のようないたみが与えられるのではないかと。それは自分自身の弱さが所以ゆえんだ。強くなろうと願ねがっていたが、やはり自分は強くなどなっていなかったのだ」

「私が人を傷つけるものなのは、事実だ……」

「だが、それだけではない。お前の存在を分ぶん類るいする肩書きはそれだけではない。悟ったのは、そういうことだ。一年二組出席番号女子十四番、フィア・キューブリック」

　初めてまともに触れたその手から、何かが伝わってくる。

　そこにあったのは、温度。

　あの夜には得られなかった──ただの、柔らかな、人の温度。

「……不ふ思し議ぎだ。私は今、また一つ強くなったような気がしている」

「そうか。理解できるやもしれん」

「ああ、今までにもこれを繰くり返して強くなったからこそ、言えるのだ。人を傷つけるものなのは事実だが、センセイの言う通り、それだけではないな。私はただのフィアだし、フィア・キューブリックという生徒だし、ハレンチ小僧の家に住んでいるものだし……そして、人を傷つけていたもの、だ。今は誰だれも傷つけたくはない。そう言い切れるに必要な強さくらいは、私は既すでに得ている」

「そうだろうな。それがわかったから、自分は今この腕を摑んでいる」

　潰かい道どうに向けて小さく頰ほおを緩ゆるめつつ、フィアは視し線せんを動かす。その先にあったのは、だんだんとずり落ちていく潰道の身体からだを後ろから必死に支えている──彼らの、顔。

　自分の強さの中身だった。
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「サヴェレンティさんも白しら穂ほさんも……気絶しているだけみたいですね」

「……そう言っている……」

　主戦場となったジャングルエリアの床ゆかには、今は何十人もの人間が横になっていた。誰もが目を閉じているが、外傷などはない。

　切せつ子ことフォーティーンは黒くろ絵えの硬い髪で身体を縛しばり、武器などを取り上げたうえで離はなして床に転がしていた。切子は気絶しているし、フォーティーンにとってはその切子が人ひと質じちだ。下へ手たな真ま似ねはしないだろう。

　とりあえずの目的であった人ひと質じち奪だつ還かんを果たし、やれやれ、と春はる亮あきは息を吐はいた。

　目もく論ろ見み通り、フォーティーンは自力でプールから脱出することはできなかった。しばらく暴あばれてはいたものの、やがて見えたのは意い識しきを失って水底でぐったりした彼女の姿。それを待って、黒くろ絵えと錐きり霞かが水面まで拘こう束そくついでに引っ張り上げた──何かあればすぐベルトと髪を解いてまた水中に落とせるように、プールの中央で。

　そこで交渉したのは、気絶した切子を逆人質にした人質解放だ。飛び込みプールがある下の階が一般開放されていないエリアで無人だったからよかったが、もし誰だれかがいればのんびりその状況で交渉などしてはいられなかっただろう。そこは幸運だった。ともあれ、人質解放を約束すれば水から引き揚げてやる、というこちらの言葉を、フォーティーンはしばらく考えてから受け入れ──今に至る。

「敵の言うことをそのまま信じられるほど素直じゃないですよ、わたしは。まあ何にせよ、怪け我がとかがなくてほっとしました。二人ふたりとも──みんなも、しばらくすれば目を覚ますでしょう」

　白しら穂ほ達の具合を確たしかめていたこのはが安あん堵どの息を吐いた。勿もち論ろん、水着は着用済みだ──事態が一段落した瞬しゆん間かん、「み、見ないでくださいー！」とプールにダイブし、息いき継つぎなしの潜せん水すい泳法で一目散に水着を回収しに向かったこのはの姿を思い出す。なんというか、あの瞬間のこのははマグロのスピードと獲え物ものを狙ねらうサメの野生を併あわせ持った最強の水すい棲せい生物だったに違いない。

「そうか、みんな無事か。よかった……」

　このはの横で膝ひざをつき、ハラハラと様よう子すを見守っていたフィアもほっと胸を撫なで下ろす。だが次の瞬間、彼女はきっとその瞳ひとみを鋭するどくしていた。切子が目を覚ましたのだ。

　切子はぼんやりと周囲を見回し、いたた、と骨折した両手の痛みに顔を顰しかめてから、

「はぅぅ。やっぱり負けちゃったんですねぇ……」

「その通りだ。私達はもう貴き様さまらの修しゆ行ぎように付き合う気はないぞ」

「はい……一回負けたんですから、切子達はしばらくお休みだと思うのです」

「……どういうことだ？」

　フィアが問うと、

「ええと、竜島／竜頭師団ドラコニアンズの人達は基本的に普段ふだんは傭よう兵へいみたいなことしてるんですけど……たまに、『お前達のレベルアップにぴったりの相手がいるよー』みたいな指令が上から送られてきてですね。それで修行のために倒しに行ったりするのです。あまりに実力差がある相手と戦っても、強くなる糧かてにはならないですから」

「では今回のあなた達も、上からの指令でわたし達と戦いにきたと？」

「はいです」

　春亮達は顔を見合わせた。聞きたいことは一つだった。

「また他ほかの奴やつが来たりするのか？　教えてくれ」

「さあ。それは上の人達が決めることなので、切せつ子こみたいな下したっ端ぱにはわからないですよぅ」

　来るか来ないかわからない、というのは精神衛えい生せい上じようよろしくない。けれど今いま更さら切子が噓うそをついているとは思えなかった。

「勝手に修しゆ行ぎよう相手に選えらばれるのは、馬ば鹿かげているな……やれやれだ」

「んむ。勘かん弁べんしてほしいねぇ」

「まあ、来たら来たでまたぶっ飛ばせばいいだけの話だが。それより問もん題だいは、これからこいつらをどうするか、だ。新しい奴が来るのはどうしようもないかもしれんが、さすがにこのまま放置はできんぞ……」

　フィアが苦にが々にがしい表情で呟つぶやいたとき、あ、忘れてました、と切子が大きく口を開いた。

「竜島／竜頭師団ドラコニアンズの心得として言わなくちゃいけないことがあるんでした！　なんていうか、負けたときのお約束、みたいなのが二つです」

「心得？」

　春はる亮あきが鸚おう鵡む返がえしに聞き返すと、はいです、と切子は微笑で首しゆ肯こうした。なぜかそのとき、フォーティーンはぴくりと肩を揺ゆらしていた。

「ええと、一つはですね、言ったかもしれませんけど……勝った人へのごほうびとして、負けた人は装備をプレゼントしなきゃいけないのです。ってもう全部取られてますね!?　うう……切子は弱いなりにけっこう頑がん張ばって集めたんですが……まあ、仕方ないです。ただの切れ味がいいだけの刃物、みたいなのがほとんどですし。ああでも、壊こわれちゃったカッターナイフとか」

　ちら、と切子は潰かい道どうを見上げる。

　フォーティーンに跳はね飛ばされた潰道は手足にいくつかの傷を負っており、肋ろつ骨こつあたりにも罅ひびが入っているようだったが、その痛みを気にする様よう子すもなく平然と立っていた。座って休んでくださいと何度言っても「問題が全すべて片付いてからだ」と聞く耳を持ってくれなかったのだ。しかし春亮達としても全く何もしないというわけにはいかず、目立つ傷だけは黒絵の髪で応急手当てをさせてもらっている。ひょっとしたらそういう手当ては嫌いやがるかも、と微妙に不安に思いながらの提案だったが──勿もち論ろん、不安に思うこと自体が間違いだった。何かが変わりつつあることは、彼女が落ちゆくフィアの手を摑つかんだその瞬しゆん間かんから確かく信しんできていたのだから。

　ともあれ、その仁に王おう立だちした潰道の無言ながらも圧力ある視し線せんを受け、切子はすぐに肩を縮ちぢめて顔を戻した。

「……とか、そのドリルとかは結構いいものなんですよー。だから大事にしてくださいね。特にドリルはいろんな人の手を渡ってるもので、あれです、呪のろいを軽くする仕掛けみたいなものがされてるって聞きますし」

「なに……!?」

　それは免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクのことか。戦って相手から奪うばい取るのが竜島／竜頭師団ドラコニアンズの常だとしたら、それもありうる。《免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクは引かれ合う》という性質のことを思い出し、他ほかの武器と纏まとめて積つみ上げていたその電動ドリルに春はる亮あき達が目を向けたとき──

　不意を突かれた。油ゆ断だんしていた。

　切せつ子こは後ろ手に縛しばられたまま、ごろごろと床ゆかを転がった。フォーティーンも同時に転がっていた。二人ふたりの身体からだが触れ合ったと見えた瞬しゆん間かん、

「すみません〜。心得の二つめはフォーティーン、よろしくです……！」

　切子はそんな言葉だけを残し、呪のろわれた家の中へと消え去っていた。同時、フォーティーンは自分の真上に生み出したガラスナイフを雨のように自身の身体に降らせ──身体の各所を縛しばっていた黒くろ絵えの髪の拘こう束そくを一瞬で解ほどく。勿もち論ろん、黒絵は手加減なく完全緊きん縛ばくしていたので、その強引な切断のついでにマントやら服やら顔の布やらも一いつ緒しよに千ち切ぎれていた。

　身構える春亮達の前、フォーティーンは何の躊ちゆう躇ちよもなく大きく跳とび退すさり、

「……あ」

　そして自分がほぼ全裸になっていることに気付いた。マントはなく、胸のサラシも全すべてが解けており、引っ掛かっていたショートパンツは今の跳ちよう躍やくでぽとりと落ち、顔の布も外れている。残ったのは厚いブーツだけというとんでもない恰かつ好こうだった。

「ひ……は、恥はずかしい！　カーテンが！」

　だが彼女にとっての優ゆう先せん度どは身体＜顔だったらしい。ブーツに引っ掛かっていたマントの切きれ端はしを慌あわてて顔に押し当てつつ、

「ふぅ……そして二つめの心得は《竜島／竜頭師団ドラコニアンズは最強を目指す。しかし挫ざ折せつしない人間はいない。挫折が人を強くする》。つまりは──逃げ延びるのも強さのうちだ、という一言で片付く。故ゆえに失礼する」

「そ、そんな変態的な姿で恰好つけて言う台詞せりふですかっ!?」

「逃がさんぞ！　せめてもう来ないと確かく約やくしてから……！」

　それらの言葉に一切答えず、フォーティーンは走った。行く先は、先刻自分が落とされた窓。追いかけるフィア達の気配けはいを感じてか、躊躇なく窓から跳び出す──しかし今回は落下ではなかった。飛び込みプールゾーンの天てん井じよう目掛けて高く跳躍し、その天井に向けてほぼ零ぜろ距きよ離りから垂直に物もの干ほし竿ざおを撃うち込む。頭上のコンクリートに突き刺さったそれを間かん髪はつ入いれずに摑つかむと、その鉄の棒が抜け落ちるより先に、最大限伸ばした手の先端から二本目の棒を生み出してまた天井に突き刺した。再びそれを片手で摑み、雲うん梯ていのような動きで身体をそちらの棒に移動させる──自分で生み出した即席のポールを使い、その動作を何回も繰くり返すことで、フォーティーンは天井に沿って強引に自分の身体を横へ進行させているのだ。天井の砕くだける音が二ふた桁けたを超え、さらに数度。そしてようやっとフォーティーンは重力を無視した天井移動を止める。竿から手を離はなして自由落下するが、その下は既すでに飛び込みプールの水面ではなかった。彼女の足はプールサイドのコンクリートを踏ふみ締しめる……普通に跳ちよう躍やくしたのでは飛ひ距きよ離りが足りずにまた水没すると見て、彼女はそのポール移動で横方向への距離を稼かせいだのだろう。

「く……」

　錐きり霞かが《黒くろ河かわ可か憐れん》を伸ばそうとするが、この距きよ離りではベルトを届かせたところでどうにもならない。黒くろ絵えの髪も同じだ。

「今日きようはもうやり合う気はない。また会うかどうかもわからんが、さらばだ……」

　フォーティーンはちらりとこちらを見上げて言った。そして鍵かぎのかかっているはずのガラス戸を破は壊かいし、飛び込みプールのゾーンからあっさりとその姿を消す。

　ええい、とフィアが歯は嚙がみする。追いかけたいところだが、さすがに白しら穂ほやサヴェレンティをここに残してはいけない。切せつ子こは両手を骨折しているし、少なくともあの二人ふたりがまたすぐに現れるということはないだろう。

「……仕方ないな。とりあえずはこれで終わりにするしかないだろ」

「ですね……さすがに今から追う気力はありません」

「ところで、うちらはこれからどうするのかな？　出口は塞ふさがれちょるじゃろ」

「邪じや魔まをするものがいないのなら、全員の力を合わせてあの瓦が礫れきを退どけることくらいはできそうだが……無む闇やみに注目を浴びてしまうのは避けたいな。あの吹ふき抜けから下に降りるのも同様だ。放っておいても、そろそろ誰だれかがここの異常に気付く頃ころ合あいだと思う」

　錐霞の言葉を聞いて、ようやく今の状況がとんでもない大事だと気付いた。施設はぼろぼろだし、人は大勢気絶しているし。どうすれば……？

「上うえ野のの意見に賛さん成せいだ」

　そのとき、潰かい道どうが周囲の状況を見回して言った。

「そもそも時間が経たてば閉館になる。それで誰も気付かぬということはあるまい。救助が来るのを待てばいいだけの話だ。一応、後で理事長に事の顚てん末まつは報告しておく所しよ存ぞん……面めん倒どう臭くさい事後処理が必要であれば、あの人が如い何か様ようにかするだろう。金もコネも有り余っている人物だ」

　何か、面倒臭いことは全部理事長に押しつけよう、とかそういう意味合いも感じ取れるのだが──まあ確たしかに、今はそう思っておくしかないのかもしれない。このホテルの経営者と友達という話だし、警けい察さつにコネがあるとか言われてもあまり驚おどろかないし。

「客の昏こん倒とうとかこのプールのぼろぼろっぷりとか、どういうことになるんすかね。フォーティーンが入ってくるときに監かん視しカメラとか気にしたとは思えないし、客が起きたら誰かは『変なマントの人を見た』って言うかもしれないし……テロリストの犯行とか？」

「かもしれぬ。そこは自分達が気にしても仕様のないところだ。ただし一つだけ、我われ々われがこれからすべきことがあるように思える」

「な、何すか？」

「救助が来たとき、我々だけが目覚めていては要いらぬ勘かん繰ぐりを受ける。面倒事を避けるためにも、自分達はやらねばならぬだろう。そう──」

　その必要以上に鋭するどい目を春はる亮あき達に向け、潰道は続けた。

「──《死んだふり》を」

　そんな真ま面じ目めな顔で言うことではない気がします、先生。ていうかみんな死んでないし。

　その反はん論ろんを各自が心の中で繰くり広げつつ、しかし潰かい道どうの発言には一理あったので、救助が来たときのために死んだふり準備をしておくことにする。

　春はる亮あきが寝転んだのは白しら穂ほとサヴェレンティのすぐ傍そばだった。途と中ちゆうで彼女達が目を覚ましたりしたときにすぐ説明できる。よくよく考えればプールの客が全員このジャングルエリアで寝ているというのは不自然な気がしないでもないが、今いま更さらどうにもならない。テロリストが何かのポリシーで運んだのだ、と思ってもらいたいものだ。そして、待てよそう言えばスライダーのところに監かん視し員いんがいたな仲間外れだでもまあ別にいいか、と暇ひまな時間をどうでもいい考え事で過ごそうとしていると、

「ううん……死んだふり死んだふり」

　目を開くとすぐ前にこのはの谷間があった。なぜ。

「ええとその、やっぱり一いつ緒しよに気絶させられたって体なら、一緒に纏まとまって寝かせられてたほうが自然だと思うんですよ。それで、です」

「そうだな死んだふり同意するぞ死んだふり。なので私はここに入ってみる……む、クリーチャーに挟はさまってしまったゾ。むかつくうえに息苦しい」

　ずぼー！　とフィアの銀ぎん髪ぱつが春亮とその谷間の間に滑すべり込んできた。

「狭せめぇよ。あとなんで変な語尾みたいに死んだふりって使ってんだ、どうでもいいけど」

「息苦しいなら出なさい！　せっかくの悩殺機き会かいを、じゃなくて、純粋に邪じや魔まです！」

　さらに身体からだの後ろにはぴっとりとくっついた錐きり霞かの背中の感触が生まれ、

「その、私は、白穂くん達への説明の役目を負おう。ならば位置的にここしかないな……うん、仕方ない」

「いや、いんちょーさん、その役目は別に俺おれに任せてくれても……」

「うちみたいな子供ライクな乙女おとめは、やっぱり保ほ護ご者しやの腕に包まれての救出シーンこそが感動を生むと思う」

「おい黒くろ絵え、意味わからん理由で俺の上に乗ってくるな！」

　などとドタバタやっていると、適当な場所に寝ていた潰道が不意にむっくりと身を起こした。心しん底そこ怪け訝げんそうな目を向けてきて、

「……夜や知ち春亮。よくわからぬが……彼女達がそうしているのならば、自分も同じようにお前に近付いたほうがよいのだろうか。そうならば善処するが」

　春亮達は一いつ瞬しゆんだけ時間を止め、そしてぷるぷると首を横に振った。色いろ々いろな意味で、キケンすぎる、というのが全員の共通認にん識しきだった。そうか、とやはり不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげ、また潰道はその場にごろんと寝転ぶ。

　そのとき、春亮達は大事なことに気付いた。忘れていた。

　救助の誰だれかがこの場に現れたとき、真まっ先に怪あやしまれるのは誰か。

　その第一候補は勿もち論ろん、露ろ出しゆつ狂きようのような水着を着て、見た目上は最も怪け我がをしており、そしてなぜかプールにスコップを持ち込んでいる──一人ひとりの天然な女性教師に間違いなかった。







　エピローグ







　翌日──学校の教室。

「ふぃー、やっと落ち着いたぞ……まったく、珍ちん獣じゆう気分を味わった」

「にゃははは。仕方ないよん。事件に巻き込まれた当事者がうちのクラスにいたんだもん。いやでもホント、災さい難なんだったねー。なんともなくてよかったよ」

　午後の休み時間になって、質問攻めにあっていたフィアもようやく解放されていた。今はもう、渦か奈ながけたけた笑いながらその机に顎あごを乗せているだけだ。

　それはいつもの光景。激げき動どうの昨日きのうが終わって変わったことは、そう多くない。フォーティーンや切せつ子この姿が完全に見えなくなったこと。電動ドリルにはやはり免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクが入っており、フィアの《鮫の歯"the teeth"》を封じることになった。後は勿もち論ろん、あのプールの事件の噂うわさが一日で街を駆かけ巡めぐったということ……

　その事件については、やはり倒れた客達の目もく撃げき証言はどうにもならず、結局は一人ひとりの異常者がいろいろ危険なものを持ち込んでプールに侵入して云うん々ぬん、という感じになっているらしい。ある意味その通りだ。全国ネットの報道合戦になってもおかしくはない大事件のはずだったが、今のところは、この街の中での大事件、というレベルの扱いになっている……ひょっとしたら理事長が何か手を打ったのかもしれない。マスコミまでどうにかなるとすると、理事長のコネも本当にたいしたものだが。

　当然ながら、質問攻めにあっていたのは春はる亮あきも同じだった。だがなぜかフィアよりは数段早くその状態は終わっている。ついでに言えば事件についての質問は半分だけで、残り半分は、

「さ、桜さくら参まいりさんと一いつ緒しよだったんだって!?　彼女の、み、み、水着について詳しく！」

「黒くろ絵えさんは白スク水!?　わ、わかってるぅー！　ヒャッホウ！　で、写真は？」

「推定でいいからサイズランキングの調ちよう査さに協力を」

「女だらけの中に男一人……死ね！」

「なんてこと言うんだ！　死んだら中身入れ替わりイベントが起こせないだろ!?　さあ春亮、今から階段で転んで頭をぶつけようぜ」

　とかそういう会話だった。そして彼らと同系統の、しかし彼ら以上の興きよう味みと絶望感を持っているものは今も春亮の机の前におり、

「ああっ！　伯はく途と泰たい造ぞう、一生の不覚！　マジで不覚！　事件に巻き込まれたって全然よかったんだ、むしろヒーロー的なアレの見せ所だったかもしれないのに！　野球の試合とかしてる場合じゃねぇよ俺おれ！　俺は白球よりも摑つかむべきものがあったんだ。そう、それは……夢！」

「いや、それ何回も聞いたから。また遊びに行くときは誘うよ」

「昨日きのうのこのはさんは昨日しか見れないだろー!?　わかってない、わかってないぞ春はる亮あき！　だからもう一度教えてくれ、昨日のこのはさんは、ど、どう……？」

　嘆たん息そくし、春亮はおそらく本日三度目くらいの台詞せりふを繰くり返す。

「……ビキニだった」

「ギャー！　色は!?」

「白」

「神よ！」

　飽あきないなあ、ともう一度嘆息したとき、隣となりの席のフィアが不ふ機き嫌げんそうな視し線せんを向けてきた。

「タイゾーはあのウシチチのクリーチャーがそんなによいのか。ふん、まったく理解できんな。私から一つだけ言えることは──奴やつはアッパーカットに弱い！　フフ、それだけだ……」

「あ、アッパー？　フィアちゃん、それってどういう……」

「ん？　だから、あの弱点にだな。こう、ずぼっ、と」

「ヒィィィ!?　か、神！　現あら人ひと神がみがここにいたーっ！　ぜ、ぜひその腕を拝おがませて……」

　などとフィアと泰たい造ぞうがお馬ば鹿かなことをやり始めたので、春亮は無む理り矢や理り話を変える。

「なんか喉のど渇いてきた。ジュースじゃんけんしようぜ」

「ん？　いいぞ、叫びすぎて丁度喉が枯れてきた」

「あ、あたしも参加するー。今からだとちょっと次の授業までギリギリだね。リスキーなのが燃もえるにゃー」

「ふむ、よかろう。ハレンチ小僧め、吠ほえ面づらをかくなよ……！」

「いんちょーさんもどう？」

　後ろ側の席にいた錐きり霞かに声をかけると、彼女も「いいだろう」と乗ってきた。錐霞は普通ならプールなどには行かないキャラであり、いろいろ聞かれるのも面めん倒どう臭くさいし、という彼女の要望で一いつ緒しよに行ったことは黙だまっているようにしていた。一人ひとりだけ平へい穏おんだったのが羨うらやましくはある。

　そして、じゃーんけーん、と予備動作に入ったとき。

　神呼ばわりされて調ちよう子しに乗った愚ぐ者しやの一言で、誰だれが敗北するかは瞬またたく間に決まった。

「フフフ……見せてやろう、この伝説のアッパーカットを！」




　むぅぅぅ、と頰ほおを膨ふくらませて、フィアはのしのしと教室を出た。そして廊下を数歩歩いたところで仇きゆう敵てきの顔を見つける。

「お……お前のせいだー！」

「きゃあっ!?　な、なんですかいきなり!?」

　ビクリとしたこのはの胸元を凝ぎよう視し。ちっ、今はさすがにアッパーは不可能か……

「ふん……命拾いしたな……」

「わけがわかりませんよ。それより、変なこと言ってないでしょうね？　昨日きのうのこと」

　声を顰ひそめて聞いてくる。どれだけ信用がないのだ、バカにしおって。

「当たり前だ。当あたり障さわりのないことしか言っておらんわい。お前の弱点を攻こう撃げきしたこととか」

「そうですか。ならいいんですけど……って、その単語はもしかして!?　やっぱりよくないです、待ちなさい！」

　うるさい。早くジュースを買いに行かねばならん、時間がないのだ。目障りなウシチチは背後に置き去りにして、さらにのしのしと廊下を歩く。昇降口前の自じ販はん機きに向かうため階段を降りていると、また見知った顔と出会った。

「おう、シラホ。元気そうだな、よかった」

「……ふん」

　いつものように鼻を鳴らしただけで擦すれ違ちがおうとする。が、横を通り過ぎる間ま際ぎわ、

「文化祭での貸しはチャラにしておくわ。だから礼は言わないわよ」

「ん……別に、礼が欲しくてやったわけではないからな。お前は仲間だ、助けて当然だろう。むしろお前に礼など言われるとビックリするわい」

　そう言いながら擦れ違うと、そこから階段を数歩昇ったところで白しら穂ほの足音が止まった。怪け訝げんに思って振り向く。見えたのは彼女の背中だけで、そこから届いてきたのは、

「……あらそう。私は貴女あなた達の仲間じゃないし、むしろ驚おどろいたり困ってたり苦しんでたりするとざまあみろって喜びの感情が湧わいてくるタチだから、今もただ驚かせて嗜し虐ぎやくの喜びを得たいわね。それから勘かん違ちがいしないように言っておくけど、これは私じゃなくて、サヴェレンティを助けてくれたことに関してよ。私はあの子の命を助けてくれた存在になら、たとえ悪あく魔まやゴリラや羽は虫むしにだってこう言うわ。だから──だから、その。あ、あり……ぅ……」

　それはとても早口で、最後の声はとても小さくて。

　白穂は最後までフィアのほうを振り返らず、そのまま階段を昇っていった。何か顔を見られたくない事情があるかのように。

　不ふ思し議ぎと、ほんわかとした気持ちになった。

　幾いく分ぶんか足取りを軽くして、歩き出す。自販機に辿たどり着くと、皆に言われたジュースの種しゆ類るいを思い出しながら、預かったコインを投入。もうこの機械の操そう作さ法ほうにも慣なれた。自分のぶんも含めて五本の缶ジュースをまとめて抱え上げると、ふと自販機上の壁かべに掛かっている時計とけいが目に留とまった。まずい。このはや白穂と話をしていたためか、急がないと次の授業に遅刻してしまう。ジュースを飲む暇ひまもないだろうが、それは放ほう課か後ごにでもダベリながら飲めばいい。知っている、それはとても楽しい一ひと時ときだ。おせんべがあればもっと楽しいと思うのだが。

　ジュースを抱え、ダッシュ。廊下を走り始める。

　大おお股またで階段を駆かけ上がろうと、その一段目に足をかけたとき──

　背後にふっと、人の気配けはいが生まれて。

「──廊下を走るな」

　ぺしり、と。

　お尻を軽く叩かれた。

　手ではなく。もっと硬いもので。

「あ……」

　振り向くと、そこには廊下を歩み去っていく誰だれかの背中。ジャージ姿で、長い髪に花型の飾りを挿さして、そしてその肩に乗のせたスコップをとんとんと動かしている──

「……」

　その背中を見ながら、フィアは笑っていた。勝手に、頰ほおが緩ゆるんでいた。

　はじめて、怒られた。

　ああ、変だな。

　自分は人のタメになることをしなくてはいけないはずなのに。

　怒られてはいけないはずなのに。




　どうして──怒られて嬉うれしい、なんて思ってしまっているのだろう。







　あとがき




　Ⅵってローマ数字、猛烈にⅣと見間違えやすいよね!?　とどうでもいい同意を求めつつ水みな瀬せです。お久しぶりです……というか今年ことし一冊目なことを考えると、発売日にお買いあげくださった皆様には「あけましておめでとうございます」が正しい挨あい拶さつのような気もしますが。

　ともあれ、Ⅳ──じゃなくて、ドキッ☆水着だらけの[image: ]Ⅵ巻を無事にお届けすることができました！　変な枕まくら詞ことばは気にしないでください。定型文的に「ポロリもあるよ！」と続けたいところですが、えーと、あんまりその言葉は正しくない気がするな……正せい確かくには「ズバーン」とか「ジャーン」とか「ボロリンッ」とかいう感じ……？　駄だ目めだ、自分でも書いててわけがわからなくなってきた。これから読まれる方は是非ご自分の目でお確たしかめください。

　さて今巻は、前巻の文化祭がゴチャゴチャとカオスってたので今度はわりとシンプルな話にしようかなーと思って書き始めました。実際シンプルになったかどうかは……ううむ、どうなんだろう。結局いつも通りのコメディだったりシリアスだったりになった気もしますが、とりあえずＶ巻では三人だった新キャラが今巻ではシンプルにも二人ふたりに。冬の女学生と言えばやっぱりこれ！　な紺こんタイツセーラー乳と、いろいろ無防備なサラシ布乳です。お二人ともにハッスルしてもらいました……しかし新キャラの数が少なくなってもここで書く乳の数は変わらないという不ふ思し議ぎ。これが数字のマジックというやつか。

　あとがきの行数も残り少なくなってきましたので、謝しや辞じを。

　まずは絵師のさそりがため様。今回は新キャラに加えて、普段ふだんとは違うレギュラーキャラ達の水着姿でお仕事量を増やしてしまったと思います……お疲れ様でした＆ありがとうございました！　そして読者の皆様方。この[image: ]という物語を書き始めた当初は続きが出るかどうかすら怪しかったのですが、皆様の応援のおかげでここまで来ることができました……心から感謝しています。これからもモリモリ続けていく所存ですので、今後とも末永くお付き合いいただければ幸いです！

　次の予定はⅦ巻、シリーズ初……というか人生初の短たん編ぺん集しゆうです。電でん撃げき文庫MAGAZINE連載分に加え、アノ人の意外な姿とかが読める書き下ろし短編やら何やらが入っております。あまりお待たせせずにお届けできると思いますので、何なに卒とぞよろしくお願ねがいします。





水瀬葉は月づき
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水みな瀬せ葉は月づき

写真は巨大な猫に襲われる作者。可愛すぎて抵抗する気力も失せます。ああもう、食べるなり○○するなり好きにして……っ！　その代わりにこっちは思う存分ナデナデさせてもらうけどな！　ちなみにこの凶悪な萌え魔獣は浅井ラボ様の家に生息しておられたものです。多謝。
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さそりがため

水着を描くのが楽しかったです！

特にスク水が大好物です白スク万歳!!

肌色が沢山あると妙な気合が入ります。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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